
2023年度 授業概要

学 利 看護浴|

科目名
(英 )

看護管理

Nursing Management

必修
選択

必 修 年 次 3
担当教員 |

花田ゆかり

実務経験 ○

授 業

形 態
講 義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜 日・時限 月■～2

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

看護管理は、看護の目的を効率的、効果的、そして創造的に果たすための機能である。看護職が、高齢化や重症化によるケアニーズの増大、生き残りをかけたヘルスケア組織の経営圧
力の中で、人々の尊lサiズを守リケア専門職としての責任を果たしていくためには、看護管理がこれまで以上に重要とされる。
看護管理では、看護者自身の自律を支え促進し、ケアの対象者、提供者双方の多様性をふまえた協llllの しくみについて学習する。

花田ゆかり 31年間の看護師としての臨床経験の中で、総合病院の看護師長として13年間の実績がある

【到達目標】

看護の経済性、効率性について考え、看護管理についての基礎的知識を養う

く具体的目標>
目標①看護管理の基本となるく)のについて説明できる
目標②看謹師の仕事とその管理について説明できる
目標③看護の質向上について説明できる
目標④看護管理に求められる能力について説明できる
日標⑤看護職とキャリアについて説明できる
目標⑥看護と経営について説明できる
目標⑦看謹活動を取り巻く法律・制度について説明できる

授業計画・内容

1回 目
(

( 目

標①)

標①)

人々の生活と看護のかかわりについて自分の考えを述べることができる
看護職の活動の変遷について説明できる

2回 目 (目 標①)看護管理の基本となるものについて説明できる

3回 目 (日 標②)看護師の仕事とその管理について学習し自分の考えを述べることができる

4回 目
(目 裸③)看護管理と倫理について説明できる
(目 標○)医療安全、医療・看護の質と評価について説明できる

5回 目 (目 標①)看謹管理に求められる能力について説明できる

6回 目 (目 標⑥)看護職とキャリアについて自分の考えを述べることができる

7回 目
(

( 目

標⑥)

標⑥)

看護に関わる医療・介護制度について説明できる
病院経営と看護管理について説明できる

8回 目 (目 標⑦)看護活動を取り巻く法律・市1度について説明できる

準備学習
時間外■習

テキストをよく読んでおきましょう

評価方法
授業態度 (50%)
課題レポート(50%):看護部長・看護師長の役割について

受講生へのメッ
セージ

すべての看護職者に看護管理能力が求められます。
実習を思い出し現場を思い浮かべながら身近に感じられるように想起しながら授業に参加してくださいっ

I使用教´書・救材・参考書〕

<教牟1書 >
ナーラング グラフィカ看護の統合と実践① 看護管理 吉田千文(編集)、 志田京子(編集)、 手島 恵(編 F,)、 武村 雪絵(編集)(メディカ出版>

福岡医 l′
rl・ スポーツ専 PЧ 学校 看誰利



2023年度 授業概要

学 科 看言笹牟|

牟1目 名
(英 )

災害・国際看護

Disaster(lnd international Ⅲヾursing

必修
選択

必修 年 次 3
担当教員 明石 征二

実務経験 ○

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 ) 1

30 開講区分 後期

コース 曜 日・R寺 限 企・3

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

・災害看護についての基礎知識を養う
・災害の定義、災害サイクル、災害の種類・特徴について理解できる。災害時に必要な技術を修得する。
・国際看護活動に関心を持ち、国際的活動における看護師の役割について理解する。
。人種や国籍をこえた、普遍的・専門的任務について理解する。
・同じ地球に住む人間として、相互に関心を持ち、助け合う「人のこころJについて考えることができる。

明石征二 看護師としてフ0年以上の実務経験がある

【到達目標】

l近年多発する災害に対応できる看護の基礎知識を養うために災害サイクルに応じた看護の役割を学ぶ
2災害看護における技術としてCSCATTTを学び、トリアージの方法の実習を行う。国や地域、民族間の保健医療・健康・看護の格差を一国の看護職だけで解決できない
看護や保険上の問題を世界共通の看護課題として取り組む
3保健医療・健康・看護の格差の現状の要因を検討し改善するための介入方法を探求する。文化・社会的な違いを理解し文化に適した最適な看護を探求することを学ぶ

<具体的目標>
目標①災害の定義と分類について理解できる     目標⑤災害時のこころのケアが理解できる
目標②災害医療に関する国の政策と法律を理解する  目標⑥防災対策が理解できる
目標③災害時のCSCATTT、 トリアージが理解できる   目標⑦国際看護学の定義・目的が理解できる
日煙∩務害サ/クルが王里紀で表ム

授業計画・内容

1回 目 災害看護の概念を説明ができる

2回 日 (目 標①)災害の定義を説明ができる

3回 目 (目 標①)災害の種類と特徴を説明ができる

4回 目 (目 標②)災害医療に関する国の政策と法律を説明ができる

5回 目 (目 標③)災害時の医療救護活動の基本原則 CSCATTTと 一次トリアージ(START法 )・ 二次トリアージ(PAT法 )および止血法を実施できる(演習)

6回 目 (目 標①)災害サイクルを説明できる

7回 目
(目 標④)災害サイクルに応じた看護を説明できる:

①災害発生の看護 ②急性期の看護 ③亜急性期の看護 ①慢性期の看護 ⑤復興期の看護 ⑥静穏期の看護⑦準備期の看護

8回 目 (目 標④)災害サイクルに応じた看護を説明できる:①救急医療と災害医療の相違②避男・lI所・救護所での看護

9回 日 (目 標④)災害サイクルに応じた看護を説明できる:災害弱者(要配慮者)への看護・子ども・妊産帰・高齢者・障害を持つている人びと

10回 目
(目 標④)災害サイクルに応じた看護を説明できる:災害弱者 (要配慮者)への看護を理解する 基礎疾患を持っている人々'日 本語を話せない人びと

人道憲章と人道対応に関する最低基準 スフィア・プロジェクト

H回 目 (目 標⑥)災害とこころのケア:①被災者の心のケアを説明できる (子ども・高齢者・遺族)②救援者のストレスとストレスマネジメント

12回 目 (目 標⑦)アメリカの医療・看護について興味を持つことができる

13回 目 (目 標⑦)アメリカでの医療・看護の実際がわかる

14回 目 (目 標⑦)日 本とアメリカの医療・看護の違いについて説明できる

15回 目 (目 標⑦)海外で活躍する看護師の話を聞くことで、世界に目を向けることができる

準備学習
時間外■習

授業中に次国授業について教浴1書の該当ページを指示する。指定したページを理解すること
事前課題について、講義前にレポート課題を出す
(課題等に関するフィードバック)

提出さガ化た言果題について言帝義♂)中 にとりあげ、振り返りを,~る

講義中に疑問が生じた時には、あいまいにせず確認する

評価方法

援業への参加及び学習状況(30%)
テスト・レポート言果題(70%)
から総合的に評価する

受講生べ♂)

メンセ~ジ

災害時の防夢t・ 減災におけるチーム医療の中での看護師の役割を理解し、災害発生～ケt害急性期、主L急性期 ～慢性期、回復～復興期 までの企ての
過程での救誰活動に必要なスキルを学ぶ

`,ま
た、大規模災害時に国際的視野に立った活動ができるスキルを学ぶ

,

さらに、NBC災害((nudear)、 生物 (bl劇 oJcal)、 化 学物質 (chemical)による特殊災害)に対する基本的知識・技術について理解する。
災害時の医療・看謹活

`丁
力の基盤となる法的根拠や災害対策および災害時の救謎1舌 動の方法を理解し刻々と変化する状況 ドで他職種と協働しながら被

災者の状況や特性に応じた看護活動を展開するための基礎的知識 ,技術・態度について学習する,身 |こ 付けるべき能力の一つです。

【佐用教科書・教材・参考書】

<教利菩>
ナーシング・グラフィカ看誰の統合と実践③ 災害看護 :酒井 明子(]F祠集)≪ メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2023年度 授業概要

学 科 者ミ警ん1

科 目名
(英 )

医療安全

予ヽ′orkplace「lealth and SaAy

必 修

選 択
必 修 年次 3

担当教員

実務経験

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位)

30

1

開講区分 後期

コース 曜 日'時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

セーフティマネジメントについて基礎能力を養う

※1 大学病院および総合病院において15年 間セーフティマネジメントを行つてきた
※2…病院において 戻病才 /手` 管理音件者お主rヽ教音師岳ルlフて際内のヤーフテイマネジメント狩行ってきた

【到達目標】

1医療施設のおける医療安全を担保するため、関わる職業間の連携が理解できる
2医療安全とコミュニケーションについて理解できる
3患者への安全を高めるためのチームについて理解できる
4医療訴訟の実際を学ぶ

<具体的目標>
目標①医療安全を学ぶことの重要性について説明できる
目標②チーム医療と医療安全の重要性について説明できる
目標③医療安全に必要なことについてクラスで共有する
目標④医療安全管理者の業務内容が説明できる

授業計画・ 内容

1回 目
医療事故とは '事故防止

(目 標①)医療安全の考え方の変化について理解できる

2回 目
医療過誤の成立条件
(目 標①)ヒューマンエラーのメカニズムを、人間の基本特性とエラーを誘発しやすい環境との関係で説明できる

3回 目
医療・看護行為の事故防止
(日 標①)看護業務を行う際の環境の特徴を説明できる

4回 日
国の医療安全の取り組み
(目 標①)国 の医療安全対策の考え方を説明できる

5回 目

【演習】アイスル ーキング(自 己の現状と課題、指相撲)

1個 々人で、付隻紙1枚に一つの課題 2グループ内で共有 3発表者を決めて、他のグループの皆さんにグループで議論された内容を紹介
(目 標②)ヒューマンエラーの対策の重要性とTeam STEPPSに ついて説明できる

6回 目
【演習〕チームワークとは:チ ームの鎖ゲーム(ゲームと、ゲーム2、 ゲーム3)

(目 標②)チームメンバーを信頼し依頼するというチーム活動における非常に重要な要素の確認ができる

7回 目
【演習〕テーム構成:DVD(愚者家捩からのメッセージ)

(目 標②)最善の結果を生み出す医療チームとは何かについて説明できる

8回 目
【演習 !リ ーダーシッブ:メンタルモデル (PPT)、 DVD(ER)
(目 標②)リ ーダーシップを意識することで、組織の絶え間ない変化を生み出し、拡大・成長につなげることができる

9回 目
【演習I状況観察:ブロック伝言
(目 標②)個 人が認識した観察結果を周囲に発信し、チーム内で情報 (メンタルモデル)を共有することで、「観察が結果に結びつくにとを可能にする

10回 目

【演習〕オロ互支援 :人 は誰でも間違える(見えるものが見えない、見えないものが見える、よく似た医薬品、おを書こう)

DVD(ER)
(目 標②)“ 2チ ャレンジルール"や“Cじ R(カ ス)"と 呼ばれる手法を身につける

H回 目
【演習】コミュニケーション:DVD(ER)、 マンガ(病棟にて、ERにで)、 医療過誤事例(都立広尼病院)

(目 標②)コミュニケーションの日](略として、エスバー(SBAR)、 ハンドオフi引 ネLぎ、チェックバック;再確認、コールアウトi大声発信を行動にできる

12回 目
【演習】ヒューマンファクターとデザイン:カ ッターサイフ
(目 標C)安全で効率が良く‖夫適なシステムについて考える

13回 目
【演習】信じて歩く
(目 標②)患者の気持t)を知る

14回 目
【演習】人生の綱
(目 標②)志者を取り巻く環境を知る

15回 目
【演習】カモメになつたペンギンを読んで
(目 標②)患者安全に必よなことイこついて説明できる

準備学習
時間外学習

演習では、毎回ブリーフィング、でブリーフィングを実施します。
観察者、記録者、発表者を輸番制で選出してください。

評価方法

※1(30%):課題レポート
※2(70%)内 訳 :3名 1グループとなり、3Wd‖動画を作成 (動画に出演することで評 1lbの対象となる)(50%)

デブリーフィングのレポート(10%)
課題レポート患者の安全を担保するために必要なことJ(10%)

※60点 に満たない場合は、筆記試験による再試験を実施する

受講生への

メンセ~ジ 患者の安全を醸成するために私た■)は 何をしな1)れ ばならないのか、明確な答えを出せるようにしてください。

〔使用教刊書・教IJ・ 参考書〕

※1<数イ‖書>
系統青護学講座 男呵巻 医療安全 (医学苦院→ヽ
かもめになつたフくレギンくイデイヤモント社 ,,

>(2て 数|イ >
i柱 薔師(l生十ドi



2023年度 授業概要

学 利 :       看護科

科目名
(英 )

専門T哉連携学習
必修

選択
必修 年 次 3

担当教員 柴田 幸治

実務経験 ○

授業

形態
演習

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後 期

コース 曜 日・時限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記求党する)

各職種の専門性を高め、これからの地域社会を支える多職種協働を実現させるために、いくつかの専門職間で学習に取り組むことで「理解・共有」「展開。応用」「連携・

協働」を目指す学習に取り組む。

柴田 幸治…看護師として10年以上の実績がある

〔到達目標】

他職種の役割・機能の理解を深め、多職種連携について考えるとともに看護師の役割を追究する

<具体的目標>
目標①各専門職の役割。責務について理解する
目標②l次救命の技術を修得する
日標③専門職間で対象者の目標を共有する

授業計画・内容

1回 目
多職種連携の意義と学習目的
(目 標①)看護職の専門性と役割を明確にする

2回 目 【演習】
救急救命の技術を取得する
(目 標①)CPR、 トリアージについて学ぶ(緊急時の応援要請)3回 目

4回 目 【演習】
理学療法士の視点から患者を捉え、看護実践に活かす
(目 的②)事例を通して、理学療法との役割・機能の理解を深め、多職種連携について考えるとともに看護師の役割を追求する5回 目

6回 目 【演習I

歯科衛生士の視点から患者を提え、看護実践に活かす
(目 的②)事例を通して、理学療法士の役割・機能の理解を深め、多職種連携について考えるとともに看護師の役割を追求する7回 目

8回 目 まとめ (ポスターセッション)

準備学習
時間外字習

事例は予め看護計画を立案しておきましょう

評価方法
成果発表 :(50%)
課題レポート:「 専門職連携教育で学んだことを今後にどう活かすか」(50%)

受講生への

メッセージ
こオtまでの実習で学んだことをさらに深化してください

【使用教利書・数材・参考書,

<教イ‖書>
なし

く諦義資オ1>
ペーハーペィシェントその他計師準備

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰科



2023年度 授業概要

学 科 看誰科

科目名
(英 )

看護の統合演習 I

Final Practical

必修

選 択
必

'多

年 次
担 当 教 員 奨 田 幸 治

実務経験 ○

授 業

形 態

講義
演習

個人ワーク

総時間
(単位)

30

1

開講区分 後翔

コース 曜 日・時限

【授業の■習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

既習の知識・技術を統合し対象の状態に応じた看護を実践する能力を養うことをめざす。具体的には、学んだ知識を統合して看護診断を活用し、看護計画の立案がで
きること、注射技術・救急処置技術に関する知識を想起するとともに実践可能となること、看護実践能力における自己の課題を明確にできることをめざす。

巣田 幸治 看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

既習の知識 ,技術を統合し判象の状態に応した看護が実践できる

<具体的目標 >
目標①看護診断の芝、要性が説明できる
目標②看護診断に必要な理論 '知識が説明できる
目標③看護診断過程が実践できる
目標①看護事例を基にした看誰過程の展開が出来る
目標⑤看護事例の展開に必要な事例検討を行うことが出来る
目標⑥看護実践能力における自己の課題を明確にできる

授業計画・内容

1回 目
(目 標①)看護診断の特徴が説明できる
(目 標①)照ANDA Iの 構造が説明できる

2回 目
(目 標②)看諺診断選択時の基準・4(自 の介入とアウトカムについて説明できる
(目 標②)データ収集の基礎知識と枠組みが説明できる

3回 日 (目 標③)看護診断過程について,兒明できる

4回 目 (目 標①)診断指標、関連囚子、危険因子の抽出ができる

5回 目 (目 標O)アウトカム設定と看護計画の概要を,党 明できる

6国 目 (目 標O)アウトカム設定と看誰計画の立案ができる

7国 目

【演習】
シミュレーション■習
(目 擦①⑤)意年期に汐)る 対象の看護が実践できる(脳血管障害、大llP(骨 頚部骨折、終末期)

8回 目

9回 目

10回 目

【演習】シミュレーション■習
(目 標ll10)成 人期にある対象の看護が実磯できる(人工呼lノ文器、心筋梗塞、胃がん)

11回 目

12回 目

13回 目 【演習】
シミュレーション■習
(目 標①①)小児期に汐)る 対象に必要な看 l争 過程の展開ができる(「占息、感染症、)14回 目

15回 目 (目 標⑥)看護実μ髭能力1こ おける自己の言果題を明確にできる

準備■習
時間外■習

※1:【

|:(23`I

舌護診十千】看諺診断ハンドブックの序説(Pl～ 23)を読んで予習してください.

:国 家試験に向けて、事例を通してアセスメントし、これまでの実習および模提試験を振り返りながら■習してください

評価方法 隼記試験 (100(ゐ )

受講生への

メッlF― デ
卒 後の 実 践 に必黎 な知識 とす支1〒 です

【使用数千1苦・数|イ 参考書】

て数 rギ ||´

舌註 命 ‖サ「ハ ンドブ ック

教 員正〔奇i資 十1

Iザ レゲ トカノしくニート 1医午書院■

偏岡医健・スホーツ専門学1交 舌言にや|



2023年度 授業概要

学 利 看護科

利日名
(英 )

看護の統合演習Ⅱ
必修
選択

必 修 年次 3
担当教員 柴田 幸治

実務経験 ○

授業

形 態
演習

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜 日'日寺限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

実習での学びを既習知識と統合し国家試験問題と関連付けて学習をすすめ、看護師に之、要とされる知識・技術・倫理観の修得を目指す

柴田 幸治 看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

実習における学びを既習知識と統合し看護師に必要とされる知識・技術の向上ができる

<具体的目標>
目標①看護の社会的側面および倫理的側面について説明できる
日標②看護の対象および看護活動の場と看護の機能について説明できる
目標③人体の構造と機能および健康障害と回復について説明できる
目標④看護技術に関する基本的知識・技術について説明できる

授業計画・内容

1回 目
(目 標①)健康の定義について説明できる
(目 標①)健康に影響する要因について説明できる

2回 日
(目 標①)看護で活用する社会保障について説明できる
(目 標①)看護における倫理について説明できる

3回 目
(目 標①)

(目 標②)

看護に関わる基本的法律について説明できる
人間の特性について説明できる

4回 目
(目 標②)人間のライフサイクル各期の特徴と生活について説明できる
(目 標②)看護の対象としての患者と家族について説明できる

5回 目
(目 標②)看護活動の場と看護の機能について説明できる
(目 標③)人体の構造と機能について説明できる

6回 目
(目 標③)主な疾患と徴候について説明できる
(目 標③)薬物の作用とその管理について説明できる

7回 目
(目 標④)看護における基本技術について説明できる
(目 標④)日 常生活援助技術について説明できる

8回 目
(目 標④)患者の安全・安楽を守る看誰技術について説明できる
(日 標④)診療に伴う看護技術について説明できる

準備学習
時間外学習

実習での学習をもう一度テキストや参考書と照らして知識を統合さビることができるよう1こしましょう

評価方法

※10%:内 訳
※90%:内訳

出席・授業態度(20%)、 提出物(80%)
滋慶統一まとめ試験滋慶統一表とめ試験

① 31必修36点 一般・状況設定144点以上又は、総合点180点以上で認定
② 32必修16点 一般・状況設定144点以上又は、総合点180点以上で認定
③ 33必修36点 一般,状況設定144点以上又は、総合点180点以上で認定

受講生への

メッセージ
国試前の大切な刊 日です。真次1に 1皮 り組みまし́主う。

【使用教利書・教材・参考書】

く参考書〉
オープンセサミ 1～5煮京アカデミー
レビューブック    メディックメディア
これで完壁 !看誰国試必じ完全攻略集 啓明出版

福岡医健・スポーツ専門学校 看護利



2023年度 授業概要

学 科 看護科

利目名
(英 )

看護学概論

Introducti()n to Nursing

必修
選択

必修 年 次 3
担当教員 明石 征二

実務経験 ○

授業

形 態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 後期

コース 曜 日・時限 月 ,4

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

看護の本質を学び、看護の概念を理解することで、自己の看護観を育み深めることができる
看護専門職者としての素養を身に着けることができる

明石征二…看護師として20年以上の実績がある

【到達目標】

1看護の定義と本質について学び、看護の概恋を理解する
2保健・医療・福祉チームの中の看護の役割及び看護活動の概要を理解できる
3看護の対象となる人を理角写し、看護専門職者としての看護の在り方、責任について考えることができる

<具体的目標>
目標①フロレンス・ナイチンゲールの看護覚書について説明できる
日標②保助看法について説明できる
目標③自己の看護観を述べることができる

授業計画・内容

1回 目

看 trの始まり
(目 標①)看護はいつ、なぜ、どのように誕生したのか ?(ナ イチンゲールの生涯から、看護がどのよう1こ生まれ、発展していつたのか、ナイチングール前
後の歴史と関連させて変遷をまとめる

2回 目

看護教育制度
(目 標①)ナイチングールはなぜ、職業として看護師を養成したのか(専門職として看護教育制度がどのように生まれたのか、社会状況の変化から現在の

教育制度に至った理由がわかる)

3回 目
看護の定義と目的
(目 標①)看護とイま何か ?看護は何を目指すのか?(看護の定義、目的、健康の概念を明らかにできる)

1回 目

業務独占・名称独占
(目 標②)看護師だけでなくてはならないことは ?看誰師であって )ヽしてはならないことは?(保健師助産師舌護師法から、看護師の業務独占、名称独占
の内容と、医療行為の区分ができる)

5回 目

看口受の対象と看護技術
(目 標③)看護の対象は人間であるということは何を意味しているのか ?(人間の概念をもとに、看護技術がアートであることの意味、看護師の役割、責務
を明確にし、「看護であるもの、ない )ヽの」を明らかにできる)

6回 目

看護の質
(日 標③)看護の質とは何か、何が看護の質を高めるのか ?どのよう1こ 自分の看護を高めるのか ?(看護を導く思考プロセスと看護実践の根拠、EBN、 クリ
ティカルシンキング、リフレクションの必要性を理角子〕

~る
)

7回 目
看護援助の要素
(目 標③)何が看護に影響を与えるのか ?(看護援助に影響を与える要素を明らかにできる)

8回 目

看護の視点
(目 標③)どのような視点を、どのように活用すれば看護実践の質を高められるのか ?(パフォーマンス評価を通して、看護実践に活用できる看護の視点
を明確にできる)

9回 目

【演習】
パフォーマンス課題 l

看護とは ?

A3用紙にまとめる

発表 (1人 3分 )

10回 目

H回 日

12国 日

13回 日

14回 目

15回 目

【演習ンミフォーマンス課題 1

相互評価
(ルーブリックの基準を参考にして自己評価・他者評価する)

準備学習
時間外学習

パフォーマンス課題 1:発 表日に欠席した場合、相互評価に参加できないため、評価の井1象となりません
パフォーマンス課題2:指 定日の9:00までに作品の提出がない場合、評価の対象となりませスノ(汐

'な
たが考える看誰について所定のレポート用紙2校 )

再試験は竿記試験のみとなります

評価方法

ハフォーマンス言果題1(60%)
パフォーマンス課題2(20%)
授業態度 (出席・課題レポート)(20,も )

受講生への

メッセージ
自己の看護観を明碓にしましょう

【tt用 数お1苦・数イツ・参考菩】

て芋tf引 書■
ナーシング・ノ′′ラフィカ基礎看誰■① 看誰■概論 :志 白 fJ(廉 子 (メデ r力 出版テ
フロレンス・サイチンゲール 看誰覚書―看誰であること看誰でないこと改訳布7版 (フ ロレンス・サイナシゲール :湯 t‐ 主す、他 訳)(現代社ヽ`



2023年度 授業概要

学 科 看護科

担当教員 柴田 幸治 他必修

選択
必 修 年 次 3

実務経験 O
科目名
(英 )

看護研究

ド、ursing Research 開講区分 前期

5月 の3連 日集中コース

授 業

形 態
演習

総時間
(単位 )

３０

　

‐ 曜日'日寺限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

看護基礎課程の最終段階として、学生ひとりひとりがこれまでの学習成果を再確認し、それらの成果を統合させる力を養い、研究過程やその成果を理解して、自分の

力として実践に活かせることが必要である。本授業では看護研究の基本的知識を基に、看護を多角的視点から深く考察し論述することをめざす。

柴田幸治…・看護師として10年以上の実績がある

<具体的目標>
目標①リサーチクエスチョンを明確にすることができる
日標②研究計画書の作成ができる
目標③研究計画に則つて研究を進めることができる
目標④実施したことを論文として記述することができる
目標⑤研究論文を発表することができる
目標⑥看護を多角的視点からクリティカルに考察できる

授業計画‐内容

1回 目 (目 標①)リ サーチクエスチョンを記述できる

【到達目標】

研究のプロセスを経て、研究論文を作成し発表することができる

2回 目 (目 標① )リ サーチクエスチョンに関わる文献検索ができる

3回 目 (目 標①)ツ サーチクエスチョンを文献を用いて記述できる

4回 目 (目 標②)研究計画書を作成できる

5回 目
(目 標③)研究計画に則つて研究を進めることができる
(目 標①)実施したことを研究論文として記述できる

6回 目
(目 標③)研究計画に則って研究を進めることができる
(目 標④)実施したことを研究論文として記述できる

7回 目
(目 標③)研究計画に則って研究を進めることができる
(目 標④)実施したことを研究論文として記述できる

8回 目
(目 標③)研究計画に則つて研究を進めることができる
(目 標④)実施したことを研究論文として記述できる

9回 目
(目 標⑤)他者にわかりやすいようにブレゼンテーションができる
(目 標⑥)他者の発表をクリティカルに考察し質問・講評ができる

10回 目
(目 標⑤)イ也者にわかりやすいよう1こ プレゼンテーションができる
(目 標⑥)他者の発表をクリティカルに考察し質問・講評ができる

H回 目
(目 標⑤)他者にわかりやすいよう1こ プレゼンテーションができる
(目 標⑥)他者の発表をクリティカルに考察し質問・講評ができる

12回 目
(目 標⑤)他者にわかりやすいよう1こ プレゼンテーションができる
(目 標⑥)他者の発表をクリティカルに考察し質問・講言平ができる

13回 目
(目 標⑤)他者にわかりやすいよう1こ プレゼンテーションができる
(目 標⑥)他者の発表をクリティカルに考察し質問・誌評ができる

14回 目
(目 標⑥)他者にわかりやすいよう1こ プレ‐ビンテーションができる
(目 標⑥)他者の発表をクリティカルに考察し質問・講評ができる

15回 目
(目 標⑤)他者にわかりやすいよう1こ ブレゼンテーションができる
(目 標⑥)他者の発表をクリティカルに考察し質問・i背 評ができる

準備学習
時間外学習

研究計画に則つて各自が進捗すること。規定された回チ′文以_と の指導を担当教員より受けたうえで発表する。研究計画書1回以上、論文完成まで3国以
上、抄録完ヵkまで3回 以上、発表に関する指導1回 以上の指導を受けてフぇ`表した学生のみ評価の対象とするので積極的に取り組むこと。

評価方法
研究過程 (50ツ】):取り組み、態度、発表
研究内容(50%):論文

受話生への

メン
‐ピ~~ジ .

看護研究には、看護のエビデンスを明らかにするいわゆる研究と、病 1丁kυ )問題を解決する調査報告や実践幸R告などがあります。卒業研究としての舌誰

研究は、今年度は事例検討 (ケーススタデ ィ)、 質的研究、量的研究すべてのデザインを可とします。

看 t'学 生として実習や学習の集大成で

'1,積
極的に楽しく取り組みましr)。

数材・参考菩使用

資料



2028年度 授業概要

学 利 看護牟|

利 日名
(英 )

臨床検査

Laboratolヽ y Test

必修

選 択
必修 年 次 2

担当教員 福永雅人他 7名

実務経験 ○

授業

形 態
講義

総時間
(単位 ) 2

30 開講区分 前期

金 34コース 曜 日・時限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

現代の医療において、治療や処置の効果が利学的に証明され、根拠に基づいて実践されるようになった。
カンファレンスにおいて、医療職が互いの専門知識を基に共通言語を使って忠者の病態や治療方針、治療効果、ケアプラン策定などについて討議しなければスムーズ

に進まない。
その共通言語のひとつが臨床検査である。
病気を確実に診断したり、治療方針を決定するためには、臨床検査を欠かすことはできない。
看護専門職者として、臨床検査の意義や目的を理解し、検査データを解釈する基礎的知識を修得する。
福永雅人他7名 :企員臨床検査技師として臨床現場において5年以上20年未満活と

'Jを

行っている。

【到達目1票 】

検査データについて理解し、看護ケアの実践に役立てることができる。

<具体的目標>
目標①医療施設で行う検査の介助や患者の指導について理解が深まる
目標②各領域の検査方法や校査機器などについて理解し、データと疾患をつなげることができる

授業計画,内容

1回 目
臨床検査とその役割・臨床検査の流れ
(目 的①)人間の体の異常な変化を適切にとらえ、臨床検査の流れ、準備、患者への説明と注意、検体の採取法、保存・移送法について理解する

2回 目
看烹隻由師σ)イ費害1

(目 的①)感染防止対策、看護師が実施・指導する検査、生体検査とその介助、結果の取り扱いについて実施できる(演習)

3回 目
病理学的検査
(目 的②)4田胞診・病理組織・剖検について学ぶ

4回 目
病理学的検査
(目 的②)4田胞診・病理組織・剖検について学ボ

5回 目
一般倹査
(目 的②)尿・便・休腔内貯留・脳脊髄液・間接液・消化液について理解する

6回 目
血液学的検査
(目 的②)血ィた。血球・出血疑国。溶結性貧血・骨髄検査について理解する

7回 目
イヒ学校査
(目 的②)血清ノ蛋白質・血清畔素・糖代謝・月旨質代謝検査について理解する

8回 日
化年倹査
(目 的②)胆汁・窒素化合物・骨代謝・腎機能検査電解質・血液ガス・鉄代謝・銅代謝・ビタミン・薬物濃度検査について理解する

9回 目
内分泌学的検査
(目 的②)下垂体前葉。下垂休後葉・甲状腺・副甲状腺ホルモンの検査について理解する

10回 日
内分泌学的検査
(目 的②)副腎皮質・副腎髄質…陛腺・膵臓・消化管。その他のホルモンの検査について理解する

H回 目
免疫 '血清学的検査
(目 的②)炎症・抗 l本検査。アレルギー・妊娠・腫瘍マーカ・輸血に関する校査について理解する

12回 目
病理学的検査
(目 的②)細胞診・病理組織・剖1資 について学ぶ

13回 日
生体松査
(目 的②)生理機能検査について学ぶ

14回 目
生体検査
(目 的②)生理機能検査について学ぶ

15回 日
生体検査
(目 的の)山 ilrく校査について学ぶ

準備学習
時間外学習

専門用語が多いので、事前にわからない言葉を,lw司
べておくと授業中の理解が進みます。わからないことはそのままにせず、その都度質問するよう1ここころ

がけましょう。

言r価方法 年記試験 (100%)

受話生への
メンセ~ジ 病気をJl!解 するうえで臨床検査の知識は之、要です。検査データと人間の身体の異常がどのよ〕こ関連しているのか一緒に学びましょう。

【使用教千1■・数|オ・参考書】

<数 1́書 >
系統舌護宇i汁 庄 男町巻 臨床険査 《I玉 辛早キ院》

柄阿医健・スポーツ専門学校 看誰科



2023年度 授業概要

学 科 看詳浴|

利 目名
(英 )

看護関係法規
必修

選 択
必修 年 次 2

担当教員 平部 康子

実務経験 ×

授 業

形態
講義

総時間
(単位 )

15 開講区分 前期

コース ＼狂edical Laws and Regulations 曜 日・口寺限 金・1

I授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

法の基礎知識並びに保健・医療関係法規を学び、看護専門職者としての法的役割と責任を明確にできる

〔到達目標】

l看護に関する法律について理解する
2看護師としての責任を認識できる

<具 l本 的目標>
目標①保健医療福祉と法のかかわり方について説明できる
目標②保助看法および医療チームを構成する各職種の法律について説明できる

授業計画:内容

1回 目
舅リエンテーション 基本となる法規
(目 標①)チ ーム医療にかかわる医療スタンフの法的な枠組みについて概観する

2回 目
看護師/医師/その他の職種に関する法規
(目 標①)医療法の中の、医療提供の理念と医療安全に関する規定について学ぶ

3回 目
薬物に関する法規 感染症予防に関する法規
(目 標①)薬物の使用についての基本的概念と、感染先勝予防についての基本的概念およびその理由を学ぶ

4回 目
母子保侯L福祉//Jヽ 児保健福祉に関する法規
(目 標①)母子および小児に関する法律について説明できる

5回 目
高齢者・障害者・その他保健福祉に関する法規
(目 標①)看護が医療だけでなく人々のあらゆる生活場面で必要とされていることを想像力を羽ばたかせながら学ぶ

6回 目
福社・保険に関する法規
(目 標②)福祉・l呆険に関する法律について説明できる

7回 日
労働術生/環境・食品・公害。その他に関する法規
(目 標②)地域や空間に関する法律について説明できる

8回 目
まとめ
(目 標②)関係法規に関する看護師としての役割について学ぶ

準備学習
時間外学習

医療法、保助看法について予習して討義を受けてください

評佃i方法 竿記試験 (80%)′トレポート(20%)

受言怖生への

メッセージ
倫理学や総合医療論を想起させながら学んでください

【随川教牟1書・教|イ・参考斗】

く数牟1書 >
系統看護学講座 看誰関係法令 健康支援と社会保障制度① 森山幹夫 ≪医学書院≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰科



2028年度 授業概要

学 利 看護科

科 目名
(英 )

社会福祉

Socialヽ /ヽeliare

必 修

選 択
必修 年次 2

担当教員 木塚 大成

実務 ×

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分 前期

F誕 日・時限 月 。
1コース

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのどうな授業を実施するのか、具体的に記載する)

社会福祉の理念、日標について理解し、法律や制度・施策の体系について学ぶ

【到達目標】

l社会福社の基礎を学ぶ
2医療と社会福社の連携、支援システムを学ぶ
3社会人として社会情勢に関心を持ち、看護の対象となる人の生活との関連について理解する

<具体的目標>
目標①社会福祉・社会保障の目的や機育ヒおよび歴史について説明できる
目標②社会福祉の実践方法、社会資源の活用方法について説明できる
目標③子ども、障がい者、高齢者などのライフサイクルに応じた諸制度、生活保護、地域福祉、社会保障制度について説明できる
目標④障害を持ちながら地域で生活するとはどういうことなのかを考察する

授業計画・内容

1回 目
現代社会と社会福祉・社会保障
(目 標①)社会福社のll尭 念について述べることができる

2回 目
社会福祉・社会保障とは何か、社会福祉、社会保障の歴史
(目 標①)社会保障や社会福祉の定義、その範囲や法体系、予算や規模などについて述べることができる

3回 目
社会福祉の担い手と役割
(目 標①)社会福社の幅広い領城を説明することができる

4回 目
社会福祉の実践方法
(目 標②)社会福祉実践の目的と1既 念について述べることができる

5回 目
社会資源の活用方法
(目 標②)社会資源の意味とその活用方法について述べることができる

6回 目
子ども・家庭と福祉、暉吾児・者と福祉
(目 標③)子 ど()の権利について述べることができる

7回 目
難肩対策、高齢者とネ邑祉
(目 標③)これまでに行われた難病対策の取り組みについて述べることができる

8回 目
公的扶助制度、生 ける生活保障
(目 標⑥)生活保護における生活保障のしくみと内容について述べることができる

9回 目
生活困窮者対策と生活保護制度の見直し
(目 標③)生活保護の種類・範囲'方法について述べることができる

10回 目
地域福祉の定義と理念、地域福祉計画
(目 標③)地域福祉の定義と理念について述べることができる

11回 目
社会福祉協議会、地域福祉推進の財源、保健・医療と福祉の連携
(目 標③)社会福祉協議会について説明できる

12回 目
年金制度、医療保険制度
(目 標②)年金制度の意義としくみについて説明できる

13回 目
介護保険制贋、尼用保険制度
(目 標③)介護保険制度のしぐみと主なサービス内容について述べることができる

14回 目
方災保険制度
(目 標③)労 災保険制度の概要と給 lヽ lに ついて説明できる

15回 目
生活と福祉

(目 標①)地域における福祉と保健 医療の連携 について述べることができる

準備学習
時間外学習

自分や家庭に起こる身近な出来事が社会福祉や社会保障とどのようにつながっているのかを、事例を通して思い描いてください

評価方法 筆記
~よ

験 (100%)

受話生への
メッセージ

忠者からは医療ケアだけを求められているのではなく、臨味にあって 】ヽ地域に生活する人としての視点を持つセンスが必要です

【使用教科書・教|´l・ 参考普】

く教科書>
ナーシンググラフィカ健埼〔支援と社会保障0社会ll社と社会保障 ij曽 FI雅 1場 、平野かよ子、島田美盲 てメディカ出版>

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰↑|



2023年度 授業概要

学 刊 : 看護FI

科目名
(英 )

看護行為に共通する技術Ⅲ
(看護理論 看護過程 )

Clinical Nuパ inH Skill、 Ш

!必

“

歩
選択

必 惨 年 次 2
担当教員 富岡 晋子

実務 経験

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講 区分 前期

曜日・Π寺限 月・水 1～ 4

I授 業の学習内容】 (※ 突務経験のある教貝、知見を有する教 ltが 、どのような授業を実 llしするのか、ケtll、 的に記枝する)

千謹行為に共通するす支術である希設4!論 、希誰研究、看註過程についてその意 T｀,と 内をヽをH!向Υし活用できるようになることをめざす。希謹瑠!諭では、希設の独 自性と

希i生の対象となる人のとらえ方を学び自己の石 ittll■ をll、系的に考え、冷護 ,「 究では、意義と研究方法を学び、看i生の とヽたとにllび 側けることの

“

要性を学ぶ
=さ らに看設

過程では、そのIVI成要素を知り、科学的思考プロセスとなる看誰過程の展開について学背する。

富岡晋子 看護の援共20年 以上の実キ☆がある

Ir‖ 逹 E‖票】

1看護行為に共通する技術である看誰}l!論、看誰研究、、看月1過 flに ついてその意義と内″ドを,光 り1で きる

2石護id程のll成要素を知り、子J学的思考のプロセスとなる冷護 lとJ種 !の瓶モ問についてH!埼ギてきる
3 FJ!論 化による若Fヒ 11〒命から看i生の独 自lJ:と 石iこの対 rぢ,と なる人のとらえ方を学び、白己の石淮概を+1ヽ系的に考えることができる

<具体的 H標 >
日標③研究と実践活動について説 I月 できる

日標②研究のオT類と特徴について説りIで きる

日標③η「究における倫コJ!と は何かし(Lり Iできる

日標①若設を展lllする技ηfを習得する

授業計画 内容

11口l日
希設を展開する技術
(日 裸④)科学的思考、間ス丁狗T決的思考を基に、希設の過 lJ!に おける思考の方法 (看 護 ,とど程)を学習する

21ごII:1

情幸Rの 1落 }■ とアセスメント

(日 標①)看護専門rttと して、懲者のニースをィメlた す質を保証するケアの提

'そ

の技afを習イ与する

諜煙 1:′ ―ヽパーペィンェントを川〕いて、ヘングーソンの,1項 日で看 i生過程を浮t‖ |す る

3口 日

情ヤRの整】!とアセスメント

(日 標①)看破 F子
F用 はとして、懲者のユーズを γlた す′:を 保訂にす′〕ケアの提供のlす(aイ を召↑:する

課題2:自 己のアセスメントした内容をグループワークにて検言寸する

4:』 fヨ

問題の明確化 :看 設診断と優先順位の決定

(日 標①)看誰 l凸 程におけるクリティカルシンキングを夏lttTす る

5回 日

〒́誰予1面

(日 標①)看破 llザ 門ll tと して、懲者のニーズを満たす鶴をIKttEす るクアの1せ ,(の 1文 術を習 f零弓
‐
る

ittt題 3:ベ ーパーペィンェントを用いて、ベンダーツンのHrri日 で看 f生 過程 (討 面)を 展 D門 する

6「 !IH

希破言|¬L

(日 襟①)看謹 lザ 円引t(と して、心者のニーズを満たすT〔を保証するケアの1と ,(の 技術を習得する

F共逝1:自 己の希護副画内容を発 とくする

7「I「 |

看破岳1両

(H探④)看証Ⅲ,μ〕凧として、愚者のニーズを満たす質を保i正するケアの,と供の1立術を習↑|する

偏】t題 5折破ド1両 の追加 修 jに することができる

8口 ‖
実施、評れ師
(日 操④)忠者の情イ1の管Tl!と 記鍬の方法を習得する

91こ |十ヨ

臨床に役立つ希誰メ‖諭
(日 標①)人間関係の看 i生 論 (ヒルデガードEベプロウ)7」 下生のセルフケア不足

"世

f命 (ド ロセアEオレム)適 lし、モデル (シ スター カリスタ ロイ)1こ ついて lと明で

きる

10回 日
臨床に役立つ看准,l論

(H ttlr)))日 的達成州!諭 (ア イモジシ キング、ユニタリ・ヒ
=と
―マン ビーイング、マーサEロ ジャース)について ,と り]できる

H区 1日
臨床に役立つ希設理論
(H,μ ⑤)危機理i命 危機介人(フィンク/コ ーン/アグイレラ/′、―ス)について,龍 りIできる

121こ 1に 1

【》t習 】グルーフワーク

様 々な理論家の4!論のl魂 要、興味を||ったJ‖ f命 家について内容をよとめ′,

発ュ
jく

前 日までに所〔lィ をぜ5Bで提出
131こ 1日

111に 11:I

151:il「 I

【演門・J合衣】
1題 10分で,き 衣

原稿を修F[しデーターを1 9an、 1ヽと出

準備学習
Fキ門外嘴上習

Iケ Fi性 研究】文よ|サミ兼、受+14t備 はilt,上 とする.1=文のil tt■ と要なので、li′ l、 されたittt題 はじノず1と ‖‖し|十 参すること
【看註]ll程 】J「例をもとに希証過程を旭モ冊|するので、すj〔 思の川!n平 、1,f ltの 1士

j牡、アセスメンドi llくり組んてください
【石it劇!論 】3ιF次の;千 i生り「究|こおいて ,11論を用いて万モ‖Iするυ)て

'■

論オこの出4りをとす 1‖ け「Xi売 んてください

下1:仰 h方 法

I石誰り「究】
I;喬 岳生il l'1】

【希iと F世論】

309イ)(1兵 k態
't、

|と ||1物 、出席 10′ )、 け「究下 ,町 ,120イ ))

30,h(出 席状》ど 10,4、 課llli 10y,、 i紫胆210,1)
10,3(Iさ衣することにたりil制iの イ〕をヽとする:|IIⅢ Fl'(了 )と 10,3、 た女 10,3成 塀t4勿 1姓 日12096)

メ(総 FI市 Ttthて 601iに ,】 たないよ場合、1「 i(巧ミは勾11花 滸(′ lミ とする

■i‖ 4:への
メッセージ

7,「 し
'1倫

、石,生 研究 石i生 ,世 l!とも7〒「佐行イサにゼl′ な
',(1と

的う1,itです 「占

““

的こ参加し、i‖ t他 をクリアにていきよしょう

I使用教刊 ドト教 材
フヽ

考 ユ|]

■救 f‖ ,|■

ナー ,シ グ グラフ ィカ ザ∫:礎 看 i生 学C Fi,生 0究  : )|〕 イ4Π lr(徹 li4t)(メ デ r力 ‖I‖ に■

ナーラ】′グ グラフ ィカ

'た

礎 行i佐 学C riiⅢ }‖ [論 !)|1寸 ‖IRI ttG“ i4i)、 松ナ亡 ミヨ r(li 4t)ょ ⅢⅢ上nt r(l,生)● kデ ィカII‖モ■

石itの Jた 本となろt,l,!|九′―シエ/― シクー ′,(|ホ 石 とヽに4:t出 牌tfヽ ♪

イ千iし μ‖.命 T千 ,生 J世 ,命 ,1のよ里勾イと

'fy生

、い,ど 用 (ピ生岳〕拍ケ3中k)ti打 )十 ヽイと
't(lli(It)t山

ィ→i〉

福岡医健・スポーツ専F弓 学校 看護科



2023年度 授業概要

学 利 看言隻季「

科日名
(英 )

生命活動を支えるI疲助技術
(治療・処置・与薬)

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 入江 あすか

実務経験 O

授業
形態

講義

演習

総時間
(単位)

30

1

開講区分 前期

コース 曜日・時限

【授業の学習内容〕 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

治療・診察に伴う援助技術としての治療 ,処置・与薬について基木的な看護技術を学び、実践することが出来るようになる事を目指す。
与薬技術は直接的な身体への影響が大きい技術であり、安全かつ正しい指示に基づく正確な投与方法を身につける。
各注射方法について、演習モデルを活用し正確な技η手の修得を目指す。

入江 あすか…看護師として10年 間以上の実績がある

【到達目標】

治療の意義。目的及び看護の役割を理解し、診断・治療を受ける人への援助技術を習得することが出来る

<具体的目標>
目標①生命活動を支える援助技術を理解し、実践することが出来る
目標②検査・治療・処置の意義・目的と診察時の看護の役割が理解できる

目標③薬物療法における看n登 師の役割を理解し、与薬法の特徴と援助方法、安全に実施するための注意事項が理解できる

目標①各注射法の準備・実施・後始末が正しく実施することが出来る

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)呼吸のメカニズムについて説明することが出来る

2回 目 (目 標①)呼吸を楽にする援助方法(酸素吸入。ネブライザー・吸引(日 腔・鼻腔・気管・気し刀)・ 体位ドレナージ)を実践することが出来る(演習)

3回 目 (目 標①)呼吸を楽にする援助方法(酸素吸入・ネブライザー・吸引(日 腔・鼻陸・気管・気切)・ 体位ドレナージ)を実践することが出来る(演習)

4[]目 (目 標②)検査・治療・処置の目的について説明することが出来る

5回 目 (目 標②)検査・治療・処置の看護師の役割を実践 (月要椎穿刺・内視鏡・スパイロメーター・採血)することが出来る(演習)

6回 目 (目 標②)検査・治療・処置の看護師の役割を実践(腰椎穿刺・内視鏡・スパイロメーター・採血)することが出来る(演習)

7国 目 (目 標③)薬物療法の目的・方法を説明することが出来る

8回 目 (目 標③)様 々な薬物管理 (毒薬・劇薬・麻薬・血液製剤・抗がん剤・輸血)について実践する事が出来る(演習)

9回 目 (目 標③)安全な与薬方法 (経 日薬(内服・舌下)。 経皮・タト用薬・座薬)を実践することが出来る(演習)

10回 目 (目 標①)各注射方法について説明することが出来る

H回 目 (目 標①)皮 下注射・筋肉注射を実施することが出来る(演習)

12回 目 (目 標④)皮 下注射・筋内注射を実施することが出来る(演習)

13回 目 (目 標①)静月、注射・輸液療法を実施することが出来る(演習)

14回 目 (目 標①)静脈注射・輸液療法を実施することが出来る(演習)

15回 目 (目 標④)医療機器(輸液ポンプ・心電図モニター、酸素ボンベ等)の操作・管理が出来る(演習)

準備学習
時間外学習

(準備学習)

患者に侵装的な影響を与える看護技術となります。教利書の該当ページを予め確認し、授業に臨む事。演習を行うため、解剖生理学の復習を行つてい
てください。

(時間外学習)

講義の後に演習を行うので、必ず講義の内容の振り返りを行い、演習に臨むこと。特に注射法に関しては実技試験モ)あるため、演習後ミ)各 自で注射法の
練習を行つておくことε

評価方法

態度 '矢n識・技術を総合的に評価する(,

態度 (10%):授 業態度や演習へ′)取 り組み
知識 (90)ツ ):筆記試験(但し、技打〒試験に合格していな1)れば、評価の対象とならない)

受講生への

メッセージ
治療・処置・与薬は看誰師として働く上で欠力半lJな い技1〒 の一つになります。
知識 |サ でなく技術ミ)習 得できるよう十二日的をもつて討義 演習に臨んでください。

【使用教乍1書・教Iか 参考書】

.=教利書■

ナーシンクiグラフィカ基T茫 看 l・

・
技lF]](15■ 16= 18革 19章 )

看護技術ブラクティス第3版 :竹尾志〒 ri学研ノラスト
志自「主康子 (編集)<メディカ出版 >



2028年度 授業概要

学 利 看護利

利 日名
(英 )

在宅看護方法論 I

Coinmunity卜 、ursing Methodology I

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 光本 いづみ

O実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開討区分 前期

コース 曜 日・口寺限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

地域・在宅看護の対象者の支援の基盤となる訪問看護制度を学び、在宅ケアにおけるケアマネジメントや地域包括ケアシステムの基本、関係機関・砒種との連携の必
要性、社会資源を学ぶ。

光本いうみ 看護師として20年以上の経験を有する

【到達目標】

在宅看護に携わる職種とその役割、他職種との連携および社会資源の活用について学んだことを表現するとともに、対象者個人の尊厳、個人情報の保障の重要性に
ついて考えを述べることができる

<具体的目標>

目標①在宅ケアを支える制度や社会資源を説明できる
目標②在宅ケアにおけるクアマネジメントや関係機関,関係職種間の連携を理解できる
目標⑥現在の訪問看誰制度の基本を理解できる
目1栞④対象者とその家族に向けた訪問看護過程ならびにケアマネジメントを展開できる

授業計画。内容

1回 目
(目 標①)地域アセスメントの考え方について説明できる
(日 標②)地域包括ケアシステムと多職イ下連携について説明できる

2回 目
(目 標②)

(目 標②)

療養の場の移行に伴う看護について説明できる
地域包括ケアシステムと多職種連携について説明できる

3回 目 (目 標②)在宅看護におけるケースマネジメント/ケアマネジメントについて説明できる

4回 目
(目 標)②)社会資源の活用について説明できる
(医療保険制度、後期高齢者医療制度、介護保険制度、生活保護制度)

5回 目 (目 慄②障がい者に関連する法律について説明できる

61コ ロ
(目 標2)在宅療養者の権利を排護する制度と社会資源について説明できる
(目 標②)高齢者施策について説明できる

7回 日
(日 標①)訪問看護制度について説明できる
(目 標①)事例をもとに在宅復帰に向けた支援について看護過程の展開ができる(演習:看護過程の展開)

8回 日
(目 標③)訪問看護における医療保険と介護保険の調整が演習にて実施できる(演習)

(目 標①)ケアマネジメント(サービスの調整)が演習にて実施できる(演習)

ilと備学習
時間外学習

予習をして難解な言葉は事前に調べておいてください。

評価方法
筆記試験 (70γ〕)
実技 (演習成果物)・ レポート(30%)

受話生への
メンセ~ジ

在宅で1に l舌 しながら庶養する刈象者は年々増加しており、訪問看護をはじめとする在宅看誰の知識やマナーなどt主とて帯)大 L刀なことです、′
重要性をしつか岬 識して授業に臨んでください。

【使月1教 rl書・数|´ l・ 参考書】

<数牟1苦 >
ナーシング・グラフィカ迪:宅看護論① 地域療養を支えるケア :茎 有性(編集)、 石世|千絵(編 4ミ )、 山下 留理子(編 ll)てメディカ出版

｀ヽ

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2023年度 授業概要

学 浴| 看護科

科 目名
(英 )

在宅看護方法論 Ⅱ

Coinmunity Nursin=Methodology Ⅱ

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 光本 いづみ

実務経験 ○

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜 日'日寺限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

在宅ケアを支える訪問看護ステーションの概要、訪問看護サービスの展開について学ぶ。さらに、訪問看護師が実践する在宅における生活ケア・医療的ケアのアセス
メントや援助技術の方法を傍観する。さらに訪問看護看護師に必要な訪問時のマナーを学び実践する。

光本いづみ…看護師として20年以上の経験を有する

【到達目標】

在宅医療技術の基礎的知識について説明できるとともに在宅療養者の日常生活援助について理解しその一部を実践できる

<具体的目標>
(目 標①)訪問看護ステーションの設置、運営、従事者、対象者、サービス、利用までの流れを説明できる
(目 標②)訪問看護における看護過程の特徴、家庭訪問および初回訪問のプロセスを理解できる
(目 標③)対象特性に応じたアセスメントができる
(目 標④)在宅における療養者とその家族の生活上の課題を検討できる
(目 標⑤)在宅における安全と健康危機管理について説明できる
(目 標⑥)在宅療養生活を支える基本的な技術について理解し一部を実l畢上できる

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)訪問看護ステーションDΠ設基準、従事者、対象者、サービス内容、開始の流れ、利用料が説明できる

2回 目 (目 標②)訪問看何輩サ~ビスの展開について説明できる

3回 目
(目 1票③)在宅看護における安全と健康危機管理について説明できる
(目 標⑤)事例をもとに在宅療養者の災害対策について説明できる(演習 :事例展開)

4回 目 (目 標③)生活ケアと医療ケアのためのアセスメントと援助について説明できる

5回 目 (目 標③)生活ケアと医療ケアのためのアセスメントと援助について説明できる

6回 目 (目 標③④)在宅療養における看護過程の展開技術について説明できる

7回 目 (目 標②⑥)家庭訪問・初回訪間の手順・倫理・心構えを理解し一部を実践できる(演習 :初回訪問)

8回 目 (目 標②⑥)家庭訪問・初回訪問の手順・倫理 ,心構えを理解し一部を実践できる(演習 :初回訪問)

9回 目 (目 標③④)在宅療養における看護過程の展開技術についてその一部を実践できる(演習:情報収集)

10回 目 (目 標③④)在宅療養における看誰過程の展開技術についてその一部を実践できる(演習 :ヘルスアセスメントと家族のアセスメント)

11回 目 (目 標③④)在宅療養における看護過程の展開技術についてその一部を実践できる(演習:ゴール設定と計画立案)

12回 目 (目 標③⑥)コ ミュニケーシコン、アセスメント、環境i々 備について説明できる

13回 目 (目 標③⑥)コ ミュニケーション、アセスメント、環境整備について理解しその一部を実践できる(演習:住環境のアセスメント)

14回 日
(目 標③)生活リハビリテーションについて説明できる
(目 標⑥感染予防について説明できる

15回 目 (目 標⑥)在宅におけるターミナルケアの基本について説明できる

準備学習
時間外学習

予習をして難解な言葉は事前に調べておいてください。

評価方法
筆記試験 (70%)
実技・レポート(30γ))

受講生への

メッセージ
在宅でri活しながら療養する対象者は年々増加と′ており、訪FR舌護をはじめとする在宅看護の知識やマナーなどはとても大し

'〕

なことです。
重要性をしつか卿 識して授業に臨んでください。

【使用教利書・教材・参考書】

<教→1書 >
ナーシング・グラフィカ在宅看護論O在宅療養を支える1文 術 :茎 有杜(編集)、 石田 千絵(編 Fl)、 山下 留理子(編集)≪ メデ ィカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰科



2023年度 授業概要

学 科 看護科

利 目名
(英 )

在宅看護方法論Ⅲ

Community Nursing Methodology Ⅲ

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 光本 いづみ

実務経験 ○

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜 日'日寺限 水34

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

在宅におけるさまざまな事例をもとに療養者と家族、その取り巻く環境と状況に応じた在宅看護の実際を学び、既存の看護の知識を応用し、在宅看n篭 の実践に結びつ
ける。

光本 いづみ…看護師として11年 間の実績がある

I到達目標】

事例を通して個々の対象の特徴、在宅ケア支援のための保健・医療・福社のネットワークの活用方法、看護の継統性について学習し、対象のニーズを正しくアセスメン
トし、実行可能な計画の立案と適 L刀な援助方法を選択できる

<具体的日標>
目標①訪問看護制度と事例を関連付けて看護を展開することができる
目標②訪問看護で行われる生活援助および医療処置について理解できる
日標⑥介護負担やレスパイトケアについて説明できる
目標④被虐待が疑われる療養者のケアについて説明できる

授業計画・内容

1回 目 (目 標①②)在宅での自己管理を受けている独居の構尿病療養者の看護を展開できる(演習:看護過程展開)

2回 目 (目 標①②③)在宅で老々介護を開始する恒例の療養者の看護を展開できる(演習:看護過程展開)

3回 目 (目 標④)被虐待が疑われる認知症高齢者の看護を展開できる(演習 :看誰過程展開)

4回 目 (目 標①②)在宅での生活を希望する脳梗塞後遺症のある高齢者の看護を展開できる(演習:看護過程展開)

5回 目 (目 標①②)最翔まで自宅で過ごしたいターミナル期のがん療養者の看護を展開できる(演習 :看護過程展開)

6回 目 (日 標①②)在宅での生活に不安を抱きつつ退院するALS療養者の看誰を展開できる(演習:看護過程展開)

7回 目 (目 標①②)事故により中途障害となった成人男性の看護過程を展開できる(演習:看護過程展開)

8回 目 (目 採①②)在宅での生活を希望する精神障がい者の看護過程を展開できる(演習:看護過程展開)

9回 目 (目 慄①②)地域で生活する重症′い身障碍児の看護過程を展開できる(演習 :看護過程展開)

10回 目 (目 標①②)誤囃性肺炎を生じた調高齢者の看護過程を展開できる(演習:看護過程展開)

H回 目 (目 探①②)回復期にある高次脳機能障害療養者の看護過程を展開できる(演習:看護過程展開)

12回 目 (目 標①②)独居で終末期を迎える療養者の看護過程を展開できる(演習 :看護過程展開)

13回 日 (目 標①②③④)マルトリートメントが疑われる医療的ケア児の看護過程が展開できる(演習:看謹過程展開)

14回 目 (目 標①②⑥④)初回訪問における晴報をもとに看護過程を展開し共有することができる(演習:発表)

15回 目 (目 標①②⑥④)初回訪問における陪報をもとに看護過程を展開し共有することができる(演習:発表)

準備学習
時間外学習

予習をして難解な言葉は事前に調べておいてください。

評価方法
筆記試験 (80γ〕)
授業参加態度と状況(20%)

受 話
オ七べ (′ )

メッセ ー ジ

在宅で生活しながら療養する対象者は年々増加しており、訪問看誰をはじめとする在宅看誰の知識やマナーメ
r｀ どはとてモ)大 ワ」なことです。

重要性をしっかり認識して授業に臨んでください。

【使用教⌒1書 数|イ・参考書〕

<イtri書 >
す―シング・グラフィカ在宅看謹論② 在宅療養を支える技ηf l■ 布1土 (編集)、 石田千絵(編集)、 山下 留Ⅲl r(編 【

「 )く メディカ出版》



2023年度 授業概要

学 科 看誰科

科 目名
(英 )

成人看護学概論

IntrOductiOn tO Ceneral Nursing

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 明石 征二

実務経験 ○

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜 日・日寺限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

ライフサイクルのなかで最も長い成人期にある人々を全人的・統合的存在として理解するために、成人の身体的、心理的、社会的な特徴および発達課題化みた特徴
について学ぶ。
また成人の健康を健康―不健康の連続体として捉え、多様な要因により発生する健康問題の特徴を生活環筑、生活習慣と関連づけて学習し、成人に対する看護の

基盤となる主要概念について説明することができるよう1こなる。

明石征二…看H争 師として20年以上の実績がある

【到達目標】

成人期にある対象を統合的に理解し、成人期の対象が健康を認識し、その人らしく生活するための看護について学ぶ

<具体的目標>
成人期にある対象を統合的に理解し、成人期の対象が健康を認識し、その人らしく生活するための看護について学ぶ。

目標①成人期ある人の身体的・心理的・社会的特徴、生活と健康問題について説明することが出来る。

日標②成人保健の動向を踏まえて、成人期にある人々の健康障害の特性とその要因について理解説明する言葉出来る。

目標③成人への看護アブローチの基本的なl「先念と理論について説明することが出来る。

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)ライフサイクルから見た成人の位置づけと特徴について説明することが出来る

2回 目 (目 標①)成人期の健康問題の特徴とリスクファクターについて説明することが出来る

3回 目 (目 標①)成人の健康と生活に応じた看護を説明することが出来る。

4回 目 (目 標②)学習理論と自己効力にFナ]して説明することが出来る

5回 目 (目 標②)危機理論とストレス・コーピングについて説明することが出来る

6回 目 (目 標③)障害の受容過程について説明することが出来る

7回 目 (目 標①)成人の健康問題を分析するための枠組みについて説明することが出来る

8回 目 (目 標①②③)症例に対するディベートを行い、成人期の身体的・精神的・社会的特徴について説明することが出来る

準備学習
時間外学習

(準備学習)

該当する教牟1書のページを予め確認し、授業に臨むこと。

(時間外学習)

各国の講義の内容を振り
'厘

リディベートの時に講義内容が活用できるよう1こしておくこと。

評価方法

態度・知識・技術を総合的に評価する
態度 (10%):授業態度や演習への取り組み
知識(70%):筆記試験
技術(20%):ディベートによる表現方法

受講生への
メンセ~ジ

人生の中で最t)長い期間に力,るんk人期ではllく な々課題、健厚障害があります。
身 ,卜的・精神的 ,社会的影響を考える事が出来るように学びを深めていってくださいぅ

【使用数FI苦・教|オ・参考書】

<数 f‖ 書ト

ナーシング・グラフィカ成人看護■(D成人舌誰■llT論 :安酸 史子 (編集)、 吉田澄恵 (編集)、 鈴木 乖L忠 (編集)く メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2023年度 授業概要

学 窄| 看謹科

科目名
(英 )

成人看護学方法論 I

(急性期 )

General Nursingヽ lethodology I

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員

※l柴 田 幸治 (10)

※2尾場瀬 将裕 (5)

※10※ 20実務経験

授業
形態

講義

演習

総時間
(単位 )

30

1

閉講区分 前期

コース 曜 日・Π寺限 金・2

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのようなキスー業を実施するのか、具体的に記載する)

手術前・手術中・手術後の息者を援助する方法、およびリスク予測に基づいた述語合併症を予防する方法を学び実践出来る能力を身につけていく。
また、手術による特徴的な機能障害を理解し、術後の健康回復を促進するための看護について学ぶ。さら1こ集中治療が必要な患者と家族の基礎的な看護について学

び、実践能力の向上を図つていく。

※1,看護師として10年以上の実績がある
※2看護師として15念以上の実績がある

【到達目標】

基礎看護学で学んだ「手術療法を受ける患者の看護Jを基に、手術前・中・後看護を理解する

<具体的目標>

目標①手術を受ける忠者看護 (手術前・中・後)の一連の流れを説明することが出来る

目標②手術侵襲に伴う身体反応が理解できる

目標③手術を受ける患者の身体的・心理的特徴が説明できる

目標①手術を受ける忠者の看護過程が実践出来る

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)手術前の看護について説明することが出来る

2回 目 (目 標①)手術室看護について説明できる

3回 目 (目 標①)手術直後の看護について説明することが出来る

4回 目 (目 標①)術後合併症と予防のための看,隻について説明することが出来る

5回 目 (目 標②)身体侵襲による生体反応について説明することが出来る

6回 目 (目 標③)呼吸器系に障害のある忠者の手術を受ける忠者の看護について説明することが出来る

7国 目 (目 標③)循環器系に障害のある患者の手術を受ける息者の看護について説明することが出来る

8回 目 (目 標③)消化代謝系に障害のある息者の手術を受ける忠者の看護について説明することが出来る

9回 目 (目 標③)月酋神経系に障害のある息者の手術を受ける忠者の看護について説明することが出来る

10回 目 (目 標⑥)運動器系に障害のある忠者の手術を受ける患者の看護について説明することが出来る

H回 目 (目 標③)内分泌・泌尿器系・生殖器系に障害のある息者の手術を受ける患者の看護について説明することが出来る

12回 目 (目 標①)胃 癌の手術を受ける忠者の看護過程を展開することが出来る(演習)

13回 目 (目 標①)胃 癌の手術を受ける患者の看誰過程を展開することが出来る(演習)

14回 目 (目 標④)大月ラ癌の手術を受ける忠者の看護過程を展開することが出来る(演習)

15回 目 (目 標①)大腸癌の手術を受ける患者の看護過程を展開することが出来る(演習)

準備学習
時間外学習

(準備学習)臨床看護総論、成人看護学概論での復習とフィジカルアセスメントの復習を行つておくこと。
(時間外学習)看誰過程の展開は誌義時間だけでは習得できないため、復習と自分でlノ まとめを行うc

評価方法

!ま 度・矢口識・技術を総合的に評価する
態度 (10%):授 業態度や演習への取り組み
知識 (70ツ〕):筆 記試験
技1〒 (20%):課 題提出状況

貴誰生への

メッセージ
周手術期にある忠者の看謹は、様 々な場面で活用十ることがあり、臨床実習にヰ】門わってくる内容が多い領蚊です
失口識の修得を行い、実際に活用できるように学習を深めてください。

【使用教十1書・教材・参考書】

てキt十 年き >

ナーラング・グラフィカ武人看護■(ご)周 術期看註 中島 志美子 (編集)(rメデ ィカ出帳→ヽ



2023年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

成人看護学方法論 Ⅱ

(回復期 )

Ceneral Nursing Methodology Ⅱ

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 入江 あすか

実務経験 ○

授業
形態

講義

演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜 日・日寺限 金・3

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

リハビリテーション看護は、その対象を疾病や障害をもちながらも「生活する人Jとしてとらえ、看護の本質である「その人らしく生きることJを支援し、QOLを高めることを目
指す。社会状況の変化の中ますます重要になるリハビツテーション看護の視点を養うことを学習の目的とする。

入江あすか 看護師として10年 間以上の実績がある

【到達目標】

疾患に適応していく過程とセルフケアを促進する看護について説明できる

〈具体的目標〉
目標①リハビツテーションの概要が説明できる
目標②リハビリテーションに用いられる主要な概念について説明できる
目標③リハビリテーションにおける倫理、法律、施策について説明できる
目標④チームアプローチと看護の役割について説明できる
目標⑤身体機能のメカニズムとアセスメントについて説明できる
目標⑥心理・社会的なアセスメントと援助について説明できる
目裸⑦生活の再構築へのアセスメントと援助について説明できる
目標③回復期にある対象に応じた看護過程の展開ができる

授業計画1内容

1回 目
(目 標①)リ ハビリテーションとはイ可か自分の考えを述べることができる
(目 標①)リ ハビリテーションの歴史、領域、看護について説明できる

2回 目
(目 標②)リハビツテーションで用いられる主な概念 CCF、 生活モデル、セルフケア、QOL,ノーマライゼーション、エンパワメント、コービング、自己効力、レ
ジリエンス)1こついて説明できる

3回 目
(

(

目

目

標①)障害者とはJについて自分の考え

標①)障害者の権利、支える法律、サービスについて説明できる
る

4回 目
(日 標①)ツハビツテーション関係職種によるチームアプローチについて説明できる
(日 標④)チームアプローチのための情報共有と看護師の役割について説明できる

5回 目 (目 標⑤)身体機能(呼吸、循環、運動、栄養)のメカニズムおよびアセスメントについて説明できる

6国 目 (日 標⑥)身体機能(排泄、性、高次脳機能、視覚、聴覚、疼痛)のメカニズムおよびアセスメントについて説明できる

7回 目 (日 標⑥)心理・社会的(肯定的な自己概念、家族、社会の態度、居住環境)なアセスメントと援助について説明できる

8回 目 (目 標⑦)生活の再構築への(生活の再構築、lCF、 )アセスメントと援助について説明できる

9国 目 (目 標⑥)慢性閉塞性肺疾患の看護過程が展開できる(演習)

10回 目 (目 標⑥)急性心筋梗塞急者の看護過程が展開できる(演習)

H回 目 (目 標③)下肢切断患者の看護過程が展開できる(演習)

12回 目 (目 標③)脊髄損傷患者の看護過程が展開できる(演習)

13回 目 (目 標①)高 次脳機能障害患者の看護過程が展開できる(演習)

14回 日 (目 標③)筋委縮性側索硬化症患者の看護過程が展開できる(演習)

15回 目 (目 標⑥)関節リウマチ患者の看護過程が展開できる(演習)

準備学習
時間外学習

課題やレポートはその都度指示します。予習、復習をしてひとつひとつしっかり理解してください。

評価方法

総合的に評価

知 ‐改(70%):筆 記試験
態度(30%):レポート、出席、参加態度

受講生への

メンセ~ジ

日本では2025年 に戦後生まれの団塊世代が後期高齢者になり、超高齢社会になると言われています。また、若くして事故や疾病によつて機能障害を負
い、他者の支援を必要とする人も増えています。さらに障害をもちながらも自立して生活し、仕事やス′1、 一ツなどの活動、社会参加を積極的に行つている

人もいます。最近では地域で生活している人もl曽 えてきましたので、周囲に目を配リリハビリテーションの視点から世の中を見て′ノまし主う。いろいろなこと
に疑問をもつことが学習のスタートです。

<教科書 >
ナーシング・グラフィカ Lk人 看護学⑤ リハビツテーシコン看誰 : 奥宮 暁子(著 ,編集)、 石川 ふみよ(編集 )、 金城 利灯鋲編隼)(メディカ出破■

【使用数千1書・教lオ・参考書】



2023年度 授業概要

学 科 看護科

科日名
(英 )

成人看護学方法論Ⅲ

(慢性期 )

General Nursingヽ 4ethodology Ⅲ

必修

選 l戸(
必修 年 次 2

担当教員 久保田幸子

実務経験 ○

授業

形 態
講義

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

金・4コース 曜 日・時限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

慢.l生 疾患をもつ対象者は、生活上の自己管理能力が求められる。そのため、生活の再構築が必要な対象者の健康障害について理解し、その支援をするための看護実
践について学ぶ。

柴田幸治…・看護師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

疾患を受け入れ、自己管理に向けての教育をすることの必要性を理解し看護のありかたを学ぶ

〈具体的目標〉
目標①慢性疾患がその人の人生に及ぼす影響について理解できる
目標②慢性疾患を有する対象の身体的、社会的側面から捉え、セルフコントロールを之、要とする人の看。挙を理解できる
目標③疾患に適応していく過程の特徴とセルフケアを促進する看護を理解できる
目標④慢性疾患を有する人とその家族への看護を理解できる

授業計画・内容

1回 目 セルフマネジメントの構成要素、主要概念、看護職の責任・能力、援助で障害になることについて説明できる

2回 目 セルフマネジメントのための対象理解について説明できる

3回 目 成人教育学、エンパワメントモデル、自己効力理論、コミュニケーション理論について説明できる

4回 目 (目 標①④)対象理解について説明できる

5回 目 (目 標③)援助方法について説明できる

6回 目 (目 標②)評価のしかたについて説明できる(時期、目標と行動、次の計画につなげる)

7回 目 (目 標②③)糖尿病とともに生きるセルフマネジメントのために必要な援助の一部(簡易血糖測定、食事指導)が実践できる(演習)

8回 目 (目 標②③)腎不全とともに生きるセルフマネジメント支援について説明できる

9回 目 (目 標②③)慢性呼吸不全ととヽ)に生きるセルフマネジメント支援について説明できる

10回 目 (目 標②③)肝硬変ととモ)に生きるセルフマネジメント支援について説明できる

H回 目 (目 標③④)がんとともに生きるセルフマネジメント支援について説明できる

12回 目 (目 標②③)慢性心不全とともに生きるセルフマネジメント支援について説明できる

13回 目 (目 標②③)エイズとともに生きるセルフマネジメント支援について説明できる

14回 目 (目 標②③)難病とともに生きるセルフマネジメント支援について説明できる

15回 目 (目 標①①)死が近づいた人のセルフマネジメント支援について説明できる

準備学習
時間外学習

目標①)対象者の発達段階、発達課題について予習が必要です
目標②)対象者を全人的側面から理解するための予習が必要です
目標③)疾患についてや、セルフケアの必要性について理解するための予習が必要です
目標①)疾患を有する人と家族の関係について理解するための予習が必要です

評価方法

筆記試験 (70%)
課題レポート、出席、参加態度 (30ツ ,)

総合的に成績評価を行う

受講生への

メンセ~ジ

成人が何らかの慢!Ltttな病を ぅヽったときに、生活者としてどのようにザ商気と家庭生活、社会生活の折り合いをつけて、自分らしく生きていくかを考えなけ
ればなりませんcそれにはどのような支援が必要となるかを考察するた1日 です。予習をして疑問点を明らかにして授業に臨んでください。

援業内言男t題については、授業内でフィードバックし主す。(レポート提出)

<教利書>
ナーシング・グラフィカ戊人看護学① セルフマネジメント 安 11,・ 史子(編集 )、 吉田 となく編集 )、 鈴木 純志(編集)《 メディカ出版≫

【使用教浴1書・教羽・参考書】



2028年度 授業概要

学 科 看護科

利日名
(英 )

成人看護学方法論Ⅳ

(終末期 )

Genera1 1＼ ursing Methodology Ⅳ

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 緒方

実務経験 O

授業
形態

講

演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜 日・H寺 限 フlく 34

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記裁する)

緩和ケアは、WHOによつて「生命を脅かす疾患による問題に直面している忠者とその家族に対して、痛みやその他のその他の身体的問題、心理社会的問題、スビツ
チュアルな問題を早期に同定し、適切な評価と治療によって、苦痛の予防と緩和を行うことで、クオリティ・オブ・ライフを改善するアプローチであるJと定義されている。以
前は「ターミナルケアJともいわれ、終末期に行われるケアが主体であったが、現在では早期からの緩和ケアの重要性が叫ばれ、その焦点モ)、 死にゆく忠者のケアから苦
痛の緩和に移つてきた。緩和ケアは、基本的緩和ケアと専門的緩和ケアに分類されるが、本授業ではがん医療に携わるすべての医療者に必要とされる基本的緩和ケア
について学び、必要とされる看護について説明ができるよう1こなることをめざす。

緒方 …看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

緩和ケアを必要とする患者の企人的苦痛を学習し、緩和ケアに必要な看護について理解することができる

<具体的目標>
目標①緩和ケアの概要について説明できる
目標②患者の持つ全人的苦痛について説明できる
目標③患者の意思決定支援とコミュニケーションについて説明できる
目標④在宅緩和ケアと家族ケアについて説明できる
目標⑤生命倫理と非がん疾患の緩和クアについて説明できる

授業計画・内容

1回 目
(目 標(1))がん愚者が抱える苦痛とQOLに ついて説明できる

緩和ケアとは何か説明できる

2回 目 (目 標①)身体症状とその治療・看護について説明できる

3回 目 (目 標①)身体症状とその治療・看護について説明できる

4回 目 (目 標②精神症状。社会的ケアとその治療・看護について説明できる

5回 目 (目 標②)スピツチュアルクアについて説明できる

6回 目 (目 標②)意思決定とコミュニケーションについて説明できる

7回 目 (目 標③)意思決定とコミュニケーションについて実践できる(演習)

8回 目 (目 標③)意思決定とコミュニケーションについて実践できる(演習)

9回 目 (目 標①)在宅緩和ケアについて説明できる

10回 目 (目 標①)家族ケアについて説明できる

11回 目
(日 襟⑤,生命倫理についてF免 明できる

生命倫理の4原則について説明できる

姥回 目 (目 標⑤)非 がん疾患の緩和ケアについて説明できる

13回 目 (目 標⑤)非がん疾患の緩和ケアについて説明できる

11回 目 (目 1票 ②④⑤)がん終末期の症状と全身状態について説明できる

15回 目
(日 保側 ⑤)幅 タヒ期のクアについて説口月できる

臨終後のケアについて説明できる

準備学習
時 F口号外学習

成人看護学概論、臨床看護総論を基盤として専門性を深める科 目です。復習をしっかり行つておいてください。緩和ケアに関して新たな専門用語が出
てきます。予習として調べておきましょフ。

評価方法

出席・態度・知識・技術を総合的に評価します
出席 (10X】 )

態度 (10ツ)):授業への取り組みや提出物、実技
知識(80%):筆 記試験

受講生への

メンセ~ジ
緩和ケアは、終末期やがん患者に限定されたく)のではなく今 日では十べての悪者に必要とされています。きrtか ら社会状況やがんと者のおかオ1,た状

況などに興味を示して情報を集めてください。

【使用教利書・数材・参考書】

<数牟|き >
ナーシング・グラフィカ茂人看誰学① 緩和ケア :宮下 光令(著 、編集)く メディカ出版)



2023年度 授業概要

学 科 看護科

利 目名
(英 )

成人看護学方法論V
(救急看護 )

Ceneral Nursing Methodologyヽ /

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 柴田 幸治

実務経験 O

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜 日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

重篤で急激に変化する対象の状態を利学的な視点でアセスメントし、生命維持にZ、要な看護技術を習得する。
救急看護の概念を理解する。救急看護の基礎知識と技術を理解できる。救急医療における初期対応の本質が理解できる。重症救急患者の集中治療看護が理解でき

説明ができる

柴田 幸治 看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

1急病・けが・災害など、急に身体の疾患または損傷を受けた人々を対象に診療する医療であることを習得する
2救急処置,医療行為の介助,生活行動援助,精神的サポートなどの看誰活動であることを学び場所。疾患・臓器・対象の発達段階・診療牟|・ 重症度を問わず実践される
看護であることを修得する

〈具体的目標>
目標①緊急時の対応 (BLS)を身に付ける
目標③教急医療の蘇生の基本が説明できる
目標⑤救急医療の処置・トリアージが説明できる

目標②救急医療と搬送システムにおける看護師の役害1が説明できる
目標④救急医療の倫理が説明できる
目標⑥救急医薬品が説明できる

授業計画。内容

1回 目 (目 標①)BLSを 説明できる

2回 目 (目 標①)BLSを 実施できる(演習)

3回 目 (目 標②)救急医療における対象の理解と看護師の役割について理解できる

4回 目 (目 標②)救急医療体制について説明できる 救急搬送システムが説明できる

5回 目 (目 標②)初期・第二次放急医療を理解し看護師の役割が説明できる

6回 目 (目 標②)第二次敦急医療を理解し看護師の役割が説明できる

7回 目 (目 標③)救命の連鎖(チ ェーン・オブ・サバイバル)が説明できる

8回 日 (目 標③)蘇生の基本 ABCDEアプローチが説明できる

9回 目 (目 標④)救急看護と法的・倫理的側面について説明できる

10回 目 (目 標④)絶対的医療行為と相対的医療行為が説明できる

H回 目 (目 標⑤)周囲の状況確認とスタンダードプリコーションが説明できる

12[ヨ ロ (目 標⑤)救急処置 救急患者のトリアージ虫)ugh surve)'(A・ B・ C・ D・ E)と hedd to toeが 説明できる

13回 目 (目 標⑤)意識・呼吸・循環 フィジカルアセスメントが説明できる

14E]目 (目 標⑤)救急救命処置 心肺蘇生。気管内挿管の介助が説明できる

15回 目 (目 標①)救急時に使用される医薬品が説明できる

準備学習
時間外学習

・授業中に次国授業について教浴1書の該当ページを指示する。指定したページを理角甲すること
,事前課題について、講義前にレポート課題を出す
(課題等に関するフィードバック)

・提出された課題について諦義の中にとりあげ、振り
'Eり

をする
。講義中に疑間が生じた時には、あいまいにせず確認する

評価方法

出席・態度・矢日識・技術を総合的に評価します
出席 (10%)
態度 (10%):授業への取り組みや提出物
知識 (80%)!竿記試験

受講生への

メ〕ノセージ

「命を救い、生を支える」救急処置,医療行為′)介助,生活行動援助,精神的サポートなどの看護活動♂)こ とである()

場所・疾患・臓器・対象の発達Ft階・診療rl・ 童症度を問わず実子七される看護である。 枚急医療においては身に付けるべき能力の一つです。

く教窄1書 >
ナーシレグ・グラフィカ基礎看謹学① 基礎看護技

'f:志
自岐 康T(編集)、 習田明裕(編イ

+_)、 松足 ミヨ子 ≪メディカ出版》

【使用教ΓI書・教材・参考書〕



2023年度 授業概要

学 浴| 看護科

科 目名
(英 )

老年看護学概論

Introduction to Ceriatric Nursing

必 修

選 択
必 修 年 次 2

担当教員 木下 直子

実務経験 ○

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

15

l

開講区分 前期

コース R醒 日・時限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記栽する)

治療を必要とする高齢者だけでなく、生涯ともに生きる高齢者、終末期にある高齢者など、さまざまな健康レベルにある高齢者を対象に広い視野を持ち、住宅環境から
地域まで見渡し、ニーズを見出していく必要性があります。
高齢者の多様で個別性の高いニーズを把握し、援助の方策を考えるためには、老いをや老年期の役割・発達段階を理解し、高齢者の尊厳を大 L刀 にしたうえで関わる

ことが重要となります。この授業ではそのための基礎的な知識と技術を学習します。

木下直子 看護師として20年以上の実績がある

【到達目標】

老年期の特徴を理解し、社会構造の変化や高齢社会における健康問題の動向と看護の役割の概要を理解する。

<具体的目標>
目標①老年期の特徴を説明できる
日1票②カロ齢に伴)い身の変化と特徴を説明できる
日標③老年期にある対象の尊厳と権利擁護について説明できる
目標①老年看護の機能と役割について説明できる

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)老年期の特徴について説明できる

2回 目 (目 標②)加齢に伴う身体機能の生理的変化について説明できる

3回 目 (目 標②)加齢に伴う身体機能の生理的変化について説明できる

4回 目 (目 標②)加齢に伴う身体機能の生理的変化について説明できる

5回 目 (目 標②加齢に伴)い理・精神機能の変化について説明できる

6回 目 (目 標③④)高齢者看護の特性について説明できる

7回 目 (目 標③④)高齢者看護の特性について説明できる

8回 日 (目 標②)加齢に伴)心理・精神機能の変化について説明できる

準備学習
時間外学習

前提 :老年方法論で実際の看護を考えていく必要があり、概論を理解と′ていないと方法論も難と′くなりますので復習を十分行うよう1こ。
(目 標①)老年期の特徴は多いため、どのような特徴があるのか予習しておいてくださいc

(目 標②)認知機能低下・せん妄・うつについてそれぞれ特徴を予習しておいてください。
(目 標③)それぞれの理論家の特徴について復習し、まとめておいてください。
(目 標④⑤)老年看護の役割について自身の言葉で表現できる。(レ ポート提出)

評価方法
筆記試験 (80%)
レポート(20%)

受講生′＼●)

メッセージ

現在、医療を受ける対象者のほとんどが高齢者になっています。また、高齢十ヒが進み、高齢者の特徴も多様化していおり、老年看護学は医療場面のほ

とんどで活かされる能力です。
休 l司 管〕Flに は気を付けて欠席しないように注意して下さい。

【使用教 ĺ書・教材・参考書】

<教牟1書 >
ナーシング・グラフィカ七年看誰学① 声i歯 者ヽの健康と障害
ナーシング・グラフィカ七年看護■① 高齢者の健康と実践

颯内 ち、き(苦 ,編イ|)、 大渕 付:子 (苫 ,編集)、 Fく訪 さllサリ(者 ,編集)

堀内 ち、き(著 ,編集)、 大渕 ll子 (筈 ,編集)、 T(訪 さゆり(著 ,編 l「
)

≪メディカ出版≫
《メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護利



2023年度 授業概要

学 利 看言隻季|

科 目名
(英 )

老年看護学方法論 I

Ceriatric Nursing Methodology I

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 木下 直子

実務経験 ○

授業
形態

講義
GIヽア

総時間
(単位 )

15

l

開講区分 前期

コース 曜 日・Π寺限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

治療を必要とする高齢者だけでなく、生涯ともに生きる高齢者、終末期にある高齢者など、さまざまな健康レベルにある高齢者を対象に広い視野を持ち、住宅環境から
地域まで見渡し、ニーズを見出していく必要性があります。
地域で生活する高齢者を取り巻く医療について、その実際を学び高齢者が地域でどのような生活を行っているか理解することで病院と地域、地域と生活の場を意識し

た高齢者看護の在り方を理解することを目指します。

木下 直子 看護師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

高齢者を取り巻く生活・療養の場における看護や介護、社会保障の在り方について理解できる
<具体的目標>
目標①高齢者をとりまく社会状況について説明できる
日標②高齢者が生活する場の特徴について説明できる
日標③高齢者を支える社会制度の全体像について説明できる
目標④高齢者看護の基本について説明できる
目標⑤高齢者のヘルスプロモーションについて説明できる

授業計画・内容

1回 目 (目 標①③)高齢者をとりまく社会について説明できる

2回 目 (目 標②③)長期療養施設・在宅の看護について説明できる

3回 目 (目 標①)高齢者看護の特性について説明できる

4回 目 (目 標①)高齢者看護における倫理について説明できる

5回 目 (目 標①)高齢者看護におけるチームアプローチについて説明できる

6回 目 (目 標④)高齢者のリスクマネジメント1こついて説明できる

7回 目 (目 標⑤)高齢者のヘルスプロモーションについて説明できる

8回 目 (目 標⑤)認知症への取り組み

準備学習
時間外学習

前提 :在宅看護や医療福祉施設での看護は今後の医療の基盤となります。看護師としての幹を大くするために積極的に学習を進めてください。
・医療 l黒 健福祉施設の種類や違いについて、復習しまとめておいてください。

評価方法
筆記試験 (70ツ】)
レポート(30γ ))

受 i苦1生′＼t′ )

メッセージ
高齢者を支える看護と制度は密接な関係があります。法律や制度は難しいと感じるかもしれませんが少しずつがんばりましょう
体訓管チf王 には気を付f)て 欠席し′

‐
ょいように注意して下さい。

【使用教rl書・教材・参考書】

<教牟1寺 >
ナーシング・グラフィカ七年舌誰学① 府i齢 者υ)健康と障害
ナーシング・グラフィカ老年看註学② 高山お者υ)健康と実践

堀内 ふき、大渕 律子、諏訪 さゆり ≪メディカ出版≫
堀内 小き、大渕 律子、討R訪 さゆり ≪メディカ出版》

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰科



2023年度 授業概要

学 科 看護科

科 目名
(英 )

老年看護学方法論 Ⅱ

Cel・ iatric Nursing MethOdO10gy Ⅱ

必修
選択

必 I多 年 次 2
担当教員 入江あすか

実務経験 ○

授業

形態

講義
GW

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜 日・日寺限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記哉する)

高齢者の看護を実践するには、高齢者の特徴を理解したうえで疾患や障害との結びつきを理解する必要があります。高齢者の特徴とその看護、高齢者が受ける医療
が高齢者に与える影響を考え、疾患を持つ高齢者の医療現場や療養現場での看護について学びます。
また 高齢者の尊厳ある死を守るため自分自身の死生観を育み行動できるための素養を身につけます。

入江あすか…看護師として10年 以上の実績がある

【到達目標】

老年期の対象を生活の観点から総合的にアセスメントし、援助するための基本的な看護技術を修得することを目指す
<具体的目標>
(目 標①)高齢者の生活を支える看護について説明できる
(目 標②)高齢者によくみられる疾患について説明できる
(目 標③)高齢者に対するアセスメントが説明できる
(目 標④)治療を受ける高齢者の看護について説明できる
(目 標⑤)終末期の看護について説明できる
(目 標⑥)認知症・うつ病・せん妄の看護について説明できる

授業計画・内容

1回 目 (目 標①③)高齢者の生活を支える看護について説明できる 食生活を支える看誰

2回 目 (目 標①③)高齢者の生活を支える看護について説明できる

'F泄

を支える看護

3回 目 (目 標①③)高齢者の生活を支える看護について説明できる 清潔・イく生活を支える看護

4回 目 (目 標①③)高齢者の生活を支える看護について説明できる 活動と体,自 を支える看護

5回 目 (目 標①③)高齢者の生活を支える看護について説明できる 歩行・移動を支える看護

6回 目 (目 標①②③)高齢者の生活を支える看護について説明できる 呼吸・循環機能障害を支える看誰

7回 目 (目 標①②③)高 齢者の生活を支える看護について説明できる その他高齢者に特徴的な症状・疾忠を支える看護

8回 目 (目 標⑥)認知症高齢者の看護の概要について説明できる

9回 目 (目 標⑥)う つ病・せん妄の看護の概要について説明できる

10回 目
(目 1票 ①)薬物療法を受ける高齢者の看n4Fについて説明できる
(目 標④)手術療法を受ける高齢者の看護について説明できる

11回 目
(目 標④)リ ハビリテーションを受ける高齢者の看護について説明できる
(目 標④)行動制限を受ける高齢者の看護について説明できろ

12回 目
(目 標(1つ )診祭。検査を受ける高齢者の看護について説明できる
(目 採④)入院・退院における高齢者の看護について説明できる

13回 目

14回 目

15回 目 まとめ

準備学習
時間外学習

老年看護学概論で学習した内容を復習して授業に臨むようにしましょう。 関連動画がある場合は視聴しましょう。
予習においてはテキストの該当項を読んできましょう。各時間で小テストを行いますっ学習した内容を整理し、授業に臨くみ理解を深めましょう。

評価方法
筆記試験 (80ツ ))

レポート課題,(20%)高齢者の生活を支える看誰に関するレポート言果題

受話生への

メンセ~ジ
老年看護の実践力につながるや十日ですので積極的に学びを深め、今後の老年看護学実習で実践力を磨いていってほしいと思います。
体調管理には気を付けて欠席しないように注意して下さい、

【使用教FI書・教初・参考書】

<教令1書 >
ナーシング・グラフィカセ4F看謹学(b高齢者の

l′ l・ 康と障害
ナーシングノ・グラフィ′ヲ老年看護羊② 府i齢者の健康と実践

堀内 ふき、大渕 l任
}了 、諏訪 さゆり ≪メディカ出版 >

llli内 い́き、大渕 4楷了、諏訪 さゆり <メ ディカ出lk>

(目 標⑤)高齢者への終末期看護の実践について説明できる

(目 採⑤)高齢者への終末期看誰の実践について説明できる



2023年度 授業概要

学 浴| 看護科

科 目名
(英 )

老年看護学方法論Ⅲ

Gelヽ iatric Nursing Metllodology Ⅲ

必修

選択
必修 年 次 2

担当教員 木下 直子

実務経験 ○

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜 日・日寺限

前期

コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知ノロとを有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

高齢者に多い疾患を学習することで実習に行つた際の学びを深いものにすることができると考えます。また、疾患と結び付けることで高齢者看護の実際をイメージするこ
とが出来ると思います。また、グループワークや発表を行うことで、学生の看護の視野を広げることができると考えます。
健康障害をもつ高齢者を全人的に理解しアセスメントし対象に合わせた看護を展開するための能力を養うことを目指します。

木下 直子 看護師として20年間の実績がある

【到達目標】

高齢者を全人的に理解し、健康上の課題をアセスメントし個別性をふまえた看護を立案することができる。

<具体的目際>
目標①健康障害をt)つ高齢者および家族に対する看護の実際が説明できる

授業計画。内容

1回 目 (目 標①)慢性心不企の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメントビジョンゴール作成)(演習)

2回 目 (目 標①)慢性心不全の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメントビジョンゴール作成)(演習)

3回 目 (目 標①)慢性心不全の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメント・ビジョンゴール作成)(演習)

4回 目 (目 標①)誤叫に性肺炎の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメントビジョンゴール作成)(演習)

5回 目 (日 標①)誤囃性肺炎の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメントビジョンゴール作成)(演習)

6回 目 (目 標①)誤哄性肺炎の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(2グループ発表)(演習)

7回 目 (目 標①)認知症の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(清報提供・グルーブ間でアセスメントビジョンゴール作成)(演習)

8国 目 (目 標①)認知症の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメント・ビジョンゴール作成)(演習)

9回 目 (目 標①)認知症の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(2グループ発表)(演習)

10回 目 (目 標①)脳梗塞の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(晴報提供・グルーブ間でアセスメント・ビジョンゴール作成)(演習)

H回 目 (目 標①)脳梗塞の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グルーブ間でアセスメント・ビジョンゴール作成)(演習)

12回 目 (目 標①)脳梗塞の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(2グルーブ発表)(演習)

13回 目 (目 標①)大月i'(骨 頚部■折の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメント・ビジョンゴール作成)(演習)

14回 目 (目 標①)大腿骨頭部骨折の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(情報提供・グループ間でアセスメント・ビジョンゴール作成)(演習)

15回 目 (目 標①)大腿骨顕部骨折の高齢者の看護の実際を考えることが出来る(2グルーブ発表)(演習)

準備■習
時間外学習

(目 標①)高齢者に多い疾患(慢性心不企・誤疎性肺炎・認知症・脳梗塞。大あド、骨頚部骨折)の事前学習をし、グルーブワークで意見を出すことが出来るよ
うにしておいてください。

評価方法
争記試験 (50%)
演習・5`表 (50%)

受講生への
メッセージ

老年看護の実践力につながるお1目 ですので積極的に学びを深め、今後の老年看護学実習で実践力を磨いていつてはしいと思います.

体調管干■には気を付1,て 欠席しないように注意して下さい。

<教牟1書 >
ナーラング・グラフィカ老年看護学① 高肺者の健康と障害
ナーラング・グラフ r力 老年看誰■② 高齢者の健H〔 と実陵
成人看護学・七年看誰学でll用 した数材

【俺用数た1書・数 l′l・ 参考書】

堀内 ヽき、人渕 律子、諏訪 さゆり くメデ ィカ出版Ⅲ

堀内 ふき、大法1律子、諏訪 さ1)り くメデ ィカ出lナ(I



2028年度 授業概要

学 刊 看誰科

科 目名
(英 )

小児看護学概論

Introduction to Pediatric Nursing

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 伊規須千春

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

l

開講区分 前期

コース 曜 日・Π寺限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

今日、子どヽぅの生活習慣病の増加、こころの問題、思春期の子どヽ )の 自殺、育児不安、児童虐待など、子どもを取り巻く社会や家族に深く関わる子どもの健康問題が

増加している。小児看護に携わる看護者は、権利を有する一人の人として子どもを尊重し、さまざまな健康レベルの子どもが社会の中で健やかに発達し生きていくことが
できるよう1こ、看護を提供していく必要がある。小児看護学概論では、子どもの権利の尊重、子供の発達の理解と発達段階、子どもにとっての家族について学習する。

l,キ規須千春…看護師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

小児看護学で用いられる概念・理論について説明できる。

〈具体的目標〉
目標①小児看護の目的と対象について説明できる
目標②子どもとrよ について説明できる
目標③子どもの権利について説明できる

授業計画・内容

1回 目

/卜児とは
(目 標①)成長・5き 達の原則と影響因子について説明できる
(目 標①)ノJ｀児看護の対象・目的について説明できる

2回 目
小児看誰とは
(目 標②)新生児期の子どもとその看護について説明できる

3回 目
小児看護とは
(目 標②)子 L児期の子どもとその看誰について説明できる

4回 目
小児看護とは
(目 標②)幼児期の子どR)とその看護について説明できる

5回 目
ノト児看烹隻とは
(目 標2)学童期の子どモ)と その看誰について説明できる

6回 目
小児看護とは
(目 標②)思春期の子どヽ )とその看言斐について説明できる

7回 目
子どもの権利と看護
(目 標③)小児医療の歴史と子どもの権利について説明できる

8回 日
子どもの権利と看謹
(目 標③)小児と家族を取り巻く環境について説明できる

準備学習
時間外学習

授業の中で必要な課題やレポートなどは指示します。指示されたものは忘れないようにI寺ってきてください。

評価方法 筆記試験(100%)

受房帝生への

メッセージ

自分の周囲にいる子どt)を意識して注意深く観奈してみましたう。
子どヽ )に 関する社会的問煙 (虐待や待機国児問題、少子十ヒなど)のニュースを興甲イミを持ってみてみまし上う.

【l'''用 数利書・教材・参考書〕

<教窄1書 >
ナーシンググラフィカ月ヽ児看誰■0小児の耳き,茎 と音誰 中野 lt美 (編生)(メデ r力 出版 |>

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰科



2023年度 授業概要

学 牟| 看護科

科日名
(英 )

小児看護学方法論 I

PediatJヽ ic Nursing卜 ′lethodoligy I

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 阿部良寛

実務経験 ×

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜 日'日寺限 木。34

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記裁する)

今日、子どヽ )の生活習慣病の増加、こころの問題、思春期の子どもの自殺、育児不安、児童虐待など、子どもを取り巻く社会や家族に深く開わる子どヽ )の健康問題が
増加している。小児看護に携わる看護者は、権利を有する一人の人として子どもを尊重し、さまざまな健康レベルの子どもが社会の中で健やかに発達し生きていくことが
できるように、看護を提供していく必要がある。小児看護学方法論 Iでは、子どもの健康増進のための社会制度および健康障害や入院が子どもに及ぼす影響について
学習する。

lテ 規須千春 看護師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

子どもを守る環境、制度について説明することができる

く具体的目標〉
目標①子育てを支える環境について説明できる
目標②子供の成長・発達について説明できる
日1票 ③子供の精神保健について説明できる
目標④子供の発達障害について説明できる
目標⑤子供の事故について説明できる

授業計画・内容

1回 日 (目 標①)幼稚園・こども園・保育園・保育所。託児所の特徴と社会的役割について説明できる

2回 目 (目 標②)排泄・H垂眠・運動機能・言語・社会性・情緒について説明できる

3回 目 (目 標②)子どものストレスと対処、支援について説明できる

4回 目 (目 標③)虐待・トラウマ・生活習慣の問題について説明できる

5回 目 (目 標③)子どもの成長に影響する環境について説明できる

6回 目 (目 標④)発達障害を持つ子どもの対応について説明できる

7回 目 (目 標⑤)子どもの事故防止について説明できる

8国 目 まとめ

準備学習
時間外学習

授業の中で必要な課題やレポートなどは指示します。指示されたものは忘れないように持ってきてください。

評価方法 筆記試験 (100%)

受話生への

メンセ~ジ
自分の周囲にいる子どヽぅを意識して注意深く観察してみましょう。
子どもに関する社会的問題 (虐待や待機園児問題、少子化など)のニョースを興味を持ってみてみましょうe

【使用教科書・教材,参 考書】

<数 ri書 >
ナーシンググラフィカ 月ヽ児看謹学① 月ヽ児の発達と看誰 中野 綾美 (編集)≪メディカ出版>

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2023年度 授業概要

学 利 看護科

科目名
(英 )

小児看護学方法論 Ⅱ

Pediatiヽ ic Nursingヽ ′lethodongy Ⅱ

必修

選択
必修 年次 2

担当教員 伊規須千春

実務経験 ○

授 業

形態
講義

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース Π醒日・時限 水・1

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

今日、子どもの生活習慣病の増加、こころの問題、思春期の子どもの自殺、育児不安、児童虐待など、子どもを取り巻く社会や家族に深く関わる子どもの健康問題が

増加している。小児看護に携わる看護者は、権利を有する一人の人として子どもを尊重し、さまざまな健康レベルの子どもが社会の中で健やかに発達し生きていくことが
できるよう|こ、看護を提供していく必要がある。小児看護学方法論Ⅱでは、小児の療養中に必要となる援助技術について学習する。

l升規須千春 看護師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

小児の健康障害および健康障害が子どもやその家族に与える影響を理解し、健康状態に応じた看護について説明できる

く具体的目標〉
目標①援助関係を形成する技術について説明できる
日標②安全。安楽な環境を調節する技術について説明できる
目標③日常生活援助技術 (食事・りF泄・清潔)について学んだことの一部が実践できる
目標④子どもへの処置 (呼吸を整える、与薬)イこ必要な技術について説明できる
目標⑤救急救命の技術について説明できる
目標⑥症状・生体機能の管理技術について説明できる
目標⑦安全・安楽を確保する技術について説明できる

授業計画・内容

1回 目
(目 標①)援助Fナロ係を形成するうえで必要な基礎知識を説明できる
(目 標①)子ども。家族との援助関係を形成する技術について説明できる

2回 目
(目 標①)援助関係を形成する技η子の活用について説明できる
(目 標①)子どもや家族との援助関係を形成する技術の活用について自分の考えを述べることができる

3口 目
(目 標②)子どもの視点に立った病院の物理的環境づくり1こついて説明できる
(目 標②)発達段階・睡眠と休息の観点からの環境づくり1こついて説明できる

4回 目
(目 標②)事故防止のための環境づくり1こ ついて説明できる
(目 標②)感染予防のための環境づくりについて説明できる

5回 目
(日 標①)子どもへの食市援助の実際について説明できる
(目 標③〉子どもの健康状態に応じた食物・栄養摂取方法とケアについて説明できる

6回 目
(目 標③)おむつ交換と排泄自立への援助について説明できる
(目 標③)浣腸・導尿・ストーマケアの概要を説明できる

7回 目
(目 標③)沐浴・入浴・清1式について説明できる
(目 標③)洗髪。日隆ケア・衣服の交換について説明できる

8回 目 (目 標③)日 常生活援助について(学内で)学んだことの一部が実践できる

9回 目
(目 標④)酸素療法・吸引・吸入について説明できる
(目 標④)体位ドレナージ、人工呼吸の管理、体温の調整について説明できる

10回 目
(目 標④)与薬に必要な基礎知識について説明できる
(目 探④)経 日薬・座薬・注射・輸液管理・輸血管理について説明できる

ll回 目
(目 標⑤)子どもにおける救急蘇生法および救急救命看護について説明できる
(目 標⑤)救急蘇生法の実際とその他の応急処置(気道異物、消rヒ管異物・中毒、熱傷、蕩水、熱中症、骨折)|こついて説明できる

12回 目 (目 標⑥)子どものバイタルサインの淑1定について説明できる

13回 目
(目 標⑥)検体の採取(採 血・尿採取・便採取)1こ ついて説明できる
(目 標⑥)検査(心電図、パルスオキシメーター、Л要椎穿刺、骨髄穿刺)に必要な看護について説明できる

14回 日
(目 標⑥)子どもの身体計測の方法が説明できる
(目 標⑦)安楽な休位を確保するための援助について説明できる

15回 目
(目 1票⑦)処置やケアヘの遊びの活用について学んだことと関連付けることができる
(目 標⑦)安全・安楽を考慮した行動制限について自分の考えを述べることができる

市i備学習
時間外学習

授業の中で必要な課題やレポートなどは指示します。指示されたものは忘れないように持ってきてください。

評tF方法
筆記試験 (70%)
課題レポート(30%)

受講生への
メンセ~ジ

自分の周囲にいる子ど{)を意識して注意深く観察してみましょう.

子どもに関する社会的問題 (虐待や待機国児問題、少子化など)のニュースを興味を持ってみてみましょう。

〔使用教浴1書・教材・参考書】

<教利書 >
ナーシンググラフィカ 月ヽ児看護学① 小児の 5ё 達と看誰 中野 綾美 (編集)く メディヵ出版>

福岡医健・スポーツ専門学校 看護利



2023年度 授業概要

学 季| 看護科

利目名
(英 )

小児看護学方法論Ⅲ

Pediatric Nursingヽlethodoligy Ⅲ

必修
選択

必修 年次 2
担当教員

※1中並 尚幸 (4)

※2伊規須千春 (11)

実務経験 ※10 ※20

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30 開講区分 前期

コース 曜 日・時限
※ 1 水

大

41

2※ タ

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

今日、子どもの生活習慣病の増加、こころの問題、思春期の子どもの自殺、育児不安、児童虐待など、子どもを取り巻く社会や家族に深く関わる子どもの健康問
題が増加している。小児看護に携わる看護者は、権利を有する一人の人として子どもを尊重し、さまざまな健康レベルの子どもが社会の中で健やかにヌたく達し生きて
いくことができるように、看護を提供していく必要がある。小児看護学方法論Ⅲでは、小児期に多い疾患の病態生理・症状・検査・冶療およびその看護を学習する。

※l… 大学病院などの周産期センターの産利で、専門医として25年以上の実績がある
※2 看護師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

小児の健康障害および健康障害が子どもやその家族に与える影響を理解し、健康状態に応じた看護について説明できる

く具体的目標〉
日標①小児期に多い疾患の病態生理・症状・検査・治療を説明できる
目標②健康障害を持つ子ども・家族への看護の実際について説明できる

授業計画・内容

1回 目

(目 標①)小児期に多い疾患 (呼吸器炎症性疾患、気管支喘虐、、先天性心疾患、心臓炎症性疾患)の病態生理・症状・検査・治療を説明できる
(目 標①)ノJヽ児期に多い疾忠 (咽頭扁つと炎症性疾患、上部消化管潰瘍性疾患、下都消化管炎症性疾患)の病態生理・症状・検査・治療を説明でき
る

2回 目

(目 標①)ノ」ヽ児期に多い疾忠 (月干・胆・膵炎症性疾患、鼠径ヘルニア、間脳・下垂lネ疾患、甲状腺疾患、副腎皮質・髄質疾患)の病態生理・症状・検
査・治療を説明できる
(目 標①)小児期に多い疾患(貧血、白血球減少症、出血性疾患、血液腫瘍性疾患)の病態生理・症状・検査・治療を説明できる

I回 目

(目 標①)小児期に多い疾患(全身性エリテマトーデス、頭蓋内圧売進症、脳炎、髄膜炎、脊髄腫瘍、てんかん、脳腫瘍)の病態生理・症状・検査・治
療を説明できる
(目 標①)小児期に多い疾患(視覚障害、皮膚障害)の病態生理・症状・検査・治療を説明できる

4回 目

(目 標①)小児期に多い疾患 (骨折、脱臼、捻挫、運動器系の炎症性疾患、筋ジストロフィー)の病態生理・症状・検査・治療を説明できる

(目 標①)小児期に多い疾患 (腎炎、慢性腎臓病、腎孟腎炎、膀脱炎、泌尿器系の腫瘍、女性・男性生殖器の疾患)の病態生理・症状・検査・治療
を説明できる

5回 目
健康障害を持つ子ども・家族への看護
(目 標②)僕L.康障害や入院に伴う子どヽ )のストレスと対処法について理解し、子どモ)と家族への看護援助について述べることができる

6回 目 (目 標②)集中治療を受けている子どもと家族の看護の実際について説明できる

7回 目 (目 標②)ハイリスク新生児と家族への看護の実際について説明できる

8回 目 (目 標②)先天的な健康障害を持つ子どもと家族への看護の実際について説明できる

9回 目 (目 標②)心身障害のある子どもと家族への看護の実際が説明できる

10回 目 (目 標②)痛みのある子どもと家族への看護の実際が説明できる

H回 目 (目 標②)ネフローゼ症候群をもつ子どヽ )と 家族への看,を
とが展開できる(演習)

12回 目 (目 標②)ネフローゼ症俣群をヽ つ子どもと家族への看護が展開できる(演習)

13回 目 (目 標②)ネフローゼ症候群をもつ子どもと家族への看護が展開できる(演習)

11回 目 (目 標②)成人への移行期にある健康障害をもつ子どもと家族への看護の実際が説明できる

15回 目 (目 標②)成人への移行期にある健康障害をもつ子どもと家族への看護の実際が説明できる

準備学習
時間外学習

事例をよく読んで必要な調べ学習は各自行ってから授業に臨むこと。課題やレポートはその都度指示する。忘れ物のないように留意すること。

評価方法

筆記試験
※1(30%):筆 記試験
※2(70(あ ):内 、筆記試験 (40%)、 態度・提出物 (30ツ ))

受話生への

メンセ~ジ
小児看護学概論、I、 Ⅱで学んだことの総まとめとして看誰過程を展開します。
疾病 ,治療、薬理、解剖などいろいろな知識を統合して取り組みましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教浴1書 >
ナーシンノノグラフィカ月ヽ児看護学① Jヽ児の発注と看誰
ナーシンググラフィカ月ヽ児看誰キ③ 小児の疾忠と看 ll

中野 綾美 (編集)

叶i卜1友彦 (編 4≧ )

≪メディカ出‖,X>
≪メディカ出版>

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2023年度 授業概要

学 牟| 看護窄|

科 目名
(英 )

母性看護学概論

Introduction tOヽ laternity Nursing

必修
選択

必修 年次 2
担当教員 前田 拝

実務経験 ○

授業

形 態

講義
演習

総時間
(単位 )

15

l

開講区分 前期

コース Π護日・時限

【授業の学習内容I(※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

母性看護学は、女性の一生を通じた母性の健康の保持・増進を目指した看護を基盤として次世代の健全育成を目指す看護について学ぶ。看護学概論では、母性看
護学の対象および目的について学習する。

前田梓…急性期病棟や集中治療棟で看護師として9年間、助産師として大学病院などの周産期センター、産婦人科クリニックなどで9年以上の実績がある

【到達目標】

母性を統合的に理解し、生活および健康問題に関わる援助の在り方について学んだことを説明できる

<具体的目標>
目標①母性看護の基盤となる概念について説明できる
目標②母性看護の対象について説明できる
目標③母性看護の対象を社会の変遷と状況について説明できる
日標①母性看護を取り巻く課題について説明できる
目標⑤母性看護に之、要な看護技術を説明できる

授業計画・内容

1回 目
(目 標①)母性・父性および親性の概念と考え方について説明できる
(目 標①)母子相互作用と家族発達について学び、女性・家族を中心としたクアについて説明できる

2回 日
(目 標①)リ プログクティブヘルス/ライツについて説明できる
(日 標②)セクシュアリティとジェンダーについて学び、性の多様的な要素を説明できる

3回 目
(目 標2)性分化のメカニズムと'性意識の発達について説明できる
(目 標③①)陛的指向にF≠月する世界と日本の動向を学び、性的少数者と家族への母性看護について説明できる

4回 目
(日 標③)出 生に関する統計について説明できる
(目 標⑤)死亡に関する母子保健統計について説明できる

5回 目 (目 標③①)母性看護実践における倫理的・法的・社会的課題について説明できる

6回 目
(目 慄③)子どもと女性の保護に関する法律、女性の就労に関する法律について説明できる
(目 探④)母子保l'日

|に関する法律を理解し、母性看護の実践の場で社会資源として活用する術を説明できる

7回 目
(目 標③)子育て支援に関する制度・施策について説明できる
(目 傑③)周産翔医療体制を学び周産期医療システムにおけるチーム医療について説明できる

8回 目
(目 標2)生殖に「■]する生理を理解し説明できる
(目 標⑤)母性看護実践を支える概念や看護技術について説明できる

準備学習
時間外学習

課題はその都度指示します。興味のある人は、先を進めてください。

評 m五方法

終計試験 (60%)
小テスト、課題レポート(30%)
授業態度 (10ツ】)

受討 rliへσ)

メンセ~ジ
母性看護■は生物の起涼であり現在・未来の根源となる学問ですc自 分自身や自分をこれまで支えてくれた人々の存在に感罵1+し 、これからの自分の生

き方、舌誰師としての生き方を考えるきっ力Чすになってく)ら えたらうオとしいです。一緒に広く多様的で柔軟な視野をヽ )つ て母性看護■を楽しく■スノでいきま
しょう。

【使用教ド1書・数初・参考書】

<=t科書>
ナーシングクラフィカ 母性看護学C),I論 リブログクティブベルスと看誰 《メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰科



2023年度 授業概要

学 季| 看護科

科 目名
(英 )

母性看護学方法論 I

4ヽaternity Nursing Methodology I

必修
選択

必 修 年次 2
担当教員 前田 梓

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

l

開講区分 前期

コース 曜 日・時限 水・4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記哉する)

母性看護学は、女性の一生を通じた母性の健康の保持・増進を目指した看護を基盤として次世代の健全育成を目指す看誰について学ぶ。母性看護学方法論 Iで
は、ツプログクティブヘルス/ラインの概念を学び、女性のライフサイクル各期における特徴と健康問題への看護について学習する。

前田梓…急性期病棟や集中治療棟で看護師として9年間、助産師として大学病院などの周産期センター、産婦人科クリニックなどで9年以上の実績がある

【到達目標】

女性のライフサイクル各期における特徴と健康の維持・増進のための看護の役割について説明できる

<具体的目標>
目標①女性のライフステージ各期における看護について説明できる
目標②ツプロダクティブヘルスクアについて説明できる

授業計画引均容

1回 目
(目 標①)思春期の健康と看護について説明できる
(目 標②)性感染症とその予防について説明できる

2回 目
(目 標①)成熟期の健康と看護について説明できる
(目 標②)女性生殖器の腫瘍と看誰について説明できる

3回 目
(目 標①)妊子性にかかわる不妊という健康問題の特徴について説明できる
(目 標②)不妊治療を受けているカンブルヘの支援について説明できる

4回 目
(目 標①②)更年期女性の特徴・健康問題と看誰について説明できる
(目 標①②)老年期女性の特徴・健康問題と看護について説明できる

5回 目

(目 標②)母 1生看 lと
をにおける倫理的課題について分オ片方法を説明できる

(目 標②)人工妊娠中絶に関する現況、倫理的・法的。社会的課題を説明できる
(目 標①)予翔せぬ妊娠に妊娠継続を悩む事例に対する倫理的課題の実際について説明できる

6回 目
(目 標②)出生前診断に関する現況、倫理的,法的・社会的課題を説明できる
(目 標①)出生前診断を受けるか否かを悩む事例に対する倫}'上 的課題の実際について説明できる

7回 目
(目 標②)生殖補助医療に関する現況、倫理的・法的・社会的訓tl十月の実際について説明できる
(目 標①)生殖補助医療のステップアッブに悩む事例に対する倫理的讃t題の実際について説明できる

8回 目
(目 標②)呆力・虐待防止に関する現状と法律について説明できる
(目 標①)性暴力を受けた女性と児童虐待の看誰について説明できる

準備学習
時間外学習

課題はその都度指示します。興味のある人は、先を進めてくださいぅ

評価方法
終講試験 (60ツ ))

小テスト、課題レポート(30%)
授業態度(10%)

受話生への

メッセージ

母性看護羊は生物の起源で
`lぅ
り現在・未来の限源となる学問です。自分自身や自分をこれまで支えてくれた人々の存在に感討fし 、これからの自分の生

き方、看護師としての生き方を考えるきつかけになってもらえたらうれしいです。一緒に広く多様的で柔1人な視野をもつて母性看誰■を楽しく学んでいき主
しょう。

【l'直 用教f‖ 書・数材・参考書】

<教rl菩 >
ナーランググラフィカ 母性看誰芋①概論・リプログクティブヘルスと看誰 くメディカ出版

"

福岡医健・スポーツ専門学校 看護牟|



2023年度 授業概要

学 牟| 看言隻季|

利日名
(英 )

母性看護学方法論 Ⅱ

(正 常な妊娠・分娩・産褥・新生児 )

Maternityヽursing Methodology Ⅱ

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 前田梓

実務経験 ○

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分

R醒 日・時限

前期

コース 木。1

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記歳する)

母性看誰学は、女性の一生を通じた母性の偶l康の保持・増進を目指した看護を基盤として次世代の健全育成を目指す看護について学ぶ。母性看護学方法論Ⅱで

は、正常な妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期の経過およびその看護を学習する。

前田梓 急性翔病棟や集中治療棟で看護師として9年間、助産師として大学病院などの周産翔センター、産婦人科クリニックなどで9年以上の実績がある

【到達目標】

妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期の援助を行うための基礎的援助技術を習得する

<具体的日標>
目標①妊娠期における看護を説明できる
目標②分娩期における看護を説明できる
目標③新生児期における看護が説明できる
日標④産褥期における看護が説明できる

授業計画・内容

1回 日
(目 標①②③④)マタニティサイクルにある人々の看護の中心概念と看護実践を支える概念を説明できる
(目 標①)女フ品の生理と妊娠期における看護について説明できる

2回 目
(目 標①)妊婦と月台児のアセスメントについて説明できる
(目 標①)出産を控えた妊婦と家族の心理・社会的変化と看

`ュ

隻について説明できる

3回 日 (目 標①)妊娠期の側・康維持のためのセルフマネジメントとそのアプローチについて説明できる

4回 目 (目 標①)妊娠期の変化に対するセルフマネジメントとそのアプローチについて説明できる

5回 目 (目 標②)分娩期における看護師の役割と分娩の生理について説明できる

6回 目 (目 標②)分娩第1翔 2期 における産婦と胎児のアセスメントと分娩進行に影響を及ぼす因子について説明できる

7回 目 (目 標②)分夕免第3期 4期 における産婦と胎児付属物のアセスメントについて説明ができる

8回 目
(目 標②)産帰のニーズと看護について説明ができる
(目 標②)産帰と家族の心理について説明できる

9回 目 (目 標③)新生児期の看護師の役割と新生児の生理的特徴の説明ができる

10回 目 (目 標③)新生児のアセスメントの方法を説明できる

11回 日 (日 標③)新生児期の看護ケア(沐浴・清拭)|こついて説明できる(演習)

12回 目
(目 標①)産褥期における看護師の役割と産褥の生理について説明できる
(目 標④)褥帰のアセスメントと看護について説明できる

13回 目
(目 標①)褥婦の日常生活とセルフケアを支える看護について説明できる
(目 標④)母親になることへの看護について説明できる

14回 目
(目 標①)母乳育児の世界的動向と特性について説明できる
(目 標①)新生児の生理機能と乳汁分泌メカニズムに基づいた母乳育児支援について説明できる

15回 日
(目 標①)母親へのエモーショナルサポートとエンパワメントについて説明できる
(目 標①)母子保健に関する施策や多職種連携に基づく包括的体制について説明ができる

耳こ備学習
時間外学習

課題はその都度指示します。興味のある人は、先を進めてください。

評価方法
終講試験 (60%)
月ヽテスト、課題レポート(30%)
授業態度 (10%)

受言柱4ニ ヘ♂)
メッ‐とアージ

母性看護学は生物の起源であり現在・木来の根源となる学問です。自分自身や自分をこれまで支えてくガ■た人 の々存在に感謝し、これからの自分の生

き方、看護師としての生き方を考えるきつかけになつて{)らえたらうれしいです。一緒に広く多様的で柔杖′に`F児 里卜を1)つ て母性看護■を楽しく学んでいきま

しょう。

【ll用 教f‖ 苦・教|オ・参考書】

<教十1書 >
ナーシンググラフィカ 母‖生看畿学(_′ 母‖:と1誰の実陵 ●メディカ出版>
ナーシンググラフィカ 月J上看言嵯学①母性看扁隻技lf ≪メディカ出版≫

幅岡医健・スポーツ専門学校 看護利



2023年度 授業概要

学 科 看護科

利日名
(英 )

母性看護学方法論Ⅲ

(異 常な妊娠・分娩・産褥・新生児・

女性生殖器疾患 )

Maternity Nursing lヽ lethodology Ⅲ

必修
選択

之、修 年 次 2
担当教員

※ 1

※2

辛
Ｑ

尚
梓

並

田

中
前

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

l

開講区分

1

2

※
※

ノlく

木

4

2
コース 曜 日・日寺限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

母性看護学は、女性の一生を通じた母性の健康の保持・増進を目指した看護を基盤として次世代の健全育成を目指す看護について学ぶ。母性看護学方法論Ⅲは、
周産期における異常について理解し母子、夫、家族に必要な看護を学習する。

※1… 大学病院などの周産期センターの産科で、専門医として25年以上の実績がある
※2…急性期病棟や集中治療棟で看護師として9年間、助産師として大学病院などの周産期センター、産帰人科クリニックなどで9年以上の実績がある

【到達目標】

妊娠期・分娩期,産褥期・新生児の異常とその看護を理解し母子とその家族への支援を説明できる

<具体的目標>
目標①女性生殖器系の疾患・症状について説明できる
目標②妊娠の異常と看護について説明できる
目標③分娩の異常と看護について説明できる
目標④新生児の異常と看護について説明できる
目標⑥産褥の異常と看護について説明できる
目標⑥精神障害合併妊帰と家族の看護について説明できる

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)生殖における健康問題 (月 経異常…性感染症・女性生殖器腫瘍など)について説明できる

2回 目
(目 標②)ハイリスク妊娠について説明できる
(目 標②)妊娠期の異常について説明できる

3回 目
(目 標③)分娩期の異常について説明できる
(目 標③)分イメ免期に行う処置や手術について説明できる

4回 目
(目 標④)ハイリスク新生児の特徴を説明できる
(目 標①)新生児の異常について説明できる

5回 目 (目 標②)妊娠期の異常 (異所性妊娠・妊娠維持器官の異常・ハイリスク妊娠)と看護のポイントについて説明できる

6回 目 (目 標②)妊娠期の異常(妊娠に伴う異常・多胎・妊娠期の感染症・月台児と胎児付属物における異常)と看護のポイントについて説明できる

7回 目 (目 標③)分娩期の異常(産道・娩出力・娩出物の異常)と看護について説明できる

8回 目 (目 標③)分娩期の異常(児頭骨盤不均衡・隣帯の異常・胎児機能不全)と看護について説明できる

9回 目 (目 標⑥)分娩期の異常(分娩時裂傷・異常出血)と看護について説明できる

10回 目 (目 標③)産科処置(分娩誘発・促進、会陰色刀開、青王七刀開)と看謹について説明できる

H回 目 (目 標①)ハイリスク新生児 (出 生直後)の特徴と看護について説明できる

12回 目 (目 標①)早期新生児の異常と看護について説明できる

13回 目 (目 標⑤)産褥期の身体的異常、帝王切開後の褥婦について学習し、その看護について説明できる

14回 目 (日 標⑤)産褥期の精神障害と看護について説明できる

15回 目
(目 標⑤)流産・死産後の女性と家族への看護について説明できる
(目 標⑤)先天異常・障害を持つ新生児の家族ケアについて説明できる

準備学習 時

間外学習
誤題はその都度指示します。興味のある人は、先を進めてください。

評価方法
※1(30%):竿記試験
※2(70γ ,)内訳 :筆記試験 (70y))、 課題レポート(257))、 授業態度 (5(l〕 )

受講生への

メンセ~ジ
母性看護■は生物の起源であり現在・未来の根源となる■間です。自分自身や自分をこれまで支えてくれた人々の存在に感謝し、これからの自分の生

き方、看護師としての生き方を考えるきつかけになってもらえたらうれしいです。一緒に広く多様的で柔軟な視野をもつて母性看護■を楽しく学んでいきま

しょう1,

I使用教科書・教材・参考書】

く数牟1書 >
ナーランググラフィカ 母 H:r」

―
ll it(l lI既 岳缶リブログクティブフ＼ルスと看註 くメディウフ出す仮>

ナーシンググラフィカ 殷上看註■ ]lli‖ J:看 i笠 ワ)実践 くメディカ出版■
ナーシンググラフィカ 母吐看護学(D母 に,看誰技術 ≪メディカ出版》



利日名
(英 )

精神看護学概論

lrlti oducti()n toヽ 4etita1 1lealth Nursing

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 粒崎一典

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

曜 日・時限 金 1～ 4コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

精神看護学は、心の問題を有する苦悩を理解し、生きることを支えることであり、また′いの健康時の援助と、心の健康が障害された時の回復への援助をすることが必要で

ある。そのため、精神看護学を学ぶため、心の健康、心の発達、働きについて理解し、人間の人生の過程で生じる心の問題に対する看護を学習を理解する。

精神看護学概論では、精神看護学の位置づけを明確にしたうえで対象の理解、看護の機能と役割を理解でき、本授業終了時には各々の説明ができるようになる。

粒r町一典…看護師として20年間以上の実績がある

〔到達目標】

精神看護の概要、精神看護の対象となる人の心について理解し健康のレベルと障害の関連や精神の不健康状態について説明できる

<具体的目標>
目標① 精神看護の目的・意義が説明できる
目標②精神看護の対象が説明できる
目標⑥精神看護の機能と役割が説明できる
日標④看護の倫理と人権について説明できる

2023年度 授業概要

学 科 :          看ヨtと浴|

授業計画・内容

1回 目 (目 標①③)精神障害についての基本的な考え方について説明できる

2回 目 (目 標①②③)人間のこころと行動について説明できる

3回 目 (目 標①②③)人間のこころと行動について説明できる

4回 目 (目 標②)人格の発達と情緒体験について説明できる

5回 目 (目 標②)ライフサイクルとメンタルヘルスについて説明できる

6国 目 (目 標②③)現代社会とこころについて説明できる

7回 目 (目 標②)家族とその支援について説明できる

8回 目 (目 標③④)看護の倫理と人権擁護について説明できる

4ζ備学習
時間外学習

学習は自分自身の人格的成長とメンタルヘルスとに密接に関係することから、学習効果を高めるためには予習が必要です。
目標①精神看護の基本的な考えである精神障がいや人のこころの様々な視点から理狗千する予習が必要です
目標②③精神看護の対象は個人だけでなく家族、職場、地域なども含まれることを理解する予習が必要です
目標④精神季1医療における倫理問題について予習が必要です。

評価方法

筆記試験 (80%)
レポート提出(10%)

授業への参加及び学習状況 (10%)

から総合的に評価する

受 講 生 へ (2)

メンセ~ジ

この精神看護学概論は精神看護学を学んでいくための八目的な科目です。
まずは皆さんの生活で起こっている身近なこころのl,‡ 康やこころの危」から学んでいきましょう.日 本の精神保健医療福祉の歴史的背景や現状と課題や、

支キテ対象者の人権や安全を守る仕組みを学びましょう。

【使用教令1書・教材・参考書】

<教イ4書 >
ナーシング・グラフィカ精神看護学① 情結発達と精神看護の基本、メディカ出版

<参考書>
精神看護学ノート第2版 :武井麻子 ≪医学書院〉ヽ

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2023年度 授業概要

学 牟| :        看護科

科目名
(英 )

精神看護学方法論 I

Mental Health｀ 寸ursing Methodogy I

必修
選択

必修 年 次 2
担当教員 粒崎 ―典

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 ) 1

15 開講区分 前期

コース 曜 日・日寺限 全 1～ 4

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記栽する)

精神看護学は、心の問題を有する苦悩を理解し、生きることを支えることであり、また心の健康時の援助と、心の健康が障害された時の回復への援助をすることである。
そのため、精神看護学を学ぶため、心の健康、心の発達、lttllき について理解するが必要であり、人間の人生の過程で生じる心の問題に対する看護を学習することが必

要です。
精神看護学方法論 Iでは心の問題に焦点を当て、心の機能、発達について理解し、ライフステージ各期の段階での問題の対処について学び、精神保健の機能、役

割について説明が出来るようになる。

位崎 一典 精神科の看護師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

精神障害者の人権を守り、地域生活を支えていくための施策を説明することができる

<具体的目探>
目標①精神保健・医療にかかわる歴史及び制度について説明できる
目標②精神保健・医療・福祉チームの中での連携や協働の重要性を理解し、看護の役割を説明できる

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)精神医療の歴史と看護について説明できる

2回 目 (目 標①)精神医療の歴史と看護について説明できる

3回 目 (目 標①)精神保健医療福祉をめぐる法律について説明できる

4回 目 (目 標①)精神保l′建医療福祉をめぐる法律について説明できる

5回 目 (目 標②)精神保l′ァと・活動とリハビリテーションについて説明できる

6回 目 (目 標②)精神保健活動とリハビツテーションについて説明できる

7回 目 (目 標②)ストレスマネジメントと精神お|における看護師の役割について説明できる

8回 目 (目 標②)ストレスマネジメントと精神刊における看護師の役割について説明できる

準備学習
時間外学習

精神障害者の人権を守り、旭域生活を支えていくための施策を理解し学習効果を高めるために予習が必要です。
日標① 精†l伸保健。医療・福祉チームの中での連携や協l“llの 重要性を理解し、看護の役割を理解する予習が必要です。
日標②精仲科でlJllく 看護師自身のメンタルヘルスクアについて予習が必要です。

評価方法

筆記試験 (80%)
レポート提出(10り

授業への参加及び学習状況(10%)

から総合白勺に岳平l1lFする

受講生への

メッセージ
神保健上の問題が生活と生き方に与える影響を理!解 し基本的な関わり方を学習する。
また精神医療に関わる人権擁護、倫理について学びましょう。

I使用教科書・教lイ・参考書】

<教 rl書 >
ナーシング・グラファィカ h子 4μ看護■① 晴緒発注と1背 ‖I看護の)Iに 木、メディカ出版

<参考書>
精神看誰■ノート第2版 :武井麻子 ≪医学書院》

福岡医 l′末[卜・スポーツ専門学校 看護科



2023年度 授業概要

【到達目裸】

心のバランスを崩している人や精神的諸問題を持つ人の症状、問題の特徴、治療方法及び看護について説日ヴlできる
<具体的目裸>
目標①精神科で行われる医学的検査と心理検査について説明できる
目標②精神科で行われる主な治療について説明できる
目標③精神利看護における対象の理解について説明できる
目標④精神科におけるケアの方法について説明できる

学 科 :          君烹隻季「

担当教員 粒崎 一典

○

必 修

選 択
必 修 年 次 2

実務経験

開講区分 前期

科目名
(英 )

精神看護学方法論 Ⅱ

Mental Health Nursing Methodogy E 授業
形態

講 義
総時間
(単位 )

30

曜 日・時限 金 1～ 4コース

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

精神看護学は、心の問題を有する苦悩を理解し、生きることを支えることであり、また′いの健康時の援助と、心の健康が障害された時の回復への援助をすることである。
そのため、精神看護学を学ぶため、心の健康、心の発達、働きについて理解するが必要であり、人間の人生の過程で生じる心の問題に対する看護を学習することが必

要です。
精神看護学方法論Ⅱでは、精神障害のある対象の看護に必要な技術について学び実践へ向けて基礎的能力を身に着けることをめざします。

位 r何
サF~典 …精神科の看護師として20年間以上の実績がある

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)医学的検査および心理検査における看護師の役割を説明できる

2回 目 (目 標②)精神科における治療の特徴について説明できる

3回 目 (目 標②)薬物療法について説明できる

4回 目 (目 標②)精神療法について説明できる

5回 目 (目 標②)社会療法について説明できる

6回 目 (目 標②)電気療法について説明できる

7回 目 (目 標③)精神科におけるアセスメントの視点について説明できる

8回 目 (目 標③)治療の場の人間関係について説明できる

9回 目 (目 標④)治療的関わりの考え方について説明できる

10回 目 (目 標④)治療的かかわり1こ 向けて自己のコミュニケーションを洞察できる

H回 目 (目 標①)治療的コミュニケーションが実践できる

12回 目 (目 標①)日 常生活行動の援助について説明できる

13回 目 (目 標①)月R薬治療にかかわる援助について説明できる

14回 目 (目 標④)入院環境と治療的アプローチについて説明できる

15回 目 (目 標①)救急医療現場における患者支援と精神的問わり1こ ついて説明できる

準備学習
時間外学習

心のバランスを崩している人や精神的諸問題を持つ人の症状、問題の特徴、治療方法及び看護について学習効果を高めるための予習が必要です

評価方法

宮と言亡市(翻父(80tゐ )

レポート提 出(10り

授業への参加及 び学習状況 (10%)

か 沐争会が 向勺I、

オ
言平 l¶二十 /、

受講生への

メンセ~ジ
精神の疾病・障害に関する基礎的な知識を学び、それぞれの疾病・障害のllll念を1・F解し、その特徴、診断基準、治療方法と、精神障害をモ)つ 人を理解

し、基本的ノ玉ヽキ,デ 助技術を学びましょう.

【使用教 1́書・教材・参考書〕

<教科書>
ナーシング・グラフィカ精神看誰学② 精神障害と看謹の実践 出ロイ貞子 (編集)(メ ディカ出片F(>

イ〔参考書 >
十青年中月ヨ言強と士ノー‐卜身与2呂「К 武井麻子 イ:医 学科院■



2028年度 授業概要

学 科 看誰科

科目名
(英 )

精神看護学方法論Ⅲ

Mental Health Nursing ttiethodogy Ⅲ

必修
選択

必修 年次 2
担当教員

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜 日。時限
※1水・34
※2金 1～ 4

【授業の学習内容〕 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

精神看護学は、心の問題を有する苦悩を理解し、生きることを支えることであり、また心の健康時の援助と、心の健康が障害された時の回復への援助をすることである。

そのため、精神看護学を学ぶため、心の健康、心の発達、働きについて理解するが必要であり、人間の人生の過程で生じる心の問題に対する看護を学習することが必

要です。
精神看護学方法論Ⅲでは、健康障害時の看護として精神に障害をきたした人を理解し、対象に応じた看護援助につて説明できるようになる。

※l… 精1申 科病院にて40年以上医師としての実績があり、現在に至っている

※2-精神科の看護師として20年間以上の実績がある

【到達目標】

精神障害のある対象に対する看護過程が展開できる

<具体的目標>
目標①精神症状と疾患の概要が理解できる
目標②精神疾患のある患者に対して看護過程が展開できる

授業計画と内容

1回 目 (目 標①)精神症状と精神疾患(総論、神経発達症・成人期の自開症スペクトラム、統合失調症)について説明できる。

2回 目 く目標①)精神症状と精神疾患(抑うつ障害と双極性障害、不安障害、強迫性障害、ストレス因関連障害)1こついて説明できる。

3回 目 (目 標①)精神症状と精神疾忠(解離性障害、身体症状および関連症、摂食障害、睡眠―覚醒障害)について説明できる。

4回 目 (目 標①)精神症状と精神疾患(物質関連障害、神経認知障害、パーソナリティ障害、身体疾患と精神症状)について説明できる。

5回 目 (日 標②)統合失調症 (急 1生期)患者の看護の実際について説明できる

6回 目 (目 標②)統合失調症(急性期)忠者の看護の実際について説明できる

7回 目 (目 標②)統合失調症(慢性期)患者の看護の実際について説明できる

8回 目 (目 標②)統合失調症9晏
′性期)患者の看護の実際について説明できる

9回 目 (目 標②)パーツナリティ障害忠者の看護の実際について説明できる

10回 目 (目 標②)バーソナリティ障害患者の看護の実際について説明できる

H回 目 (目 標②)う つ病忠者の看護の実際について説明できる

12回 目 (日 標②)う つ病忠者の看護の実際について説明できる

13国 目 (目 標②)バニック障害忠者の看護の実際について説明できる

141コ ロ (目 標②)摂 食障害患者の看護の実際について説明できる

15回 目 (目 標②)彼虐待児症候群、解離性障害患者の看護の実際について説明できる

準備学習
時間外学習

精神障害のある忠者との治療的関係成立が理解できるように学習効果を高めるための予習が必要です。

精神疾患、検査、治療について予習と復習をしてください

評価方法

※1(30%):筆記試験
※2(70%)内 訳 :竿記試験 (50%)、 レポート提出(10り授業への参加及び学習状況(10%)

から孝念合白勺(こ言平lE5〕
~る

受話生への

メンセ~ジ
講義およびグループワークをとおして、精神医学の視点から主な精神疾忠に関する基礎的な知識を得、また、精神科看誰方法に関する技術を学びま

しょう。

〔使用教科書・数十]・ 参考書】

<教↑1書 >
ナーシンツノ・グラフィカ精神看護学② 精神陣害と看護の実践 : 出日禎子 (編集)≪ メディカ出版≫

く参考書 ),

精神看護学 ノート第2版 :武井麻子 《十三学書院》

福岡医健・スポーツ専門学校 看護季|



2023年度 授業概要

学 浴|
看 謹 科

科目名
(英 )

在宅看護概論

11ltroduction to Community Nursing

必修

選 択
必 修 年次 2

担当教員 光本 いづみ

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜 日'日寺限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記章貨する)

地域・在宅看護の変遷やその社会背景をはじめ、地域・在宅看護の目的・基本的な理念や関連する概念、原理原則を学び、地域・在宅看護の対象者の特性と支援の

あり方を学ぶ。

光本いづみ 看護師として20年 以上の経験を有する

【到達目標】

在宅看護の意義と必要性、概要を理解し学んだことを説明できる

<具体的目標>
目標①日本の地域・在宅看護の変遷とその社会的背景について説明できる。
目標②地域・在宅看護の目的と基本理る、関連する概念、原理原則について理解できる
目標③地域。在宅看護の対象者の特性とその支援の基本を理解できる

授業計画・内容

1回 目
(目 標①)生活・地域のとらえ方および健康との関係性について多角的視点から自己の考えを述べることができる
(目 標①)地域。在宅看護の背景について学んだことを説明できる

2回 目

(日 程 ⑫ )地ナΠ茨・狂 毛 看 護 枯 ユ1)Jにつ い て「兄明 で きる

(目 標②)在宅看護と訪問看護について説明できる
r日 煙の /ゝ「 字著誰のか自1・ 峰許・舛街 庁ぅぃて部 日月r去る

3回 目
(目 標②)地域療養を支える在宅看護の役割・機能を説明できる
(目 標②)地域・在宅看護を展開するための基本理念を説明できる

4回 目 (目 標②)地域・在宅看護における倫理を理解し課題について考えることができる

5回 目 (日 標③)地域・在宅看護の対象者について説明できる

6回 目 (目 標③)在宅看護の対象者と在宅看護の成立要件について説明できる

7回 目 (目 標③)在宅療養の場における家族の捉え方について説明できる

8回 目 (目 標③)療養者と家族へのケアについて事例をもとに考えることができる(演習 :事 r列 の展開)

準備学習
時間外学習

予習をして難解な言葉は事前に調べておいてください。

評価方法
筆記試験 (80%)
授業への参加態度 (20%)

受講生への

メッセージ
在宅で生活しながら療養する対象者は年々増加しており、訪問ギ→護をはじめとする在宅看護の知識やマナーなどはとても大切なことです。

重要性をしつかり認識してliく業に臨んでください。

【使用教千1き ,教材・参考書】

く数⌒1書 >
ナーシング・グラフィカ在宅看謹論① 地域療養を支えるケア 喜 市性(l1ll li)、 石田千絵(編

`f)、
山 F留理子(1「 4≧ )≪ メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰刊



2023年度 授業概要

学 利 : 看護科

科目名
(英 )

論理的思考

"Iedical Logic

必修
選択

必修 年 次 1

担当教員 国越 道隆

実務経験 ×

授業
形態

講義 総時間
(単位 ) 1

15 開講区分 前期

コース 曜日・日寺限 木・4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

何か判断した場合、なぜそう判断したのかが問われます。つまり、判断の論拠 (理 由)です。そして、判断が、必要な論拠を前提としてそれら前提から、結論として導かれ
る議論を提示することができます。論理学は、そうした議論の正しい筋道について考察する学問です。論理学が明らかにした議論のための正しい筋道はひろく学ばれてい

ます。それは判断するために正しく考える方法であり、また他の人にわかりやすい仕方で議論を提示する方法でもあります。
看護師は、医療者間で専門的な情報を正確に理解しまた伝達すること、また患者にわかりやすぐ情報を伝達することが求められます。ですから、こうした論理学を学ぶこ

とは之、須です。この講義では、最終的に正しい議論を提示できることを目指し、そのために必要な論理的技能を練習問題を通じて段階的に習得していきます。

l李り,こ 日イ祟】

1わかりやすい仕方で議論を提示できること
2誤解の生じにくい仕方で情報を発信できること
3判断の誤りについてその原因を分析できること
4正しい議論を提示できること
<具体的目標>
目標①接続詞の使い方、主張と主張、パラグラフとハラグラフの論理的関係に敏感になる
目標②他人の主張に対して、また自分自身の主張に対して、「なぜそう言えるのかJと 問うことができる
目標③日常の日本語に潜む論理性に目覚め、言葉の厳格さを求める姿勢を身につける
目標④ディベートや小論文執筆を実際にできる

授業計画・内容

1回 目
相手のことを考える

(目 標①)相 手にきちんと伝わる議論をすることができる。

2回 目
事実なのか。考えなのか

(目 標①)論理的思考で検証することができる

3回 目
言いたいことを整理する
(目 標②)きちんと伝えられる文章を書き、話す力、そしてそれを的確に理解する力を身に着ける。

4回 目
きちんとつなげる
(目 標②)接続の構造を学ぶことができるて,

5回 目
文章の幹を捉える
(目 標③)ある主張に対する否定の形を検討し、整理し、演繹的推論を正しく行い、適切に評価できる。

6回 目

そう主張する1長拠は何か
(目 標③)議論の組み立てを学び、論証の結果として導かれた結論が、どのようにして、またどの程度までその論証によって正当化されるのかを吟味するこ
とができる。

7回 目
的確な質問をする
(目 標④ )こオ化まで検証してきたことを踏まえつつ、特に批判的観点から議論を組み立てることができる。

8回 目
反論する
(目 標④)ある主張に対する否定の形を検討し、整理し、適切に評価できる

準備学習
時間外学習

教利書の自壊学習章を下読みしておく。そして、わかりにくい部分を見つけておく。
教不J書の学習章をもう一度通読する。練習問題が理解できたかよく確認する。

評価方法 筆記試験(100%)

受講生への

メッセージ
主体的に学習することが大事です。
手始めに、自分が理解できにくい部分を見つけ、授業中に挙手して質問することから始めてください。

【使用教利書・教材・参考書】

<教利書>
大人のための国語ゼミ増補版 :野矢茂樹 《山川出版社》

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰浴|



科目名
(英 )

統計学

Statistics

必 修

選択
必 修 午 次 1

担当教員 堤 文生

実務経験 ○

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30

2

開講区分 前 期

コー ス 曜 日・時限 金 。3.4

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

本講義では、統計を正しく使い、確率論的・統計学的に正当な結論を導くための基本的知識と手法を習得する。また、統計学の基本的知識をどのよう1こ

医学と関連性を持たすことができるのかを学ぶ。その上で、それぞれの統計学的手法の違いを理解し、実際にPCを使用し体験する。

堤文生 理学療法士として、HH年より多くの著書・論文執筆を行い、H17年 より、いくつかの非常勤講師として基礎統計学の教育に携わっている。

【到達目標】

統計とは何か理解し、その上で基本的な統計手法と基本的知識を得ることができる
また、その知識を医学と関連させることができ、いくつかの統計学的な結論を導くための手法を正しく選択できる

<具体的目標>
目標①統計学は何に使えるのか知り、記述統計とは何か説明できる
日標②分布について理解し、箱ひげ図などを実際に書くことができる
目標③いくつかの統計学的な手法の違いを理解し、使い分けすることができる

2023年度 授業概要

学 科 : 看護刊

1回 目
統計学について,エコグラムデータの収集と分析 (エクセル関オ女)

(目 標①)統計学を学ぶ意味とは何か説明できる

2回 目
度数分布の求め方 エクセル関ケ女の活用
(目 標①)記述統計の準備を行うことができる

3回 目
標本の代表値 (平均値、S,D、 中央値)

(目 標①)記述統計とは何か説明できる

4回 目
クロス集計の求め方
(目 標②)散布度を求め、箱ひげ図を書くことができる

5回 目
相関係数の求め方 順位点の求め方
(目 標②)2変量データをまとめることができる

6回 目
適合性の検定
(目 標②)正規分布表の意味を知り、実際に使うことができる

独立性の検定
(目 標②)色々な分布の意味を知り、実際にl丈うことができる

7回 目

8回 目
正規分布とは正規性の検定
(目 標③)点推定値と区間推定値を求めることができる

9回 目
関連2群の差の検定
(目 標③)様々な区間推定値を求めることができる

10回 目
独立2群の差の検定
(目 標⑥)検 定とは何か説明でき、実際にt検定を行うことができる

H回 目
ROC分析 回帰直線と相関係数の検定
(目 標③)χ 2乗検定を行うことができる

12回 目
独立多群の差の検定
(目 標③)順位和検定を行うことができる

13回 目
関連多群の差の検定
(目 標⑥)疾病頻度を求めることができる

14回 目
模擬問題
(目 標⑥)生命表法の計算を行うことができる

15回 目
まとめ
模擬問顧

準備学習
時間外学習

(目 標①)統計学は、日常生活における客観的指標としても多くイ丈われています()自 身の主観的判断モ)時 に大切ではありますが、その判断と
なる根拠について考えてみる習慣を身に付けることが重要です。統計学を理解する上では、自分の直感を証明するために、どうすればよい
かということを常に考えることが大事です。
(目 標②)箱 ひげ図は、理学療法士の論文を解読する、または自身が執筆する |で良く見るものです。多くの学術誌に触れ、読み取り方を学
ぶ姿勢が重要です。まずは、学術誌を分からなくても開いてみる事をお勧めします。
(目 標③)統計手法は様々あります。場面に応じて使い分けが可能となるためには、個々の手法をまずは理狗旱する必要があります。そのため
に、各講義の振り返りを行うことは非常に重要と言えます。復習をしつかりとすることをお勧めします。

評価方法
定翔試験結果による判定を行う。
判定基準については、試験規定に基づき、成績評価第12条 の通りとする

受話生への
メッセージ

魅力 :現代社会は、「根処」を重視しています。医療業界においても、治療を行つた結果を検証し正しい治療であったか、そうでなかったか検
証を常にし続ける必要があります`,し

かし、個人の感覚だけでは正しかった
`ア

lかどうかは不明確と言えるでしょう、,上手く行つたのか、失敗だつ
たのかを検証するためには、統計学を用いる必要があります。この講義では、統計■の基本を押さえた上で、理学療法士として用いる統計
学との関わりを知ることで、多くの活用が出来るものと考えます。この機会に是非、統計■を身近に感じ活かしていただけたらと思います。

講義計画 :講義は講義形式となりますが、本校舎のPC教室で行います。準備忘れや遅ク」のないよう注意が必要です。また、実際にPCを操
作して、作業ができるよう1こなることを目標としています。欠席が続くと作業が出来ないことになりますので、注意してください。

(使用教材>

謝義資十1(毎講義前に提示)、 PC、 マイク、ブロジェクター
PC教 室をl■ 用します

〔使用教科書・教材・参考書】

〈教牟i書〉
なし(i洋義資十1を 中心に行います)

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2028年度 授業概要

学 科 看護科

科 目名
(英 )

教育学

Education Studies

必修

選 択
必修 年 次 1

担当教員 北崎 正則

実務経験 ×

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

l

開講区分 後期

企 ・ 1コース 曜 日・時限

【授業の学習内容〕 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

人間の可能性を引き出すための教育の意義・方法を理解し、生涯教育や看護活動に役立つ基礎知識を身につける。

【到達目標】

1教育意義が理解できる
2教育の種類・方法・実践・言平価までの一連の流れを理解することができる
3教育技術を看護活動に活用することができる

<具体的目標>
目標①教育学を学ぶことを通じて役に立つ考え方や方法を見出すことができる
目標②教育という視点から社会や人の営みを学び、それまでとは違う角度を持って考えたり、見たりすることができる

授業計画・内容

1回 目
社会の中の看護と教育・教育とはイ可か―「教育Jの概念
(目 標①)教育と看護の関係について、社会の中での役割や働きかけの意味を考える

2回 目
教育の刺象―子どヽ )間と発達・社会変動と教育
(目 標①)歴史・社会と発達 (観)との関係について考える

3回 目
教育の組織化―学校
(目 1票 ①)社会における看護と教育の共通点について説明できる

4回 目
教授一人を教えるということ・訓育―他者とのかかわりを導く
(目 標①)教えることの専門職としての学校教師の役割を考える

5回 目
養i髭―教育の受け手を見守る
(目 標①)医療行為としての治療・看護という働きかけと、教育を比較する

6回 目
発達―教育を受けて成長する
(目 標①)「 教授」「訓育J「 養護」「発達」について説明できる

7回 目
学びの場一学校と家庭・教育の目標と評価
(目 標②)教育の営みを考える

8回 日
教育のメディアー教育をデザインする
(目 標の)指導・教育の方法を考える

準備学習
時間外学習

(目 標①)臨床では、患者とその家族への治療的教育と後輩育成のための教育を担うことになります。
まずは、教授される者としての態度を身につけることです。

(目 探②)あらゆる角度から教育について思考を広げ、考えを深めてください。

評価方法 筆記試験 (loo%)

受講生への

メッセージ
看護・医療にかかわることを目指す学生の基礎教養として、教育学の考え方や知識を身につけてください。
医療職者となつた後も教育学に関心を持ち、看護に役立ててください

【使用教科書・教材・参考書〕

<教利書>
系統看護芋講 基礎分噺 教育学 :木村 元 ≪医学書院≫

<参 考資料>
看護学生のための教育学一自己の再建のために一 改訂3版 :高谷 修 ≪金芳童≫

幅岡医健・スポーツ専門学校 看誰科



2023年度 授業概要

学 牟| 看護窄|

科目名
(英 )

行動科学

BehavioraI Science

必修

選択
必 修 年 次 1

担当教員 石田有紀

実務経験 ○

授 業

形 態
講義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜日'日寺限 土・1～ 2

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具l本的に記載する)

病院から在宅療養へ、また延命医療からウェルネスや尊厳を重視したホスピス医療へなど、一連の医療システムが変化する新たな時代の中で、科学という知識とそれに
より得た技術体系をどのように生かすのかを考えることができる。

石田有紀…看護師として6年勤務したのち、保健師として約2年間健診センターで勤務した実績がある

I到達目標】

l医療における行動科学は、l′患康の維持・促進行動のお1学であり、心理学と密接に関係していることを理解できる
2心理学から生まれたルールを理解すると同時に、法則や理論の根拠となる行動観察や実践の内容、あるいは研究方法について学ぶ
3健康行動の維持・促進を目的とした介入方法を学ぶ

<具体的目標>
日標①全人的医療の展開にとつて必要不可欠な視点と方法論について述べることができる
目標②セルフクアの支援のための考え方と具体的なスキルを修得する
目標③忠者を中心とする専門性に基づいた職種横断的なチーム医療の展BRに ついて述べることができる
目標④時代の要請に適った保険医療の実践と保健医療者の育成に向けて具llゝ的な戦略について考える

授業計画・内容

1回 目
患者とのコミュニケーション

(目 標①)医療者と患者並びにその家族との良好なコミュニケーションが医療の質を左右することがわかる

2回 目
病気と1生格・行動パターン

(目 標①)患者理解のためのキー概念であるパーソナリティについて、そのアセスメントと行動変容の支援について考える

3回 目
セルフケア学習
(目 標②)患者が自ら参力日し、セルフケアを促すための支援について考える

4回 目
ライフスタイルと健康
(目 標②)健康が私たちの日常の暮らし方・生き方、ストレスの程度いかんによつて左右されていることがわかる

5回 目
健康行動の資ると健康心理カウンセツング
(目 標②)なぜ望ましい健康行動を人は取れないのか、その思いを受容しながら健康支援を行うことの大切さがわかる

6回 目
医療者としての適性
(目 標③)生命と健康を守るにふさわしい医療者の適性とはイ可かがわかる

7回 目
医療者の仕事とストレス

(目 標③)とューマンケアを実践する医療者の仕事はなぜストレスが高くなるのか、その対策について考える

8回 目
医療看護場面における研究と倫理的問題
(目 標④)臨床研究遂行のためのスキル向上のためのインフォームドコンセントの充実と倫理的思考がわかる

準備学習
時間外学習

関連する科日、「教育学」「倫理学」「人間関係論」「基礎看護技術」と繁いだ学習をしてください。
より多くの人と会話してください。

評価方法 課題レポート(100%)

受講生への
メッセージ

人とのかかわりを大切にすることを学んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
なし

<参考資料>
講師準備

福 1司 医健・スポーツ専門学校 看護科



2028年度 授業概要

学 科 看誰科

科目名
(英 )

倫理学

Ethics

必修
選択

必修 年 次 1

担当教員 高田熱美

×実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜日・日寺限 金■～2

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

人間の行為について学び、他人の問題ではなく、自分の問題として倫理をとらえることができる。

【到達目標】

1倫理や道徳について自己の考えを述べることができる
2集団社会におけるl帝付理について考えを述べることができる
3倫理的側面から自己の課題について述べることができる

〈具体的目標 >
目標①人間性の教育について自己の考えを述べることができる
目標②教育路倫理の関係について考えを深めることができる

授業計画。内容

1回 目
教育と倫理の開元
(目 標①)教育と倫,■の生成、その相補的なイ重llき を社会生物学、動物行動学および化石人類学的矢Π見から明らかにする

2回 目
生きる力
(目 標②)我が国の教育でいう生きる力とはイ可かを考え、意味を明らかにする

3回 目
子どもと老人
(目 標①)子どもと祖父母とのかかわり1こおける教育及び人間学的意味を明らかにする

4回 目

教育とクア

(目 標①)心のケアを要するとされている子どもとはいかなる存在であり、それはいかなり歴史・社会ないし教育的営為によつて生まれてきたのかを明らか

にする

5回 目
道徳の教育
(目 標①)道徳とはイ可か、教育的知見から説明できる。

6回 目
ラッセルー人間の尊厳―
(目 標②)哲学的知見から、人間の尊厳の問題について検討する

7回 目
ラッセルー自由と規律―
(目 標②)子どもの自由と規律、自然と文明について検討する

8回 目
ホワイトヘッドー人間の尊厳―
(目 標②)哲学的思考で、人間の尊厳についてパラダイムを示す

準備学習
‖寺間外学習

高校で学んだ哲学を復習してください。

評価方法 筆記試験(100%)

受話生への

メッセージ
人と関わるうえで、物事の善し悪しについて常に考えられる医療者を目指してくださいぅ

【使用教冷1書・教材・参考書〕

<教科書>
人間性の開元 :高田熟美 ≪学術図書出版社≫

●ス



科 日名
(英 )

情報科学

inf()rmation science

必修

選択
必修 年 次 l

担 当教 員 隈本寿一

実務経験 ○

授業

形態

講義

演習

総時間
(単位 )

30

2

開講 区分 後 期

コース 曜 日・時限 火・3～ 4

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

現代社会における情報システムの問題点認識とそれへの対応、メディアリテラシーとSNSリテラン、個人情報の管理や守秘義務など基本的概
念を理解し、看護師として必要な情報処理技術をWord、 Excd、 PowerPdntを使い看護業務に役立つ知識と技術を事例を踏まえて習得する

【到達目標】

看護師としての
O情報システムの問題点認識とそれへの対応
②SNSリ テラシ、個人情報の管理と守秘義務
③レポート作成や患者指導、論文作成に芝、要不可欠なワープロソフトウェアの基礎知識の習得
④数値データ処理、グラフ作成、データベース処理操作を可含ヒにする表計算ソフトウェアの基礎知識の習得
③プレゼンテーションソフトウェアの習得と医療従事者のためのプレゼンテーションの基礎知識の習得

授業計画・内容

1回 目 【医療情報とモラル】プライハシー尊重と個人情辛R保護、守秘義務について

2回 目 【医療従事者としてのSNS利用】ネットワーク上のルール、マナーについて

3回 目 【キーボードの基礎・WindOwsの 基礎知識】

4回 目 【Wordの 基礎知識1,Word概 要、Wordの 基本ツール、基本入力

5回 目 【Wordの 基礎知識2】 書式設定、文章の入力、保存、読み込み、印刷

6回 目 【Wordの 応用1】 院内通知文書作成の基礎知識・レポート作成の基礎知識

7回 目 【Wordの 応用2】 インフルエンザ予防ポスター作成

8回 目 【Wordの応用3】 忠者指導書作成の基礎知識

9回 目 【Excdの 基礎知識 1】 ExcЫ概要、Excdの基本ツール、基本入力

10回 目 【Excdの基礎知識2】 資卜1を用いた表の作成と編集

H回 目 【Excdの応用1】 医療現場でのExcd活 用例・グラフ作成 (グラフの種類と活用法)

12回 目 【PowerPdntの基礎知識】Pow∝ Pdnt概要、基本ツール、基本入力

13回 目 【PowerPdntプ レゼン資十1作成】ブレゼン資料作成の基礎知識

14回 目 【プレゼンテーション】医療従事者のためのプレゼンテーション

15回 目 【情報科学 (まとめ)】

準備学習
時間外学習

タイピングは日ごろから練習しておき、援業中の演習で遅れないよう1こ〕^る こと

評価方法

受講日数、受講態度、提出課題、小テスト、タイビングテスト、演習問題による総合評価
割合は提出課題・小テスト・タイビングテスト演習問題60%程度、その他、受講日数、受講態度、期待する成果項目ごとのポイント
評価40%程 度

受講生への

メッセージ

スマホやハソコンを使って気になつた情報や疑間に思つたことを検索するのは、もう日常生活の一部となつていると思います。こ
れと同じよう1こ医療機関においても医療情辛Rシステム(電子カルテやオーダーリングシステムなど)があり多くの医療従事者が利
用しています。この情報に関する基本的な知識やマナー、情報発信と医療現場における情報処理技術をこの講義で身につけて
下さい

【使用教お1書・教材・参考書】

「80時間でマスター ()llice 2019J実 教出版 ISBN:978-‐110734H35-1

2023年度 授業概要

学 科 看護科

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰刊



2023年度 授業概要

学 牟| 看言せ科

科 目名
(英 )

人間関係論

Huinan Relations

必修
選択

必修 年 次 1

担当教員 阪井 俊文

実務経験 ×

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

曜日・口寺限 金・4コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

人間を人との関係で生き成長する存在ととらえ、人間関係を円滑に保つ必要とその方法について理解する。

1到達目標】

l送り手と受け手の対人的コミュニケーションにおける相互作用について多角的に理解できる
2人間関係の向上に役立つスキルについて体験し理解できる
3看護場面で直而する人間関係の基本的知識・技術を学び理解できる
4相手を思いやる感性やコミュニケーション能力を高めることができる

<具 l本的目標>
目標①人間関係を理解するための基礎となる心理学の概念や概観する
目標②他者を理解し、人間関係をつくるために役に立つ理論や技法を習得する
目標③保ケミ:医療、とくに看護において、どのような人間関係が重要であり、どのような意味を持つのか、組織、地域社会といつた背景を含めて考える

授業計画・内容

1回 目
人間関係の中の自己と他者
(目 標①)人間関係を構成する自己と他者について、私たちが自分自身についての理解や意識をどのように持ち、他者をどのようにとらえているかを知る

2回 目
対人関係と役吾Ⅲ

(目 標①)他者との関係の形成や、それを維持または崩壊させようとする気持ちを李ることができる

3回 目

コミュニケーション
(日 標②)コ ミュニケーションがどのような特徴を持ち、どのような機能を果たすのかを理解した上で、1対 1、 集団や組織、マスメディアやインターネットを通
じたコミュニケーションについて考える

4回 目
カウンセリングと心理療法
(目 標②)カ ウンセリング、心理療法の種類とその方法を学び、看護に応用する

5回 目
コーチング

(目 標②)コ ーチングスキルの種類とその方法を学び、実習や臨床で活かす

6回 目
アサーティブコ ―ション

(目 標②)医療現場における様々な状況に対して、看護師としてアサーティブな対応を考える

7回 目
保健医療チームの人間関係
(日 標①)職場 (医療スタッフ間)でのコミュニケーションについて考える

8回 日
愚者を更える人間 Fナ句係
(目 標⑥)患者とはどのような存在かを理解し、患者と医療者の関係の在り方を考える

準備学習
時間外学習

自己理解・他者理解について考えてください

評価方法 課題レポート(100%)

受講生への

メッセージ
あらゆる人との関係の構築を目指してください

【使用教浴1書・教材・参考書】

<教季1書 >
系統看誰学講座 基礎分野 人間関係論 :石川 ひろの ≪医学書院≫

<参考書>
忠者を感動させるコミュニケーション技術 :宗像 恒次 ≪ぱる出版≫

福 F司 医 l′
′ll・ スポーツ専門学校 看誰科



2028年度 授業概要

学 浴|: 看護科

利 目名
(英 )

家族論

Socioと oヽgy Ofthe Family

必修

選 択
必修 年 次 1

担当教員 阪井 俊文

実務経験 ×

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

金 4コース 曜 日。日寺限

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

個々の人間にとって家族とは何か、社会にとって家族とはイ可かを理解し、家族 ,社会の特徴と課題を学ぶ

【到達目標】

1家族の構造・
,メ隻能を含めて家族とは何かについて考えることができる

2夫と妻のパートナーシップ(夫婦関係論)に ついて考えることができる
3親子関係での子育ての意味、母性、父性、祖父母論について考えることができる
4家族と社会について考えることができる

<具体的目標>
目標①家族は、時代や社会によって異なる様相を呈する。21世紀社会の家族の在り方を考える
目標②専門援助者として、家族の変化にどのよう1こ 対応すべきかを考える

授業計画・内容

1回 目
家族看護の特徴と理念
(目 標①)家族看護をなぜ学ぶのかを臨床実践上のニーズ、家族イメージの視点から述べることができる

2回 日
家族看護の実践の場面
(目 標①)家族看護が必要となる場面および家族のライフサイクルのつながりについて述べることができる

3回 目
家族とは
(目 標①)家族の定義、看護実践の対象としての家族について述べることができる

4回 目
家族構造
(目 標①)家族構造の理解と構成要素について述べることができる

5回 目
家族機能
(目 標①)家族機能の一つである社会機能について述べることができる

6回 目
現代の家族とその課題
(目 標②)現代家族の課題について述べることができる

7回 目
家族を理解するための理論
(目 標②)家族発達理論、家族のストレスについて説明できる

8同 目
家族に変化をもたらすための介入
(目 標②)家族療養について説明できる

準備学習
時間外学習

自己の家族の在り方について考える機会としましょう

評価方法 課題レポート(100%)

受戸炸生へ (ア )

メンセージ

疾患だけはおろか、患者だけを診る看謹では不十分になる。病院における看護では、家族成員に、療養上必要な協力を得たり、忠者の安心のために
協同することが必要です。日の前にいる忠者の家族は、普段どのような家族であるのか、そして現在どのような状況であるのかを把握と′たうえで看護するこ
とが之、須で

'~ぅ

【使用教科書・教材・参考書〕

<教乍1書 >
系統看誰宇講座 基礎分野 人間関係論 石川 ひろの く医学書院｀ヽ

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰科



2023年度 授業概要

学 牟| 看護科

科 日名
(英 )

文化人類学

Cuitural Anthropoligy

必修
選択

必修 年 次 l

担当教員 中村 晋介

実務経験 ×

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜 日・時限 月 ,3

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

自分の住む社会の文化を理解するとともに世界の人々の様々な文化・生活・価値観を学び幅広い視野で人間をとらえることができる。

【到達目標】

1人間の多様な生き方を社会や文化の側面を通して理解する
2人間の健康・病気 ,治療の認識は文化によつて規定されていることがわかる

<具体的目標>
目標①人間が生きる社会において、文化を多角的に捉える
目標②ハンセン病について学び病気と文化について考えを深めることができる

授業計画・内容

1回 目
イントログクション
(目 標①)文化人類学とは何か・人間と文化・歴史について考える

2回 目
文化の進化と伝播
(目 標①)個人・家族・社会・ライフサイクルの側面から文化を見つめる

3回 目
宗教と世界観
(目 標①)身体・病気・経済の側面から文化を見つめる

4回 目
人間の死と文化
(目 標①)人間の死を通して、人類の文化を多角的に捉える

5回 目
ハンセン病問題
(目 標②)ハンセン病についてわかる

6回 目
ハンセン病の歴史
(日 標②)ハンセン病患者が社会からどのようにみられていたか、そしてどのよう1こ変わってきたかがわかる

7回 目
ハンセン病のこれから
(目 標②)現在のハンセン病忠者の生活について分かる

8国 日
まとめ
これまでの講義を振り返り自己の考えをまとめることができる

準備学習
時間外学習

ハンセン病について、事前に学習しておいてください。

評価方法 課題レポート(100%)

受話生への
メッセージ

日本の歴史の中で、人類の文化がどのよう1こ 変化したのかを考えるとともに、これから人間が生きていくための文化を創造してください。

【使用教利書・教材・参考書】

<教材 >
烹汁膚師if竺 ,市

― ツ医 ス



2023年度 授業概要

学 科 看誰科

科 目名
(英 )

社会学

Sociology

必修

選 択
必修 年 次 l

担当教員 中本↓晋介

実務経験 ×

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

コース 曜 日'日寺限 月・3

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具l本的に記載する)

社会構造や人間と社会の関係とその相互作用を学び、人間の環境としての社会を理解する。

【到達目標】

1物事を社会の中で多角的・壮畔可的に捉えることができる
2先人たちによつて得られた社会に対する知識・見識・事象の成り立ちやあり方を理解する

<具体的日標>
目標①社会人・看護専門職者としての具体的な知識を身に付ける
目標②社会における看護という職業の位置づけを明らかにすることができる

授業計画1内 容

1回 目
(目 標①)健康、病気、医療への視座から、社会学の概念がわかる

2回 目
(日 標①)社会学的視点とモデル・保僚仕医療と社会学について考える

3回 目
(目 標①)社会調査の理論と技法を身につけることができる

4匝可目
(目 標①)健康・病気の社会格差について考える

5回 目
(目 標②)「 働き方J「 働かせ方Jについて考える

6回 目
(目 標②)地域社会と地域保険について考える

7回 目
(目 標②)現代的変化の位相について考える

8回 目
(目 標②)社会と医療を念頭に置いて:社会の新しい地平を追究する

準備学習
時間外学習

社会情勢に興味を持ちあらゆる分野の情報を取得してください

評価方法 課題レポート(100γ ))

受講生への
メッセージ

社会の変十ヒを知ることで、実習においてコミュニケーションの一助となります。今社会がどのよう1こなつているのか、常に興味を持ちましょう。

【使用教下{書・教材・参考書】

<数材>
i柱由Tイ l室 ,市

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2023年度 授業概要

学 科 看護利

科 目名
(英 )

英語

English

必修
選択

必修 年次 1
担当教員 毛利 美穂子

実務経験 ×

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

2

開講区分 前期

コース 曜 日・口寺限 木。3

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

医療現場で使える英語を学ぶ。

実務経験―・中学高等学校や、専門学校にて平成16年から教授経験あり

【到達目標】

1医療現場で、使用頻度の高い英文法を会話に当てはめて使えるようになること
2授業でのコミュニカティブな会話の練習を通して、英語話者である患者、顧客、同僚に対応する際に必要なアウトプット、インプット両方の能力を養う

授業計画・内容

1回 目 Chap lイ ントログクション

2回 目 Chap l受 付:初診、再診の方などの基本的な患者対応ができるよう1こなる

3回 目 Chapter lの 続き

4回 目 Chap 2病 院内の案内

5回 目 ChaFlter 2の 続き

6回 目 Chap 3体 の部位及び痛み (症状)の説明

7回 目 Chap 4忠者の訴えや症状の聴取 '情報収集

8回 目 Chとp5問 診時に使用する重要英語表現の学習

9回 目 Chapter 5の 続き

10回 目 Chap 6ア レルギーの有無や生活習慣、嗜好品についてたずねる問診表現を習得する

11回 目 Chapter 6の 続き

12回 目 Chap 7身 体瀕1定・診察時の表現、患者への丁寧な説明方法

13回 目 Chap 8ヴ ァイタルサイン

14回 目 総復習

15回 目 まとめ

準備学習
時間外学習

事前に教利書を読んでください。

評佃i方法 筆記・ヒアリング試験(100%)

受講生への

メッセージ
現在、企業の種類にかかわらず英語力のある人が求められていると思います。実用的に使える英語を勉強しましょう

【使用教利書・教材・参考書】

IヽEDICAL EBCLISH C()ヽ lヽ lUNIKATI()N医 療英語コミュニケーション 《医療・福祉英語倹定脇会》

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰科



2023年度 授業l既要

学 科 看護rl

利 目名
(英 )

形態機能学 I

(1光論・循環器・運動器)

Functionalヽ ′lolphology I

必修
選択

必修 年 次 l

担当教員
※1松本 澄久(8)

※2大石 正道(7)

実務経験 ※10 ※20

授 業

形態
講義

総時間
(単位 ) 1

30 開講区分 前期

コース 日経日・日寺
「
限 ※1水・1,2※ 2月 。4

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記
=Iけ

る)

人間の健康にFテ弓わる職種では、人間の体(人 体)と ,と にヽF去司する知識が必要とされる。高校までは、植物と動物についての一般的な知識を生物■として■んだっ本牟1目 で
ま将来健康科学に関する仕事をするために必要な、人体に関する生物学的知識を学ぶのが形態機能学 (解剖学 生理学)である。形態機能学 Iでは人体と心に関する
笑口識のうち、概論、循環器 血管・運動器について学習する。

※1 自衛隊病院において29年 間歯利医師として勤務した実績がある
※2 大学病院医学部の教授を経たのち、地域の病院において約15年 医師としての実績があり、現在に至つている

【到達目標】

人体の構造と機能 (循環器・血管・運動器)に ついて系統的に学び生命のメカニズムに関した生,型機有とを説明できる

<具体的目標>
目標①形態機能■の学習の必要性について理解し積極的に授業に参加することができる
日標②血管系の仕組みについて説明できる
目標③循環の働きについて仕組みと関連付ける
目標④人体の骨格を作る骨と関節の仕組みについて説明できる
日標⑤人体の筋肉の働きについて仕組みと関連付ける

授業計画・内容

1回 目

解剖学。生理学とは(P14～ 16)

(目 標①)解割学と生理学の対象、解剖学と生理学の関連を述べることができる
解剖学的用語 (P17～ 24)

(目 標①)人体内の四つの腔所名と内部の臓器名を挙げることができる

2回 目

ホメオスノ/シス(恒常性)(P25)
(目 標①)ホメオスタシスの意味を説明できる
フィード/｀ ック機構 (P26～ 29)

(目 標①)人体におけるフィードハック機構の役割を説明できる

3回 目
細月赳(P30-「,0)

(目 標①)細胞の構造と機有ヒを述べることができる

4回 目
人体を構成する4種 に組織(P51～ 61)

(目 標①)4種の主要な組織 (上皮組織、支持組織、筋組織、神経組織)について、その特徴を述べることができる

5回 目
心 ‖厳 (P102～ HO)
(目 標②)′さ臓の位置と各部位の名称を挙げることができる

6回 目
血管と循環 (Plll～ 124)

(目 標②)血液が体内を循環する経路を′Ь臓を中心に述べることができる

7回 目
心臓、血管の成長と老化(P125)

(目 標②)血圧を調整する因子を挙げることができる

3回 目
リンノく系 (P126～ 131)

(目 標④)主要な動脈と静脈の名称を述べることができる

9回 目

骨と看格の構造と機能 (P278～ 283)

(目 標①)骨格系の機能を3つ以上挙げることができる
頭蓋、体幹の骨格の構造と機能 (P284～ 289)

(目 標④)頭蓋の骨の名称を挙げることができる

10回 目
体肢の付格の構造と機能 (P290～ 295)

(目 標C)脊柱を構成する椎骨の名称を挙げることができる

1]回 目
関節の構造と種類 (P296～ 300)

(目 標①)4種類の関節の名称を拳げることができる

12回 目

骨格の成長と老化 (P301～ 303)

(目 標①)屈曲、仲展、外転、内転、回内、回外の言業を説明できる
筋の種類 (304～ 306)

(目 標⑤)3種類の筋組織の特徴、存在する臓器名を述べることができる

13回 目

筋の機能 (P307～ 310)

(目 標C)キ中経接合部とアセチルコリンの作用を説明できる
身体の運動と骨格筋 (Plll)

(日 標C)骨格筋の収縮に関連して、活動電位、等張性収縮、等尺性1又 縮を説明す/)こ とができる

14回 目
常格 肋の解剖 生理 (P312～ 321)

(目 標① )l´|、 表面 に近 い主要な筋 の名称 を、顔 面 、項部 、胸都 、腹部 、背部 、上肢 、下‖tにつ いて述 ′くることができる

15回 日
筋系の成長とゼ化 (P322～ 325)

(ロ ォ_面G)年綸}鯨 伏1豊の少イヒについて諦口月でき/】

準備学習
時間外■習

専門用語が多いので、事前にわからない言葉を調べておくと授業中のダ巳解が進みます。わからないこと
`士

そのままにせず、その都度質問するように心がけ
ましたう。

評何i方法
年記試験 (1007))

)<1(50%)
※?(50略 )

受計生への
メンセ~ジ はじめてt′ l専門用語オrど で難tい気持ちを )ヽつ と思い lξすが、看誰師とt´ て:と、要/に` 打1識です ,′歩tずつ粘り強くがんばり主に́主う.

【使用教科書・救 lイ 参考書〕

<数千‖壽>
ナーシング グラフィカ プ＼イトジ〉llVI造と1性能G解剖生理学 林正 lrl'ニ イメデ ィカ出帳 |

福岡医健・スホーツ P珂 学校 看誰や|



2023年度 授業概要

学 科 看護牟|

担当教員
司(6)

静香(8)

田
一辛

)

幸
立
ロ岡

角
前

※
※
※

修
択

必
選

必修 年次 1

実務経験 ※10 ※20 ※30

科目名
(英 )

形態機能学Ⅱ
(脳・神経・免疫・内分泌・生殖器)

Functlonal Morpholog、アⅡ 開講区分 通年

コース ※1火34※ 2火 l※ 3木 4

業
態

授
形 誌義

総時間
(単位 ) 1 曜日,時限

人間の健康に関わる職種では、人間の体 (人体)と心に関する知識が必要とされる。高校までは、植物と動物についての一般的な知識を生物学として学んだ。本科 目
に関する仕事をするために必要な、人体に関する生物学的知識を学ぶのが形態機能学 (解剖学,生理学)である。形態機能学Ⅱでは人体と心に関

る知識のうち、脳 ■申経・感覚器・内分泌・生殖器について学習する。

1… 歯科医師。福岡歯科大学・細胞生理学にて10年 間の教授経験あり。
として大学病院での実務経験と免疫学を長年研究した実績がある。

体の構造と機能 (脳・神経・感覚器・内分泌・生殖器)について系統的に学び生命のメカニズムに関した生理機能を説明できる

<具体的目標>
目標①形態機能学の学習のZ、要性について理解し積極的に授業に参加することができる
目標②脳神経系の構造と機能について説明できる
目標①外界の刺激を受容する感覚器の構造と機有ヒについて説明できる
目標④外部から情報を取り入れる仕組みについて説明できる

【到注目標】

授業計画・内容

1回 目

B営・神経系
(目 標①)形態機能学の■習の必要性について説明できる

(目 標②)大脳の機能と構造について説明できる

2回 目
脳・神経系
(目 標 l_′))聞脳 月曽幹・小脳の構造と機能について説明できる

3回 目
脳・4申経系
(目 標②)脊髄の機能と構造について説明できる

4回 目
R函・神経系
(目 標②脳神経・脊髄神経の構造と機能について説明できる

5回 目
脳・神経系
(目 標② )髄 1莫 脳室の循環の構造と|ゝ好命ヒ

6回 目
脳・神経系
(目 的②)脳の血管の構造と1幾能

7回 目
免疫系
(目 標l ll)獲 得免疲系の仕組みについて説明できる

8回 目
免疫系
(目 標③)自 然免疫系の仕組みと獲得免疫系との関連について

9回 目
免 覆 系

(目 標O)免疫系と感染症について説明できる

10回 目
免疫系
(目 標①)ア レルギーと自己■痕疾患

11回 日
内分泌系
(目 標①)内分泌の仕組みとホルモンについて説明できる

12回 目
内分泌系
(目 標①)主なホルモンの分泌と作用について説明できる

13回 目
内分泌系
(目 標①)糖 質・脂質 ,タンノ＼ク質の代謝について説明できる

14回 目

内分ィビヽ系
(日 標0)グルコースの流れとイレスリンによる血統調節について説明できる

内分泌・代謝器官の構造と機能について説明できる

15回 目
生殖器系
(目 標⑥)子孫を残す仕組みについて説明できる

準備学習
時間外学習

専間用語が多いので、事前にわからない言葉を調べておくと授業中の理解が進みます。わからないことはそのままにせず、その都度質問するよ)ここころ
がイサましょう。

評価方法
筆記試験(100%)
※1(10%)※ 2(50%)※ 3(10%)

受講生への

メッセージ
はじめての専門用言きなどで難し́い気持ちをイ】つと思い「にすが、看誰 R市 として必要な知識です.少しずつおり強くがんばり1主 しkう

【使用教科苦・教4■ '参 考苫】

<救↑1苫 ト

ナーシング・グラフィカ   人体の構造と|十
=育
ヒC角平剖生理学 : |卜正 健二 <メディカ出版》

サーシンク・グラフィカEXЭ 用・神経 (イデ
「

ウ出版■
ナーシンググラフィカ[X(F,‖ R・ 耳鼻1日n信 古 ,日

1■・皮膚 iメディカ出版 |ネ

ナーシンググラフィカEヽG I苦 泌尿器・内分ユL/ヽ '代 討す (メディカ出1板 ト
ナーランクグラフィカEXlll 女 生生殖器 イメディカ出ARヽ

福岡医健・スポーツ専門学校 者誰FI



2023年度 授業概要

学 科 看護科

利 目名
(英 )

形態機能学Ⅲ

(呼吸器・消化器)

Functional Morphology Ⅲ

必修

選 択
必 修 年次

担当教員 岡部 幸司

実務経験 ※10

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜 日・時限 火 3.4

【授業の学習内容I(※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

人間の健康に関わる職種では、人間の体 (人体)と Jい に関する知識が之、要とされる。高校までは、植物と動物についての一般的な知識を生物学として学んだ。本科目
では将来健康科学に関する仕事をするために必要な、人体に関する生物学的知識を学ぶのが形態機能学 (解剖学・生理学)である。形態機能学Ⅲでは人体と心に関
する知識のうち、呼吸器・消化器について学習する。

※卜 歯科医師。福岡歯科大学・細胞生理学にて10年間の教授経験あり。

【到達目標】

人l本 の構造と機能 (呼吸器・消化器)について系統的に学び生命のメカニズムに関した生理機能を説明できる

<具体的目標>
日標①形態機能学の学習の必要性について理解し積極的に授業に参加することができる
目標②呼吸器系の構造と機有ヒについて説明できる
目標③消化器系構造と機能について説明できる

授業計画・内容

1回 目
呼吸器系の構造と機能 (呼吸器系の役割・鼻と鼻腔・咽頭)

(目 標①)鼻や日から入る空気が肺に至るまでに通過する呼吸器官を挙げることができる

2回 目
呼吸器系の構造と機能 (咽頭・喉頭)

(目 標②)呼吸器系の加温・力口湿・清浄化 (感染防御)機構を述べることができる

3回 目
呼吸器系の構造と機能 (気管と主気管支胡市)

(目 標②)胸腔における胸膜と月市の位置関係が説明できる

4回 目
呼吸のプロセス(換気・内呼吸)

(目 標②)月市胞の構造を述べることができる

5回 目
呼吸のプロセス(ガスの運搬・外呼以)

(目 標②)呼吸の機能を述べることができる

6回 目
呼吸の調飾 (化学受容器と呼吸器系の受容器・呼吸中枢)

(目 標②)スパイロメーターで測定する排気量分画の意味を説明できる

7回 目
呼吸の調節 (呼吸調節の効
(目 標②)肺活量・%肺活量

果器である呼吸筋・呼吸の様々な異常)

・1秒間努力呼気容量・1秒率の臨床応用について述べることができる

8回 目
呼吸器系の成長と老化
(目 1票 ②)外呼吸・内呼吸を説明できる

9回 目
食欲
(目 慄③)食欲の調節機構を述べることができる

10回 目
咀啜
(目 標③ )llと 液の成分と機能を説明できる

11回 目
町〔下
(目 標③)歯の構造を述べ、乳歯と永久歯の名称を挙げることができる

12回 目
ヤ肖化
(目 標③)哄下の機構を述べることができる

131耳I日
吸収
(目 標③)胃・小腸・大腸の構造名を挙げることができる

14回 日
すl倖泄
(目 標③)消 化管や付属腺から分泌される消化酵素の名称と、各々が作用する物質を説明することができる

15回 日
消化器系の成長と老化
(目 慄⑥)消 化器の発達について述べることができる

準備学習
時間外■習

専門用語が多いので、事前にわからない言葉を調べておくと授業中の理解が進みます。わからないことはそのままにせず、その都度質問するよう1こ こころ
がイナましょう。

評価方法 竿記試験 (100%)

受話生への
メンセ~ジ はじめての専門用語などで難しい気持ちをもつと思いますが、看謹師としてピ、要な知識です。少しずつ粘り強くがんばりましょう。

【l'lH用 数ド1書・数ll・ 参考書】

<教 f‖ 書>
ナーシンク・グラフィカ 人付くの構造と機能① 解剖生ナlll羊 :林正 健二 ≪メディlノ 出ll(≫

福岡医l't羊

―
・スポーツ専門学校 看護科



2023年度 授業概要

学 科 看護科

科 目名
(英 )

形態機能学Ⅳ

(血液・腎・泌尿器)

Functional Morphology Ⅳ

必修
選択

必修 年 次 1
担当教員

※1松本 澄久(8)

※2河野 啓助(7)

実務経験 ※10 ※20

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜 日・時限
※1水・1・ 2

※2木 。2

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

人間の健康に関わる職種では、人間の体 (人体)と心に関する知識が必要とされる。高校までは、植物と動物についての一般的な知識を生物学として学んだ。本利目
では将来健康科学に関する仕事をするために必要な、人体に関する生物学的知識を学ぶのが形態機能学 (解剖学,生理学)である。形態機能学Ⅳでは人体と心に関
する知識のうち、血液・腎・泌尿器について学習する。

※l… 自衛隊病院において29年間歯科医師としての実績がある
※2-大学病院および地域の病院において、腎臓専門医として20年以上の実績があり、現在に至っている

【到達目標】

人体の構造と機能 (血液・腎・泌尿器)について系統的に学び生命のメカニズムに関した生理機能を説明できる

<具体的目標>
目標①形態機能学の学習の必要性について理解し積極的に授業に参加することができる
日標②血液の構造と機能について説明できる
目標③体液の調節と尿の生成の仕組みと働きについて説明できる

授業計画・内容

1回 目
血ィl父 の機能と成分 (血液とは,血液のlモカき)

(目 標①)血漿と血清の違いを説明できる

2回 目
血駁の機能と成分 (血 ll宝 の成分)

(目 標②)血球と血漿の成分を挙げることができる

3回 目
血液とその機能 (赤血球・白血球)

(日 標②)血球の名称と機能を説明できる

4回 目
血Fl支 とその機能 (h1/卜板と血液凝固及び血栓の線溶
(目 探②))造血にかかわろサイトカインを挙げることができる

5回 目
m恢型と輸m(ABO式市L預型・Rhtt ml阪 型)

(目 標②)ABO式 、Rh式の血液型について説明できる

6回 目
血液と輸血 (輸血に際しての交差適合試験)

(目 標②)止血のメカニズムを説明できる

7回 目
血Υl支 と輸血 (ヒ ト組織通合性 白血球抗原 )

(日 標②)輸血について説明できる

8回 目
血液の発生
(目 標②)造血について説明できる

9回 目
腎臓 (腎臓の構造と機能)

(目 標③)ネフロンの構造を述べることができる

10回 目
腎臓 (尿の生成・血Υl々成分の調節)

(目 標③)糸 球 l′ Fヽ の濾過と尿細管の再吸収、分泌により尿が再生される過程を述べることができる

11回 目
尿管
(目 標③)尿に含まれる物質を挙げることができる

12回 目
月芳月光
(目 標③)無尿、乏尿、多尿を定義することができる

13回 目
尿 返

(目 標③)アルドステロンが腎臓に及ぼす影響について説明できる

14回 日
排尿の生理
(目 標③)排尿の機構を述べることができる

15回 目
泌尿器系の成長と老化
(目 標③)尿道の構造について男性と女1上の差を説明できる

準備学習
時間外学習

専門用語が多いので、事前にわからない言葉を調べておくと授業中の理解が進みます。わからないことはそのままにせず、その都度質問するようにこころ
がけましょう。

評価方法

竿記
~式

験 (100%)
※1(50/,)

×2(50y,)

受 話 生
才＼ の

メッセージ
はじめての専門用語などで難しい気持ちをもつと思いますが、看護師として必要な知識です。少しずつl llり 5虫 くがんばりましょう。

【使用教牟|き・数材・参考書】

<数十1書 >
ナーシング・グラフィカ人体の‖造と1幾 能① れ御 l ttl111学 : 林正 健二 《メディカ出版≫



2023年度 授業概要

学 科 看護科

利目名
(英 )

生化学

Biocheinistry

必修
選択

必修 年 次 1
担当教員 自見 英治郎

実務経験 ○

授 業

形 態
講 義

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 後期

コース 曜日。日寺限 金・1～ 2

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような1受業を実施するのか、具体的に記裁する)

実験室で観察する化学反応とは違い、生体内の化学反応はpHも 温度も温和な条件で進む。また多様な種す頂の反応が同じ場所で同時に起こる。それでも混乱すること
なく、これらの化学反応により私たちの体は栄養分からエネルギーを取り出し、生体構成分子を合成し生命活動を行つている。生化学では、私たちの体がどのような物質
から成り立っているか、それらの物質がどのように作らね′、分角字され、調節されて生命を維持しているのか学ぶ。

【到達目標】

人体の構成成分である化合物の性質と代謝について説明できる

<具体的目標>
目標①生体を構成する物質について説明できる
目標②生体内の物質代謝について説明できる

授業計画・内容

1回 目
代謝総論
(目 標①生命活動にはエネルギーが之、要であることを知る)

2回 目
生命維持に必要な栄養素の構造と′性質 (4回月包・糖質・Л旨質)

(目 標①生命活動の場である細胞の基本的な構造と機能を理解し、生化学反応の場となる細胞小器官について知る)

3回 目
生命維持に必要な栄養素の構造と性質 (アミノ酸とタンパク質・核酸とヌクレオチド・ビタミン)

(目 標①)栄養素としての糖質、脂質、タンパク質、核酸、ビタミンの性質を理解し、これらの栄養素に関連する生命活動を支える物質について知る)

4回 目
酵索
(目 標①)体の中で代謝の流れを作る酵兼の働きを理解する

5回 目
糖質代謝 (糖質代謝のオ「尭要・解糖の仕組み・グリコーゲンの合成と分解)

(目 標②)糖質の種類と基本構造、また、それぞれの役割について理解する

6回 目
糖質代謝 (ペントースリン酸回路を経る代謝・糖新生・血糖の調節とホルモンの作用)

(目 標②)血糖はどのよう1こ調飾・維持されているのかを理解する

7回 目
月旨質代謝 (脂質代「拐すの役害1と概要・脂質の消化・Fノ文なと貯蔵・月副万酸の分解)

(目 標②)脂質の種類と、それぞれの基本的な役割について理解する

8回 目
脂質代謝 (クトン体の代謝・月旨月方酸と脂肪の合成・コレステロールの代謝)

(目 標②)脂質は体内でどのように運搬されるのかを理解する

9回 目
脂肪代謝 (リ ン酸とエイコサノイド・血中リポタンパク質・脂質異常症・月馴方細胞と生活習慣病 )

(目 標②)脂質の仲間には特殊な生理作用を持つのt)があることを理解する

10回 目
タンノくク質とアミノ酸の十く謝 (タ ンノくク質 'アミノ酸の役害1と概要・タンノくク質のヤ肖化と吸収・アミノ酸の十(副f)

(目 標②)タ ンパク質の消化吸収がどのように行わオ¶フるのかを理解する

11回 目
タンパク質とアミノ酸の十(謝 (アミノ酸のその他の使われ方・アミノ酸代謝と先天性代訪1異 常・ヘムの生合成とビリルビンの代謝)

(目 標②)ア ミノ酸が核酸、神経伝達物質などの合成初料として使われることを理解する

12回 目
核酸・ヌクレオチドの代謝
(目 標②)核酸、ヌクレオチドの基本構造と役割についてもう一度理解する

13回 目
エネルギー代謝の統合と制御について説明できる
(目 標②)生体では糖質、脂質タンハク質の代謝がどのようにつながつているノ)かを理解する

14回 目
遺伝情報について説明できる
(目 標②)遺伝情報が何に担われ、どのように保存されているのかを理解する

15回 目
先天性代謝異常について説明できる
(目 標②)潰伝子に異変が起ころと、それが原因で代謝が正常に行われないことがあることを理解する

準備学習
時間外学習

専門用語が多いので、事前にわからない言葉を調べておくと1受業中の理解が進みます。わからないことはそのままにせず、その都度質問するようにこころ
がけましょう。

評価方法 筆記試験 (100%)

受話生への

メッセーブ
病気を理角千するうえで生化学の知識は必要です。イど、たらげ)身 lF、が摂取とィたも(ノ lをどのように消化 pヽノ之Htttッ 栄養分として活用するのか一緒に学びましょう。

【使用教科書・教|」・参考普】

<数 1́書 >
ナーシング・グラフィカ 人体の構造と1能能② 臨味生十ヒ学 宮洋 志二 (メディカ出版 >

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2023年度 授業概要

学 科 看護科

科日名
(英 )

病理学

Pathology

必修

選 択
必修 年 次 l

担当教員 松尾 拡

○実務経験

授 業

形 態
講義

総時間
(単位 )

30

l

開講区分 後 期

コース 曜 日・日寺限 月 1・ 2

〔授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記‡支する)

病理学では、なぜ身体に不調が起こるのかその原因を考え、それらが実際の忠者さんに具体的にどのように現れるのかを系統的に学ぶ。

松尾拡…歯科医師として35年の実績があり、九州大学を経て、現在九州歯科大学で病理学研究実績がある

【到達目標】

病気の原因の解明、発生機序と人体への影響、組織の構造変化について説明できる

<具体的目標>
目標①病気の原因について説明できる
目標②病気の成り立ちから先天異常・代謝異常・循環障害・炎症・州壺瘍について説明できる
目標③身体内での病的変イヒの成り立ちについて説明できる

授業計画・内容

1回 目
病理学 看護と病理学
(目 標①)病気の原因、つまり病因としてどのようなものがあるのか説明できる

2回 目
病気の原因
(目 標①)病気の内因と外因にはどのようなものがあるのか説明できる

3回 目
細月包・組織の損傷と適応
(目 標②)細胞・組織の損傷とその原因について説明できる

4回 目
細胞・組織の損傷に刑する反応としての炎厄
(目 標②)炎症の原因と症状について説明することができる

5回 目
免疫と免疫不全
(目 標②)遺生体防御反応としての免疫、免疲反応について説明できる

6回 目
アレルギーと自己免疫疾患
(目 標②)アレルギー反応の原因症状と自己免疫疾患について説明できる

7回 目
感染戸正
(目 標②)感染症の原因となる病原体に特徴や宿主の感染防御機構について、また代表的な感染症とその治療法と予防について説明できる

8回 目
循環障害
(目 標②)血管神経としての動脈硬化症がどのような病変であるのか、病変の形成過程を学習する。心疾患としては定義と病態について説明できる

9回 目
代謝障害
(目 標②)各病変について説明できる

10回 日
老化と死
(目 標②)ヒ トの老十ヒと死について学び、尊厳死や緩和医療・緩和ケアなどの終末期医療の問題について考えることができる

H回 目
先天異常と遺伝子異常
(目 標②)遺伝に関する基本的知識をFtと 認した上で、先天異常・遺伝子異常とはどのようなものか、どのような原因で生じるか説明できる

12回 目
煙場の定義と分類
(目 標②)腫瘍とは何か、がん種と肉腫の違いは何か、悪性腫瘍と良性腫瘍の違いは何か、などについて、正確に 説明できる

13回 目
腫瘍発生の病理
(目 標③)月重瘍の発生機序について説明できる

14回 目
生活習噴による生体の障害
(目 標③)生活習慣による生 l′本への影響について説明できる

15回 目
放射線による生体の障害
(目 標⑤)放射線による生体への影響について説明できる

,卜 備学習
料寺間外学習

専門用語が多いので、事前にわからない言葉を調べておくと授業中の理解が進みます。わからないことはそのままにせず、その都度質F日 するよう1ここころ
がけましょうc

評価方法 筆記試験 (100%)

受講生への

メッセージ
病理学、疾病論 (症状・徴t柔 )についてP,日 連付けて考えていくと理解しやすいと思います。専門用語など実に解ですが、一緒に学びましょう。

【使用教オ‖書・教材・参考書】

<教11書 >
系統看護学詰庄 専門基礎分野 疾病ノl茂り立ちと回復の促進①  病理学

<参考図書>
ナーシング・グラフィカ疾病の成り立ち①病態生丑`J!学 : 山内 豊明 ≪メディカ出版→

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰刊



2028年度 授業概要

学 牟| 看護科

担当教員
※1勝田 仁(8)

※2大石 正道(7)
必修
選択

必修 年 次 l

実務経験 ※10 ※20
科目名
(英 )

後 期

疾病治療論 I

鯛肖・神経・運動器)

Disease Treatlnent I 開講区分

コース

授業
形態

講 義
総時間
(単位) 1 曜日・H寺 限 ※1火 2※ 2月 4

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

脳・神経系や循環機能の障害は直接死に直結する可能性のあるものです。脳・神経系では障害される部位により症状の発現は異なり、疾患や障害の機序によって起
こり得る障害を予測し観察を行つていくことは看護にとても重要です。
運動機能は人の生活に深くかかわり、「立つJ「 歩く」「つかむJと いった基本動作から趣味、仕事など自己実現のための活恵力にまで深くかかわつている。
これらの幅広い分野を系統的に分類し、それぞれの特徴から病態生理・症状など疾患理解につなげることで看護に必要なアセスメント能力を養います。

※1 大学病院医学部教授
※2 大学病院医学部の教授を経たのち、地域の病院において約 15年医師としての実績があり、現在に至っている

脳・神経系、運動器系疾患に関する病態生理・症状・検査を理解し、アセスメントできる基礎的知識を習得する

<具体的目標>
目標①脳・神経系疾患の身体的アセスメントができる
目標②運動器系疾患の身体的アセスメントができる

【到達目裸】

授業計画・内容

1回 目
脳・神経の構造と機能、舶・神経の異常でみられる症状
(目 標⑪ )月肖・神経系の解剖整理を理解したうえで、異常時の症状について説明できる

2回 目
脳・神経疾思の検査、脳・神経疾患の主な治療
(目 標① )月い神経疾患の検査と治療について説明できる

3回 目
脳血管障害・脳腫易
(目 標①)脳血管障害・脳月重瘍とはどのような状態かを簡単に説明できる

4回 日
頭部外傷,水頭症
(目 標①)頭部外傷・水頭症により発生する機能障害を,lt明 できる

5回 目
感染性疾患、脊椎・脊樋疾患
(目 標①)中枢神経系の感染症および脊椎・脊髄の損傷による機能障害を簡単に説明できる

6回 目
神経変性疾愚・不随意連動、謎知圧
(目 標①)オ申経変性疾患および免疫性神経疾患の概念・定義'原因について説明できる

7国 目
末梢神経疾患、脱髄性疾患
(目 標①)末梢神経疾患と脱髄性疾患の病態生理について説明できる

8回 目
筋疾患、てんかん
(目 標①)筋疾患とてんかんの病態生理について説明できる

9回 目
運動器の機能・運動器の異常でみられる症候(P16～ 38)

(目 標②)運動器の解剖整理を理解したうえで、運動器の異常にみられる症状について説明できる

10回 目
整形外科で行われる検査(P39～ 76)

(目 標②)運動機能に必要な検査について説明できる

H回 目
運動器疾患の主な治療・処置(P77～ 105)

(目 標②)大腿骨頸部骨折の治療方法を説明できる

12回 目
運動器

`′

)疾 患(P106～ 187)

(目 標②)骨折、脱臼、革ノ
'帯

損傷、その他の外傷について説明できる

13回 目
運動器の疾患 (P188～ 232)

(日 標②)骨粗慈症、関節炎・腱輪炎、変形性関節症、大胆l艮 骨頭壊死について説明できる

14回 目
運動器の疾患 (P233～ 278)

(目 標②)脊椎変性疾患、骨・軟部腫瘍、コンパートメント症候群について説明できる

15回 目
運動器の疾患 (P279～ 302)

(目 標②)筋疾患、末梢神経麻痺、その他の疾患について説明できる

準備学習
時間外学習

前提 :疾患理解には解剖生理の理解が必要となります。解剖生理で学んだ内容について復習を行い授業に臨むことc

とこで学んだ内容が看護を学ぶ際に重要となってきますので復習を十分に行うようにしてくださいぅ

評価方法
筆記試験(100%)
※1(50%)
＼2(50(あ )

受講生への

メッセージ

看護は疾患理解が何より重要です。看護の対象がどのような疾患を持ち、どのような冶療を受けているか、どのような全身状態なのかなど把握して初め
てそσ)人 に必要な看護が提供することができます.看護の対象に喜んで )ヽら える看護の実践者になるために病態理解・疾患理解を十分に進めていって

ください。
体調管理には気を付けて欠席しないよう1こ して下さい。

<教や1書 >
ナーシンク・グラフィカ健康の回復と看護① 脳神経機能障害′′感覚脱能障害 : 四オJ維子 ≪メディカ出版》

ナーシング グラフィカ健康の回復と看誰Э運動機能障害 :石川 ら、みよ、山本 志子、遠藤 lrl・ 言I(メ ディカ出版>
ナーシング グラフィカEX疾患と看護O運 動器:萩野浩、山本志子 《メデ r力 出版Ⅲ

林正 健二、山内 豊明 てメディカ出版→

I使用数牟1書・教lイ・参考書】

(参考区I讐 >
ナーシング・グラフィカ 健康の回復と考護

‐
⊃疾病と冶療

― ツ岡 医 ス 「 ]



2023年度 授業概要

学 や| 看護科

科目名
(英 )

疾病治療論Ⅱ
(血液・造血器・循環器)

Disease Treatment Ⅱ

必修
選択

必修 年 次 1

担当教員 松本 澄久

実務経験 ※10

授 業

形 態
講義

総時間
(単位)

30

1

開講区分 後 期

コース 曜 日・日寺限 水■・2

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

血液は酸素や二酸化炭素の運搬、免疫など人が生きていくのに重要な役割を担っている。血液・造血器の障害とは、これらの役割に異常をきたす疾患である。また、
循環器の障害は頻度も多く、治療等による合併症も出やすいためどの分野で働く看護師であっても十分な知識が求められます。
これらの幅広い分野を系統的に分類し、それぞれの特徴から病態生理・症状など疾息理解につなげることで看護に必要なアセスメント能力を養います。

※l… 自衛隊病院において29年 間歯科医師としての実績がある

【到達目標】

血液・造血器系、循環器系に関する病態生理・症状・検査を理解し、アセスメントができる基礎的知識を習得する

<具体的目標>
目標①血液・造血器疾患系の身体的アセスメントができる
目標②循環器系疾患の身体的アセスメントができる

授業計画・内容

1回 目
血ィィ2~の組成と機育ヒ(P16～ 17)

(目 標①)血液の各成分の働きについて説明できる

2回 目
血ャl々・造血器の異常でみられる圧状 (P18～ 41)

(目 標①)貧血、発熱、リンパ節Л重脹、易感染症、出血傾向、骨痛について説明できる

3回 目
血液・造血器の異常で行われる検査(P42～ 53)

(目 標①)末梢血検査、骨髄松査、出血傾向の検査、リンパ節検査について説明できる

4回 目

血 ィlチ【・造 血 洛 次 患 の 冶 療・処 置 (P54～ 91)

(目 標①)化学療法、造血器腫瘍の治療に対する支持療法、放射線療法、輸血、造血幹細胞移植、造血器腫瘍以外の血液疾患に対する治療について
説 明 で きる

5回 目
血液・造血器の疾患(貧血)(P92～ 105)

(目 標①)貧血の種類と特徴について説明できる

6回 目
血 ll茨・造血器の疾患 (出 血傾向)(P106～ 124)

(目 標①)出血傾向の種類と特徴について説明できる

7回 目
血 ll々・造血器の灰患 (血 ll文共常)(P125～ 145)

(目 標①)白 血病の種類と特徴について説明できる

8回 目
血液・造血器の疾患 (リンパ腫)(P126～ 155)

(目 標①)リ ンパ腫の種類と特徴について説明できる

循環器の構造と機能、イll環器機能の異常とそこから引き起こされる症状
(目 標②)循環器の構造と機能について想起し、循環器機能の異常と症状について説明できる

10回 目
循疎器系の検査、循環器灰思の主な治原
(目 標②)循環器疾患の検査と治療について説明できる

H回 目
心不全、血圧異常
(目 標②)心不全と血圧異常の病態生理について説明できる

12回 目
アテローム性動脈朽更化症、冠血流障害 (虚血性,い疾患)

(目 標②)アテローム動脈硬十ヒ症と虚血性心疾志の病態生理について説明できる

13回 目
刺激伝導系の障害、弁機能の1軍害
(目 標②)刺激伝卓系と弁機育ヒ障害の病ほ生ア甲について,元明できる

14回 目
先天性の心臓の形態異常、心筋障害、心臓の異常(心 l■ 炎)

(目 標②)先天性心疾患と心1実 炎の病態生理について説明できる

15回 目
血管の器質異常、循環器以外″)原疾患による循環器系の障害及び心不全
(目 標②)血管の異常と循環器系以″卜の原疾患の病態とメカニズムについて説明できる

準備学習
時間外学習

前提 :疾患理解には解剖生理の十里解が必要となります。解剖生理で学んだ内容について復習を行い授業に臨むこと
ここで学んだ内容が看護を学ぷ際に重要となってきますので復習を十分に行うようにしてください。

評価方法 筆記試験 (100γ ))

受講生への
メンセ~ジ

看護は疾患理解が何(kり 重要です。看護の対象がどのような疾患を持ち、どのような治療を受けているか、どの(kうな全身状態なのかなど把握して初め
てその人に必要な看誰がりと供することができます。看言t')対象に喜んでもらえる看護の実践者になるために病態理解・疾患理解を十分に進めていってく
ださい。
休調管理には気を付けて欠席しないよう1こ して下さいぅ

【使用教科書・数材・参考書】

<教牟1書 >
ナーシング・グラフ r'ブ 健康の回復と看護① 造血機能障害/免疫機,こ 障害 :矢野 久子、失野 邦夫 ≪メディカ出版≫
ナーシング・グラフィカ健康の回復と看謹l‐ IΠ乎吸根市ヒ障害/1'環 l年 1ヒ 障害 : 佐伯 由香、田中 美智子 <メデ ィカ出版■

ナーシング・グラフィ′フEX疾患と看護(_')循 礫器 野原睦司 三浦,英 恵、岡田彩子、山内英樹 《メディカ出版》

<参考図書>
ナー↓イング・ノノラフィカ「とけでυ)回「てと'‐ 註に

'疾
病と治療 ll、 止 健二、山内 豊明 てメディカ出版>

福岡医 l′(ll・ スポーツ専門学校 看護⌒|



2023年度 授業概要

学 季| 看護科

利目名
(英 )

疾病治療論Ⅲ
(呼吸器・内分泌・代謝)

Disease Treatment Ⅲ

必 修

選 択
必修 年 次 1

担当教員
※1(8)
※2岡 部 幸司(7)

実務経験 ※10 ※20

授業
形態

詰義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 後期

コース R醍 日。時限 ※1水34※ 2火 34

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

呼吸機能は生命維持に直接的に関わっている器官の一つです。呼吸器の障害は直接声明にに機器が及ぶとともに、大きな苦痛や不安にヽ )つながります。また、内分
泌機能は人の体温調節や水分調節などホメオスタシスの維持を担っており、様々な器官が人体には存在しています。
これらの幅広い分野を系統的に分類し、それぞれの特徴から病態生理・症状など疾患理解につなげることで看護に必要なアセスメント能力を養います。

※ l

※2 歯牟1医師。福岡歯科大学・細胞生理学にて10年 間の教授経験あり。

【到達目標】

呼吸器系、内分泌系に関する病態生理・症状・検査を理解し、アセスメントができる基礎的知識を習得する

<具仏的目標>
目標①呼吸器系疾患の身体的アセスメントができる
目標②内分泌系疾患の身体的アセスメントができる

授業計画・内容

1回 目
呼吸器の構造と機能、呼吸器の異常でみられる圧状
(目 標①)人体における呼吸器系の役割について理解したうえで、呼吸器の異常の症状について説明できる

2回 目
呼吸器科で行われる検査、呼吸器疾患の主な治療・処置
(目 標①)呼吸器に関する健和・治療・処置について説明できる

3回 目
呼吸不全、酸素化障害
(目 標①)疾患のメカニズムについて説明できる

4回 目
換気障害
(目 標①)疾患のメカニズムについて説明できる

5回 目
肺循環障害、呼吸器感染症
(目 標①)疾患のメカニズムについて説明できる

6回 目
肺癌
(目 標①)疾患のメカニズムについて説明できる

7回 目
免疫・アレルギー、胸月莫・縦郵疾患
(目 標①)疾患のメカニズムについて説明できる

8回 目
その他の肺の疾患
(目 標①)疾 患のメカニズムについて説明できる

9回 目
内分泌・代謝器官の構造と機能、内分泌機関の異常でみられる症候、内分泌・代謝内科で行われる検査
(目 標②)内部環境調節機能についての基本的事項を理解したうえで、内分泌・代謝に関する検査について説明できる

10回 目
視床下部 ,下垂体疾患、甲状Л泉疾患
(目 標②)視床下部・下垂体・甲状腺疾患について、衛潔に説明できる

H回 目
副甲状腺疾患、副腎皮質・髄質疾患
(目 標②)副 甲状腺・副腎皮質・髄質疾患について怖深に説明できる

12回 目
その他の内分泌疾忠
(目 標②)内 分泌疾患にはどのようなものがあるのかを説明できる

13回 日
代副す異常(糖尿病)

(目 標②)糖尿病について術潔に説明できる

14回 目
その他の代謝・栄養疾患
(目 標②)糖尿病メ外の代謝疾息と栄養疾患について説明できる

15回 目
体温,,司節機能障害
(目 標の)体温訓節機能のメカニズムを理角子し、その提能の障害のメカニスムについて説明できる

準備学習
時間外学習

前提:疾患理解には角♀剖生理の理解が必要となります。解剖生理で学んだ内容について復習を行い授業に臨むこと。
ここで学んだ内容が看護を学ぶ際に重要となってきますので復習を十分に行うようにしてください。

評価方法 竿記試験 (100%)

受 i社
/J1/ヽ′)

メンセ~ジ

看護は疾患理解が何より重要です。看護の対象がどのような疾患を持ち、どのような治療を受けているか、どのような全身状態なのかなど把握して初めて

その人に必要な看護が提供することができます。看護の対象に喜んでもらえる看誰の実践者になるために病態理解・疾患理解を十分に進めていってくだ

さい。
体調管理には気を付けて欠席しないようにして下さい。

I使用教牟1苦・教1/1・ 参考書】

<教刊書 >
ナーシレグ・グラフィカ健康の回復と看護① 呼吸機能障害 /循環機古ヒ障害 i佐十白由合、四中 美智子 <メ デ ィカ出版 >
ナーシング・グラフィカ健康の回夜と看誰⑥ 内部環境訓節機|ヒ 障害/性・生殖機古ヒ障害 :林正 l′l二 ≪メディカ出版≫
ナー)レ グ グラフィカEヽ 疾患と看諺C)呼吸器 :讃井1子満、加衷イ古t郎 、宇都官明 J二 、本城横子 《メディカ出版》
ナーシング・グラフィカEX疾患と看護⑤ 腎/泌 万t器 /内分泌・代謝 :倫木正憲、酉山博之、ヨ田明裕、田中和ヒ子 《メデ ィカ出H民》

(参考ほI普 >
ナーシング・グラフィカ 健康の回復と看註① 疾病とイ十ェ廉 十卜1[Fと 二、山内 豊1月 ≪メデ ィカ出版>



2023年度 授業概要

学 科 看護科

科目名
(英 )

疾病治療論Ⅳ
(腎・泌尿器・消化器・▼L腺 )

Disease Tleatment Iヽ ア

必修
選択

必修 年次 l

担当教員
※l河野 啓助(5)

※2 井 L裕 (lo)

実務経験 ※10 ※20

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開討区分 後 期

コース 曜 日,時限 ※ 1木・2 ※2木・1

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

腎・泌尿器の障害やIL腺 の障害は身体的な苦痛だけでなく精神的 ,社会的な側面での苦痛も大きく伴います。そのため、看護師には幅広い疾患理解が必要になりま
う。また、人体は消イヒ・吸収・合成・分解を繰り返すことで生命維持や成長に必要なエネルギーを産生,蓄積しますが、多くの器官でそれぞれの役割を担っているため、
消化器の障害は多種多様になります。
これらの幅広い分野を系統的に分類し、それぞれの特徴から病態生理 ,症状など疾患理解につなげることで看護に必要なアセスメント能力を養います。

※1 大学病院および地域の病院において、腎随専門医として20年以上の実績があり、現在に至っている
※2 大学病院および総合病院で外科医B下として30年 以上勤務している

【到達目標】

腎・泌尿器系、消化器系および乳月阜に関するア丙態生理・症状・検査を理解しアセスメントができる基礎的知識を習得する

<具体的目標 >

目標①腎・泌尿器系疾患の身体的アセスメントができる
目保②消化器系疾患の身体的アセスメントができる
日標③乳Л泉疾患の身体的アセスメントができる

授業計画・内容

1回 日
腎疾 患 を学 ぶ ための基 礎知識

(目 標①)腎 l蔵機育ヒを理解したうえで、関連する症状・検査について説明できる

2回 目
腎臓の疾思(腎不全、原発性糸球体疾患高血圧及び腎血管障害)

(目 標①)急性腎不全の分類と特徴、慢性腎臓病の特徴と症状について衛潔に説明できる

3回 目
瞥臓 の灰 思 (尿細 管・問質‖生疾 思 、全身性 疾 患 に伴 う腎 障 害 、嚢 胞性 腎 障 害 )

(目 標①)腎機能障害に関連した尿の異常について説明できる

4回 目
泌尿器疾患を学ぶための基五こ知識
(目 標①)尿路の機能障害がどのような状態であるかを理解できる

5回 目
泌尿器の疾患
(目 標①)尿路の機能障害異を起こす原因・疾忠と治療を知る

6回 目

消化 器 の圧 状 とその偏 態 生ユと

(目 標 ② )消 化器 疾 患 にお ける症 状・徴 侯 の特徴 と、その病 態 生理 につ いて学 ぶ

各 症 状・徴 候 と多 1歳 器 の疾 患 との 関連 につ いて理解 する

7回 目

検査と治療
(目 標②)消化器疾患の診察と診断の方法について理解する

合種の検査の意義・目的・実施法 (手技)・ 適応疾患について理解を深める
治療・処置の基本的な考え方を踏まえ、各種治療法の概要と適応疾患について学ちξ

8回 目
疾患の理解
(目 標②)食道の疾患・胃・十二指腸疾患について理解を深める

9回 目
疾 患 の埋 唯

(目 模 の )腸の疾 魚 につ いて

'「

解 を深 める

10回 目
,矢

'3●

)埋周年
(日 揮 (の 〕月写R車療 R・ RT門 席 RについてJ里紀 矛深 め′】

11回 目
次 志 の ,ピ畔

(目 練 の )肝 1蔵 胆多 の療 Rにつ いてヂ甲解 ″i果 め /1

12回 目
次 患 の 埋 昨

(日 輝 ② ⅢΠ主艤 の 療・中 1「 っ い て ."口月て 芸ム

13回 目
(日 悌 (、1''手 し

'芳

σ
'l工

憔 (こ つ い (説 明 ぐきる

引 R泉ハ|で行 わ れ ′】言参客・給 杏 につ い て言帥口月で き /ぅ

14回 目 (目 標O)乳腺稗で行われる主な治療・処置について,丸明できる

15回 日 (目 標O)乳腺の疾患について説明できる

準備学習
時間外学習

前提 :疾 患理解には解剖生理の理解が必要となります。解剖生理で学んだ内容について復習を行い授業に臨むこと。
ここで学んだ内容が看護を学ぶ除に重要となってきますので復習を十分に行うようにしてください.

評価方法

筆記試験(100%)
※1(30%)
※2(70`/))

受計生への

メッセージ

看護は疾患理解が何より重要です。看護の対象がどのような疾患を持ち、どのような治療を受けているか、どのような全身状態な
'lか

など把握して初め
てその人に必要な看護が提供することができます。看護の対象に喜んでも19える看護の実践者になるために病態理解・疾患理解を十分に進めてい‐ってく
ださい。

11＼ 調管T里 には気を付けて欠席しないようにして下さい。

【使用教イl書・教材 参考書】

<教科書>
ナーシング グラフィカEX疾患と看言tC腎・ヤ必尿器

'内
分lと・ヽ代謝I綸本正憲、西山博之、習田明裕、田中れこ子 (メディカ出版》

ナーシング グラフィカ ′rr床の回復と看護ご)疾 J商と治療 :|卜正 健二、山内 豊明 <メディカ出版＼`

す―ラング・グラフィカEX疾患と舌護 Э ツて性生殖器 :松浦幸恵、東独次郎、林みずほ、小林範子、佐川正 《メディカ出版》

く参考図書 >

ナーシング グラフィカ[＼ 疾忠と看諺C消 化器:三原 BJ、 、明石志千、土肥直壮|、 佐藤正美、稲森正彦 《メディカ出版)

偏阿医健・スボーツ専門学校 看誰や|



2023年度 授業概要

学 浴| 看;ととイヽ1

田
田
部

高

勝

岡

※
※
※ 御的熱脚

担当教員

※ 4 松本

必修
選択

必 修 年 次 1

実務経験 ※10 ※20 ※30

科目名
(英 )

疾病治療論V
(自 己免疫・アレルギー・感染症・感覚

器・口河空)

Disease Treament V 開講区分 後期

コース

授業
形態

講義
総時間
(単位 ) l 曜日・日寺限

※1± 3・ 4※ 2火 2

※3水 l～4※ 4水 3・ 4

〔授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記栽する)

人は異物から人体を守るための免疫機能を持つているが、障害が起きるとさまざまな健康問題が生じてきます。自己を異物と誤認識しいてしまう自己免疫性疾患、外
部からの異物に反応するアレルギーや、治療によって生じるアレルギーなどがあります。また、新たな感染症患者教も増加しており、基礎疾患のある患者は重症化しや
すいことから確実な知識が求められます。
これらの幅広い分野を系統的に分類し、それぞれの特徴から病態生理・症状など疾患理解につなげることで看護に必要なアセスメント能力を養います。

※1 大学病院および総合病院において25年以上内アJ医として勤務している
※2 大学病院医学部教授
※3 歯利医師1)福 岡歯利大学・細胞生理学にて10年 間の教授経験ありて,
※4 自衛隊J両院において29年間歯科医師としての実績がある

自己免疫・アレルギー系、感覚器系、日腔に関する病態生理・症状・検査を理解し、アセスメントができる基礎的知識を習得する

<具体的目標>
目標①自己免疫・アレルギー系疾患の身体的アセノ、メントができる
目標②感染症の身体的アセスメントができる
目標③感覚器系疾患の身体的アセスメントができる

到達 目標

授業計画・内容

1回 目
(目 標⑪)代表的な自己免疫疾患が発生するメカニズムについて理解し、衛潔に説明できる

わヽる細 胞・機 関 とそれ らの機 能

2回 目
免疫機能の異常でみられる症状
(目 標①)免疲機能以上に関する症状について説用月できる

3回 目
免疫機能の異常で行われる検査
(目 摂①)免疫機能以上に関する検査について説明できる

4回 目
免疫機能の異常の治療・処置
(目 標①)免疫機能の異常に関する治療・処置について説明できる

5回 目
アレルギー (花粉圧、アトビー、食物アレルギー )

(目 模②)花粉症、アトビー、食物アレルギーのメカニズムについて説明できる

6回 目
アレルギー (薬物アレルギー、接触性皮膚炎、幸麻疹、アナフィラキシー)

(目 標①)薬物アレルギー、核触性皮膚炎、華麻疹、アナフィラキシーのメカニズムについて説明できる

7回 目

目 己免 疫 次 患 (膠原 チ丙

'(目 標②)全身性疾患、RA、 成人スチル病、Sし E、 抗リン脂質抗体症候群、シェーグレン症候群、血管炎症侯群、ベーチェット病のメカニズムについて説
明できる

8回 目
感染症を学ぶための丞礎知識
(目 標②)慕楽症によって起こる主な疾患について、症状、診断、治療を理解する

9回 目
感染症の種類とその病態
(目 標③)主な感染症について説明できる

10回 目
感染症の種類とその肩態
(目 標0)主な癖英症について説明できる

H回 目
目の疾患を学ちまための基礎知識と疾患の種類
(目 標③)聴覚の機能と障害を簡単に説明できる

12回 日
耳鼻咽喉の疾患を学ぶための基礎知識と主な疾思
(目 標0)臭党と平衛党の構造と障害を肺単に説明できる

13回 目
皮膚の疾患を学ぶための基礎知識と主な疾患
(目 標④)体性感覚を持つ皮膚の構造と障害を前単に説明できる

14回 日
古。日腔の疾患を学ぶための基礎知識
(目 揮0)国 内炎の種類と債丁″理解する、また肯お1疾 点の病卜と治策を理解する

15回 目
歯 。日‖■の疾 患

(日 運 41)青 序 β円頭 痛 I偉 ,自 痛  卜賄 痛 下賄 序 の
‐
手 J青 推 ″治席 チ′理 れ呈す る

準備学習
時間外■習

前提 :疾 患理解には解剖生理の理解が必要となります。解剖生理で学んだ内容について復習を行い授業に臨むこと。
ここで学んだ内容が看護を学ぶ際に重要となってきますのでl口

~習
を十分に行うようにしてください。

評価方法
筆記試験(100%)
※1(40%)※ 2(20%)※ 3(20%)× 4(20γ ))

受 講 ノ上 ′ヽ イノ)

メンセ ~ジ

看護は疾患理解が何より重要です。看護の対象がどのよう′|｀ 疾きを持生,、 どのような冶療を受けているか、どのような全身状態なのかなど把握し́て初め
てその人に必要な看誰が提供することができます。看護7)対 魚に喜んでもらえる看護の実践者になるために病態理解・疾忠耳F解を十分に進めていって

ください。
体調管理には気を付けて欠席しないよう1と して下さい。

【使用教牟|き ,教 材・参考書】
<教 1́書 >
ナーシング・グラフィカ健康の回復と〒護 ll造 血磯古ヒ障害 /令モ疫桂古ヒ障害 : 矢野 へ〒、矢野 チБ夫 くメディカ出版≫
ナーラング・グラフィカ lと 康の回復と舌誰(ll神経柊育ヒ障害/感覚終能障害 : 田村 続子 <メ ディカ出版>
ナーシング・グラフィカEX ttJ荷 と看護① hと 液/ア レルギー 打I原病 /感 :た ドェ:前睦文、矢野欠子 《メディカ出版》
ナーシシグ・グラフィカEX疾忠と看誰⑤ H艮 /と}鼻 咽喉 /古・口1全 /定膚 : 永井由巳、中西健史、東野正明、イ也田1青子、中島正博、畑中あか

'ユ

、大西祐一
《メディカ出

す夜》
<参 考図春>
十 一 ラング ,/ノ ラフ ィカ 偉 庁 の 同 ヤ●レモ 誰 (翁 序 病 ■治 席  : 芥kfF'± ■ 111内 彗 lナ|(メ デ ィカ出 肺 >



2023年度 授業概要

学 浴| 看護科

科 日名
(英 )

疾病治療論Ⅵ

(リ ハビリテーション)

Disease Treatlnentヽ ■

必修
選択

必修 年 次 1

担当教員 堤 文生

実務経験 O

授業
形態

講義 総時間
(単位 )

15

1

開講区分

曜 日・H寺 限

後 期

コース 金3～ 4

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

リハビリテーションは対象者の生活の質を維持・向上することを目的として行われるものであり、看護の本質とも言える学問ならびに技術です。対象のリハビリテーション

は継続して行われることが重要であり、看誰師やリハビツ部門との協力が欠かせないものです。
リハビリテーションについて基礎から実践的な内容へと段階を追って授業を行うことで、看護師としてのリハビリテーションの知識・技術を養います。

堤 文生 …理学療法士として8年間の実績がある

【到達目標】

リハビリテーションの概念と技術を理解する

<具体的目保>
目標①リハビリテーションの概念と看護の位置づけが理解できる
目標②看護の対象となる人の自立に向けた、リハビツテーション技術の実際が理解できる

授業計画・内容

1回 目
(目 標①)リ ハビツテーションの定義と理念、分野、医療システムをについて説明できる
(目 標①)障害の分類や構造について説明できる

2回 目 (目 標②)機能障害の評価方法について説明できる

3回 目 (目 標②)日 常生活動作(ADL)、 QOLについて説明できる

4回 日 (目 標②)福祉用具や自助具について説明できる

5回 目 (目 標②)中枢神経系障害におけるツハビツテーションについて説明できる

6回 目 (目 1票②)骨・関節系障害におけるリハビツテーションについて説明できる

7回 目 (目 1票②)高齢者疾患におけるリハビツテーションについて説明できる

8回 目 (目 標②)実技指導(起居・移来・″ク動)、 杖や車いすでの活用について説明できる

準備学習
時間外学習

前提 :疾忠理解には解剖生理の理解が之、要となります。解剖生理で学んだ内容について復習を行い授業に臨むこと。
ここで学んだ内容が看護を学ぶ際に重要となってきますので復習を十分に行うよう1こしてください。

評価方法 筆記試験 (loO%)

受話生フヽの

メッセージ

看護は疾患理解が何より重要です。看護の対象がどのような疾患を持ち、どのような治療を受けているか、どのような全身状態なlノ lかなど把握して初め
てその人に必要な看護が提供することができます。看護の対象に喜んでもらえる看護の実践者になるために病態理解・疾患理解を十分に進めていってく
ださい。

ll＼調管理lに は気を付けて欠席しないようにして下さい。

〔使用教刊害・教材・参考書〕

<数イオ>
〒社船i耳竺lF荷

<参 考図書>
サーシング・グラフィカ成人看護学⑤ リハビリテーション看護 : 奥宮 1売子 ≪メディヵ出版≫
リハビリテーションビジュアルブック :落 合慈之、稲川 利光 ≪学研ブラス〉ゝ

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰科



2023年度 授業概要

学 や| 看護季|

利 日名
(英 )

薬理学

CInical pharmacology

必修

選 択
必修 年 次 l

担当教員 野田 百美

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位) 1

15 開講区分 後 期

コース R醒 日・口寺1眼 月4限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

臨床薬理学では疾患に関する理解のうえに治療に用いる薬を理解する必要がある。「難しそうJなイメージである薬理学であるが、薬の作用についてただ覚えるだけ
でなく、薬が疾患の治療に用いられる理由を理解し、投与前の準備から投与後の経1凸 荏見察までの一連のプロセスにおける薬の適正使用に関する考え方を身につける
ことを目1旨 す。

※大学院薬学研究員にて准教授として15年以上の経験あり

【到達目標〕

薬物の特徴、作用機序、人体への影響および薬物の管理について説明できる

<具体的目標>
目標①医薬品の概要について説明できる
目標②主な疾患(生活習慣病、がスノ・痛み)1こ 使用する薬について説明できる
目標③主な疾忠(脳 。中オ区イ申経系疾忠、感染症)に使用する薬について説明できる
目標①主な疾患(救命救急時、アレルギー・免疫不全状態、消化器系疾患、その他)に使用する薬について説明できる

授業計画・内容

1回 目

医薬品
(目 標①)医薬品の分類と関連する法律をユ

`F解

する
医薬品の作用原理とその影響・医葉品の適正な使用に向けて
(目 標①)医薬品が作用する原理と作用に影響を与える要因を理解する、また医薬品を適正かつ安全に使用するための注意事項を理解する

2回 目
主な生活習慣病に使用する薬
(目 標②)各薬剤の服薬指導 (月R薬方法、服薬上の注意点の説明など)が できる

3回 目

(目 標②)抗がん薬で治療可能ながんを理解できる
がん性広痛に使用する薬
(目 標②)抗がん薬の有害作用とその対策を理解する

4回 目

中枢神経系の働きと薬・抗てんかん薬・パーキンソン病治療薬・アルツハイマー型認知症治療薬
(目 標③)脳・中枢神経系と神経伝導物質について理解する
精神疾忠に用いる薬 (向 精ネ中薬)

(目 標③)抗精神病薬の種類と薬理作用を理解する

5回 目

細菌感染症
(目 標①)病原微生物に有効な代表的薬物を説明できる
ウイルス感染症・真菌感染症・寄生虫感染症・消毒菜・予防接種案
(目 標③)消毒薬の適応とその有害作用、予防接種とその対象疾患を言え明できる

6回 目

医薬品投与に関連する緊急状態・シコックに対して使用する薬・医薬品に関連した中毒の治療に使用する薬
(目 標①)医薬品投与に関連した緊急状態にはどのようなモ)のがあるかについて理解する
教急カートに必要な薬・麻酔時にlⅢ 用する薬・血液製剤
(目 標④)救命救急時にl事 用する薬の使用上の注意点について理解する

7国 目

(H楳①
'気

管支喘屈、の発作好と管理期では使用する薬が違うことを理解する
関節ツウマチと薬物療法・全身性エリテマトーデスと薬物療法
(目 標①)ステロイド使用法と重要な有害反応について理解する

8回 目

消化器系疾患に使用する薬
(目 標①)消化性潰瘍薬の作用機序とイ丈用法を理解する
その他の症状に使用する薬
(目 標①)各薬剤の月R薬指導 (使用柿法、服薬上の注意点の説明など)が できる

準備■習
時間外学習

症状や疾患について疾病治療論の復習をしておきまし主う。

評価方法 筆記試験 (100%)

受講生への

メッセーデ
講義の中でわからオだかつたことは、そ′)ま まにせず早i問してください,解剖や疾息と薬l llは 密接に関係していますので、関連付けて学習しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教千1書 ユ
ナーぅング・グラフ r力 )夫 J荷 の成り立ち])臨ナオて英n■ 古)浴之、赤lllれ r、 ‖、正 l′

l)二 、大西 弘高 くメディカ出版 >

福岡医健・スポーツ専門学校 看淮冷|



2023年度 授業概要

学 科 看護科

科 日名
(英 )

栄養学

Clinical Nutrition

必修
選択

必 修 年 次 1

担当教員 高月 優子

実務経験 ○

授業
形態

講 義
総時間
(単位 )

30

l

開講区分 後期

コース 曜 日'時限 月 1～ 2

【授業の■習内容〕 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

食に関する情報が氾濫する中で、医療従事者には、正しい知識を持ち、何が健康のために木望に良いのかを判断する能力が求められている。そのためには栄養学の

基礎を修得する必要がある。栄養学では、基礎知識、健康の維持・増進、健康の回復と対象に合わせて栄養がどのように関わつているのかについて学習する。

高月優子 …企業において管理栄養士として7年間勤務、現在に至る

〔到達目標〕

健康と食事との関連および食事療法について理解し、看護の対象となる人への健康の維持 ,増進に役立つ能力を身につける

<具体的目標>
目標①臨床栄養学の基礎知識について説明できる
目標②食品成分と食事摂取基準について説明できる
目標③日常生活と栄養について説明できる
目標④療養生活と栄養について説明できる
目標⑤疾患別の食事療法について説明できる
目標⑥食事療法の実際について説明できる

授美計画・内容

1回 目

臨床栄養学の基礎知識
(目 標①)臨床栄養学の意義と看護について説明できる
(目 標①)栄養アセスメントについて説明できる

2回 目

食品成分と食事摂取基準
(目 標②)食 品成分表の見方と食品群の今身を説明できる
(目 標②)食事摂取量基準の考え方とエネルギーの計算方法を説明できる

3回 目
食文化
(目 標⑥)食文化の形成過程について説明できる

41可 目
運動と栄養
(目 探③)スポーツ時における望ましい栄養補給について説明できる

5回 目
人生各気における健康生活と栄養
(目 標③)人生各期における食事摂取基準の特徴について説明できる

6回 目
検査のための食事
(目 標④)検査食の目的と制限される理由を説明できる

7回 目
治療による回復を促すための食事
(目 標④)手術前。手術後の栄養サポートについて説明できる

8国 目
栄養成分別のコントロール食
(目 標①)成分栄養管理の利点を説明できる

9回 目
疎下障害のある人のための食事
(目 標①)摂取・喋下障害のある人に対する、安全で栄養ハランスの良い食事について説明できる

10回 目
経日摂取できない患者のための栄養管理
(目 標⑤)「 経管栄養法Jち「中心静脈栄養法」の実施方法やその管理、留意事項を説明できる

ll回 目

消化器系疾患の食事療法
(目 標⑥)消化器系の疾患 (急性膵炎、急性肝炎、慢性肝炎、肝硬変、脂肪肝、胆石症、胆嚢夕〔)を治療するための食事、栄養基準と、各疾患への対応
について説明できる

12回 目
内分泌・代謝疾患の食事療法
(目 標⑥)内分泌・代謝疾患(肥満症、糖尿病、脂質異常症、高尿酸血症)を治療するための食事、栄養基準と、各疾患への対応について説明できる

13回 日
循環器系疾患の食事療法
(目 標⑤)循環器系疾患(高血圧症、動脈硬化症、うっ血性心不全)を治療するための食事、栄養基準と、各疾患への刑応について説明できる

14回 目
腎疾患の食事療法
(目 標⑤)腎疾患疾患 (急性腎炎症候群、慢性腎臓病)を治療するための食事、栄養基準と、各疾患への剌応について説明できる

15回 目

食事指導の実際
(目 標⑥)健康増進のための食事療法について説明できる
十日揮

`rl)Ⅲ

4習僣 f¬t華のための合尊指重について諦口月で共/、

準備■習
時間外学習

症状や疾患について疾病治療論の復習をしておきましょう。

評価方法 年記試験 (100%)

受講生への

メッセージ
謙義の中でわからなかったことは、そのままにせず質問してください。解剖や疾患と栄養学イ=k密 抜に関係しています′)で、関連付けて学習しましょう。

【使用数牟1書・教材・参考苦】

(ギtrl;!|>
ナーシング・グラフィカ疾J丙 げ)成 り立ち① 臨床栄養学 開戸 啓子 (メ ディカ出州kl

福岡医撻・スポーツ専門学校 看護利



2023年度 授業概要

学 利 看護窄|

利 日名
(英 )

微生物学

Microbiology

必修

選択
必修 年次 1

担当教員 吉岡 香絵

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30

1

開講区分 後期

コース 曜 日'時限 火3～ 4

【授業の学習内容〕 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

感染症をなくすことはできないが、早期に治療して症状を軽減させたり、流行を拡大させないよう予防することは可能である。そのためには「病原 l卜 Jを知り、「病原体と

宿主 (ヒト)と の関係」を理解することが不可欠である。感染症にかかつている患者の体内において、身体は病原体とどのよう|こ聞い、排除しようとしているのかを理解し、
その病原体の特徴、治療法や予防法などについて学習する。

吉岡香絵…大学病院で歯科医師として勤務、現在歯科大学で微生物の研究をしている

【到達目標】

微生物の分類や特徴を学び、人体に及ぼす影響および感染予防について説明できる

<具体的目標>
目標①宿主の臓器・組織別にみる感染症と病原体について説明できる
目標②宿主の因子が影響する感染症と病原体について説明できる
目標③感染症の分類と感染防御機構について説明できる
目標④感染。発症予防について説明できる
目標⑤感染症の検査・治療について説明できる

授業計画。内容

1回 目
微生物と微生物学・細菌の性質
(目 標①)真核生物と原核生物の構造上の違い、および最近の細胞構造の特徴について述べることができる

2回 目
真菌の性質
(目 標①)真歯細胞の構造の特徴を述べることができる

3回 目
原虫の性質
(目 標①)生物としての原虫の特徴を述べることができる

4回 目
ウイルスの性質
(目 標②)細苗と比較してウイルスの増殖の特徴を述べることができる

5回 目
感染と感染症
(目 標②)生 lフキ、の防御機構と、病原体が感染するという現象を関連付けて述べることができる

6回 目
感染に対する生体防御機構
(目 標②)自 己免疫の指雲にはどのようなものがあるか説明できる

7回 目
感染源・感染経路から見た感染症
(目 標③)病原微生物の感染源と感染経路を分類できる

8回 目
滅苗と消毒
(目 標③)滅菌と消毒の定義を述べることができる

9回 目
感染症の検査と診断
(目 標③)病原微生物の検査法の種類とその概要を述べることができる

10回 目
感染症の治療
(目 標①)化学療法の選1尺 毒性について述べ、さらに抗菌薬と抗真菌薬の選択毒性の違いについて述べることができる

11回 目
感染症の現状と対策
(目 標④)標準予防策の考え方について述べることができる

12回 目
病原4W歯 と細由感染症
(日 慄④)細菌の特rFtを理解し、どのような病気を引き起こすのかを述べることができる

13回 目
病原真菌と真菌感染症
(目 探⑤)真菌の特徴を理解し、どのような病気を引き起こすのかを述べることができる

14回 目
病原原虫と原虫感染症
(目 標⑤)原虫の特徴を理解し、どのような病気を引き起こすのかを述べることができる

15回 目
病原ウイルスとウイルス感染症
(目 t票⑤)ウ イルスの特徴を手]lれ千し、どのような病気をBIき起こすのかを述べることができる

準備学習
時間外学習

感染について理解し、基礎看護技afに 繁げてください

評価方法 年記試験 (100ツ))

受話生への

メッセージ

医療施設には、感染源となる忠者と、高齢者や基礎疾患を持つ感染しやすい別の忠者が、同一空間にいます。両者に接触する医療従事者には、蝶介
感 (1'七 を起こさないための知識と技aT、 そして和H心の注意と順守が求められます。感染の制御は医療従事者の必須業務なのです。
医療従事者1人の無知と無視が、也のすべての人の努力を無駄にしてしまいます。ikず 、相手が感染症の患者であろうとなかろうと、だれにでt)、 どこに

でも、いつでも行う手指術生 (手洗いと手指消毒)を「魔法の習慣」にしまし主,c

【使用数十1書・教イ剪,参 考書】

<救牟1書 >
系統看i嘘 宇計庄 専門基礎分野 友病′)成り立ちと回使の,と進① 糾k生物■

福岡医健・スポーツ専門学校 看護利



2023年度 授業概要

学 利 看護科

科 日名
(英 )

臨床心理学

ChnicaI Psychology

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 中島 俊介

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

l

開講区分 後期

コース 曜日・日寺限 金・2

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

看護の対象は単なる生き物としての人間ではない。「′いを成長させながら人生を全うするための」意味を求める人間である。その人生心理学ともいうべき人間の心理を
臨床的に理解する。

中島 俊介…大学において、主に大学生を中心にカウンセリングを実施、

【到達目標】

1臨床′い理学の概要について理解する
2アセスメントの概要を理解する
3介入の様々な技法 (森 田療法など)のためのスキルを身に着ける
4健康な人生の発達的な成り立ちと心構えについて理解を深める

<具体的目標>
日標①目的を見失わないライフスタイルについて考えを述べることができる
目標②あるがままの自分を生きることについて自分の考えをまとめることができる

授業計画・内容

胎児期・乳児期
(目 標①②)様々な知識を得ることで、少しでく)子供や興味関心を深め新たな認識と見識を得る

2回 目
幼児期
(目 標①②)と 卜にとって重要な力である「探求心・好奇′い」を幼いころから伸ばしていくためにできることを考える

3回 目

7童翔

(目 標①②)人格の中核を築き、社会にで生きていくために必要な基礎能力を学ぶ初等教育の場に参入することについて自己の考えを述べることができ
る

4回 目
思春翔
(目 標①②)躍動的な反面複雑な時期への対応について考える

5回 目
青年期
(目 標①②)「 大人になることの難しさ」について自己の考えを述べることができる

6回 目
若い成人期-20代から80代まで
(目 標①②)よ りよく生きるための「,心 の健康Jと はどのようなものなのか、どのような態度とスキルで生きていけば幸せになれるのを考える

7回 目
成人期-30代から60代まで
(目 標①②)人生の荒波・困難に際して自己のライフスタイルをどう是正して、そしてうまく活用して幸せになるかを考えることができる

8回 目
老年期
(目 標①②)高齢化する現代の問題を認識し、高齢者の健康を支援する自己対象体験を詳細に検討する

準備学習
時間外学習

人間発達学の講義内容を想起して、繁げながら学んでください

評価方法 筆記試験(loo%)

受講生への
メンセ~ジ 自己の生き方を見直し、看護舵 しての目的を見失わないようにしましょう

【使用教科書・教材。参考書】

<教科書>
′とヽと人生 幸せのライフ・スタイルを求めて : 中島 俊介  ≪ナカニシヤ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰科



2023年度 授業概要

学 利 看誰利

科目名
(英 )

公衆衛生

Public Health

必修
選択

必修 年次 1

担当教員 石田 有紀

○実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

± 1・ 2コース 曜 日・時限

〔授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記栽する)

集団地域における健康の保持・増進のための組織的な保健活動について理解する

石田有紀 看護師として6年勤務したのち、保健師として約2年間健診センターで勤務した実績がある

【到達目標】

l公衆衛生としてのヘルスプロモーションを学ぶ
2地域での総合的な健康づくりを推進する方法論を学び、実践できる

<具体的目標>
目標①公衆衛生の歴史やシステムを理解する
目標②度学や保健統計の基礎と、それらを実際にどう活用するかを知り、将来の臨床の場での研究に役立てる
目標⑥公衆衛生活動や環境保健分野を知り、社会の視点から健康問題を見る

授業計画・内容

1回 目
公衆衛生の歴史。現在の公衆衛生システムと政策
(目 標①)日 本の近・現代史を概観しながら、公衆衛生の改善のあゆみを押さえる

2回 日

公衆衛生の理念・概念・公衆衛生の物差し
(目 標①)経済学から見た公衆衛生と地域保健サービスの公的責任や公的供給の在り方を考察する
(目 標②)疫学を理解し調査研究に応用できる

3回 目

公衆衛生の活ユI)Jプロセス・子どもの保健
(目 標②)保健活T)]において個から地域へ広げる活動の特徴を理解する
(目 標③)子ども,親に関する様々な施策の概要をとらえる

4回 目
高齢者,成人の健康づくり
(目 採③)我が国の高齢者保険の考え方をナ即解する、また成人保健対策の目的と現状を捉える

5回 目
古牟1保 l′建・精神
(日 標③)宙丁,荷と歯周疾患の特徴と有病状況を押さえる、また我が国の精神科医療と現状を押さえる

6回 目
難病・健康危機管理と災害
(目 標③)療養者を支える制度・システムを捉える、また健康危機管理の重要性を認 11比し、保健所を中心とした危機管瀾1体制とその役割を押さえる

7回 目
感染症・学校保健
(H際③)感染症法や予防核種法など、感染症対策に関する法令の概要を押さえる、また学校保Pす における養護教論の役割を押さえる

8回 目
産業保健・環境保健
(目 標⑤)産業保健の目的を,平 解し、その特徴を知る、また環境保健に対する様々な切り日を捉える

準備学習
時間外学習

自己が生まれ育った地域、また現在生活している地域の保健活動について行政のHPをしらべ具体的な活動について事前に調べておいてください

評価方法 竿記試験 (100%)

受講生への

メッセージ
こォtまでに学習した科 日と関連させながら学んでください

【使用数や1菩・教材・参考キ】

<教科書>
ナーシング・グラフィカ健康支援と社会保障C)公衆術生 : 平野 かよ子、曽根 智史、守田 孝志、山田 和子 ヽメディカ出版>

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2023年度 授業概要

学 科 : 看護科

科 目名
(英 )

総合医療論

Nurshag Treatinents and Ethics

必修
選択

必修 年次 1

担当教員
※1松本 澄久 (4)

※2明 石 征二 (4)

実務経験 ※10※ 20

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

※1火 l※ 2未定コース 曜日・時限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

最先端医療に内包される様々な試みが、人間の生活や命に対する価値観への影響について考察することができる

※1 歯科医師として30年以上の実務経験がある
※2…看護師として20年以上の実務経験がある

【到達目標】

1医学の発達、医療の体系と機能を理解する
2医療がどのような社会的役割を担っているのかを理解する
3生命の尊厳、生命の平等について深く考え、生命に対する価値観や倫理観を養う

<具体的目標>
目標①生命利学の進展により、新たに登場した技術と人間性の調和を考える
目標②看護倫理に関する基本的知識と倫理的意思決定を行うための枠組みを習得する

授業計画・内容

1回 目
医療の歩みと医療観の変遷
(目 標①)とポクラテスの誓いには、医療者の職業倫理としてどのような内容が含まれているか説明できる

2回 目

科学技術の進歩と現代医療の最前線
(目 標①)我が国のl"比器移植において、実用化されている臓器にはどのようなものがあるか。また、そのうち脳死者からの提供が之、要なものはどれか説明
できる

3回 目
現代医療の新たな課題
(目 標①)生命令1学の進展により、新たに登場した技術と人間性の調和を考える

4回 日
医療を見つめなおす新しい視,点 、保健・医療・福祉の潮流
(目 標①)医療チームを構成する職種には、どのような人々がいるのか。具体的な役割と合わせて説明できる

5回 目
医療の原点と看護の原点―病と癒し
(目 標②)生と死について説明するk十が出来る

6回 目
私たちの生活と健康
(目 標②)医学の歴史と科学的根処に基づいた医療の提供について説明できる

7回 目
臓器移植と生命倫理
(目 標②)新たな診断法や治療法の発展にrrう 生命倫F里 の問題を理解する

8回 目
延命治療と生命倫理
(日 標②)終末期医療と尊厳死について考える

準備学習
時間外学習

看護における倫理、医療における倫理について考えをまとめてください

評価方法 筆記試験 (100%)

受言社生′＼r′)

メッセージ

※l<教科書>
ナーシング・グラフィカ基礎イJ護宇① 看護学慨諭 :)|1村 佐和子(涌 ll)、 十′(尼 ミヨ子(編集)、 志自岐 舟モ子(編集)≪ メディカ出版｀ヽ

【使用教浴|■・教ll・ 参考書】

※2<数 |́■ >
系統看誰学計座 ll問 基礎分野 総合|工療論 i4ヽ折tt査二 :医学書院 |ヽ

2023年度 授業概要



2028年度 授業概要

学 や| 看護科

科 目名
(英 )

フィジカルアセスメント
必修
選択

必修 年次 l

担当教員 宮岡 晋子

実務経験 ○

授業
形態 演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

未定コース 曜日・日寺限

I授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

看護実践における技術の意味をチ早解し、看護活動の基礎となる共通基本技術を習得する

富岡晋子…看護師として20年以上の実務経験がある

〔到達目標】

1.フィジカルアセスメントの基本技術を習得する
2系統的アセスメントの正確な技術を用いて実践できる

<具体的目標 >
日標①フィジカルアセスメントの進め方を習得する
日標②フィジカルイグザミネーションを習得する

授業計画・内容

1回 目 (目 標①)フィジカルアセスメントの意義と重要性を説明できる

2回 目
基本技術 (視診・触診・打診・聴診)

(目 標①)必要な情報を得るために用いる技術を説明できる

3回 目
呼吸器系のフィジカルアセスメントの進め方
(目 標①)日 からは違法までの間の空気の出入りが滞りなく行われているかをアセスメントできる

4回 目
呼吸器系のフィジカルアセスメントの進め方
(目 標②)呼吸器系のアセスメントを正確な技術を用いて実践できる (演習 :フ ィジカルアセスメント)

5回 目
循環器系のアセスメントの進め方
(目 標①)必要十分な血液が隅々まで届いているかというアウトカム(結果)を確認することができる

6回 目
循環器系のアセスメントの進め方
(目 標②)循 環器系のアセスメントを正確な技術を用いて実践できる (演習 :フィジカルアセスメント)

7回 目
消化

=黒

系のフィジカルアセスメント
(目 標①)消化器系の機能を理解し、腹部のフィジカルアセスメントができる

8回 目
消化器系のアセスメントの進め方
(目 標②)消 十ヒ器系のアセスメントを正確な技術を用いて実践できる (演習 :フ ィジカルアセスメント)

9回 目
運動系。中枢神経系のフィジカルアセスメント
(目 標②)意言哉状態を図ることができる

10回 目
運動系・中枢系のアセスメントの進め方
(H標②)運動系,中枢系のアセスメントを正確な技術を用いて実践できる (演習 :フ ィジカルアセスメント)

H回 目
セクシャリティ(女性乳房・男性性器・女性性器のフィジカルアセスメント)

(目 標②)ブライバシーを配慮しながらアセスメントできる)

12回 目
生命の危機 (シヨック・舶卒中・糖尿病性昏睡・間性昏H整 )

(目 標②)緊 急度・重症度を迅速に判断できる力を身につける)

13回 目

系統的アセスメント
(目 標②)ア セスメントの結果から、之、要な看護を考えることができる (演習 :フ ィジカルアセスメント)

14回 目

15回 目

準備学習
時間外学習

フィジカルアセスメント:看護行為に共通する技術 Iで作成したバイタルサイン測定の手順書を持参してください
フィジカルアセスメントの1受業は、言悔義と演習があります

評nF方法 竿記試験 100ツ,(60点 以上)と し、60点以下は再試験を実施する

受話生への

メッーとアージ

看誰実習室にて演召を行いますので、以下σ)内 容を理解し演習に臨んでください。
1 白衣、ナースシューズを若用する。(授業が始まる前に更衣をすませる)

2頭髪を鷲とえる、班定の髪色にするぅゴムは黒・紺を使用し、長髪はネットの中にきれいに整える。サイドや長い前髪はヘアどンでとめる。
3インナー・靴下は白を着用するcつ けまつげ、エクステ、カラーコンタクト、ビアス、ネックレス装若は不可c

上記が守れないと、実習室での演習はできません。

【使用数牟1書・教材・参考書】

<数窄1書 >
フィジカルアセスメントガイドブ→′クロと耳でここまでわかる第2版 : 山内豊明 く医学書院≫

福岡医健・スポーツ専門辛引交 看護科



2023年度 授業概要

学 や|: 看護科

利 目名

(英 )

コミュニケーションスキル

Communication Ski‖

必修
選択

必修 年 次 1
担当教員 富岡 晋子

実務経験 ○

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前 期

コース R程 日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

コミュニケーションの本質について学び、人格の形成及び人間関係の構築について理解し実践できるようになることを目指
す。さらに授業内でグループワークやゲームを通じて他者との円滑なコミュニケーションを実践する。学びをブレーンストーミン
グ、K」 法などの手法を用いて意見をまとめ発表する。

富岡晋子…看護師として20年以上の実務経験看護師として20年以上の実務経験がある

【到達目標】

人間を人との関係で生き成長する存在ととらえ、人間関係を円滑に保つ必要とその方法について理解する
〈具体的目標>
目標①送り手と受け手の対人的コミュニケーションにおける相互作用について多角的に理解できる
目標②人間関係の向上に役立つスキルについて体験し理解できる
目標③看護場面で直面する人間関係の基本的知識。技術を学び理解できる
目標④相手を思いやる感性やコミュニケーション能力を高めることができる

授業計画・内容

1回 目
コミュニケーションとは
日標①人とコミュニケーションについて説明できる

2回 目
基本的対話スキル
目標①l対 1の会話の基本と会話における心がけと方法について個人の考えを発表できる

3回 目
基本的対話スキル
目標①②グループでの会話の基本と心がけについてグループで話し合いまとめを発表できる

4回 目
人間関係を円滑にする表 I見技術
目標②人間関係を円滑にするための伝え方と基本について説明できる

5回 目
仕事の上で必要とされる表現技術
目標③仕事上で必要とされる伝え方の基本と表現手段について説明できる

6回 目
アンガーマネジメント
目標④トラブルのもととなる感情への対処についてグループでまとめたことを発表できる

7回 目
社会的スキル
目標④社会的スキルの基本と対人行動における実践および文書作成について説明できる

8回 目
サービスマインド
目標④サービスマインドの定義、基本要素について説明できる

準備学習
時間外学

習
普段の人とのコミュニケーションについてフィードバンクを行います。

評価方法 検定試験100%

受講生ヘ

のメッセー

ジ
人との関りを意識して生活しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

<教科書>
コミュニケーションスキルアップ検定: 滋慶教育冷1学研究所 ≪厳慶出版≫



2023年度 授業概要

学 布| 看護科

科 目名
(英 )

臨床看護総論

Ceneral Clinical Nursing

必修
選択

必修 年 次 l

担 当教員 : 宮岡 晋子

実務経験 : ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15

1

開講区分 後期

曜 日。日寺限コース

【授業の学習内容〕 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具l本的に記哉する)

医療において臨床とは、医療を求める人に対して医療行為を行う場合である。臨床看護総諭では、臨床看護の場、対象 (家族も含む)、 健康状態の経過からみた特徴と
看護、主要な症状を示す対象者への看護、治療や処置を受ける患者の看護、臨床の場で多く使用される医療機器の原理と取り扱いについて学ぶ。

富岡 晋子―・看護師として20年以上の実務経験がある

【到達目標】

看護の対象となる人のライフサイクル、場、健康状態、症状、治療におけるニーズを把握し、必要とされる看誰援助について学ぶ

<具体的目標>
目標①看護実践における技3fの意味を理解する
目標②看護技術の概念を理解する
日1票⑥看護の対象となる人のニーズを理解する能力を習得する

授業計画・内容

1回 目 臨床看護総論の枠組みについて説明できる

2回 目 (目 標②)看護活動の場および機会と経過段階の看護について説明できる

3回 目 (日 標①)治療の種類と方法について説明できる①

4回 目 (日 標①)治療の種類と方法について説明できる②

5回 目 (日 保②)看護巨Fの 業務について説明できる

6回 目 (目 標③)事例を通して臨床看護総論を理解できる (グループワーク)

7回 日 (目 慄⑤)事例を通して臨床看護総論を理解できる (発表)

8回 目 (目 標③)チーム医療の視点について説明できる

lと 備羊習
時間外学習

(目 標①)治療法や処置の対象となる人を理解するための予習が必要です
(目 裸②)看誰師が提供することができる技術について理解するための予習が必要です
(目 1票③)疾忠に対する理解のための予習が必要です

評 l口万方法

筆記試験 (70%)
課題レポート、出席、参加態度 (301/〕 )

総合的に成績評価を行う

受講生への

メッセージ

臨床看護の対象となる患者、家族に看護師として関心を持ち、健康障害の経過や庁状、治床によつてどのような問題を抱え、ど′)ような支援が必要となる
かを考察する↑1日 となります。予習をして疑問点を明らかにして授業に臨んでください.

授業内課題については、授業内でフィードバックします (レ ポート提出)

【使用教利書・教14・ 参考書】

<教浴1讐 >
ナーシング・グラフィカ基礎看護学⑥ 臨床看誰総論 :任 和子 ≪メディカ出版>

矩i岡 医健・スポーツ専門学校 看誰科



2023年度 授業概要
学 科 看誰科

科目名
(英 )

看護行為に共通す る技術 I

(看護技術、バイタルサイン、
記録・報告、包帯法 )

Clinical Nursing Skills I

必修
選択

必修 年 次
担当教員

※ 1

※2

富岡 晋子 (11)

大宮 和呑沙 (4)

実務経験 ○

授 業

形 態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分

曜 日・時限

前期

コース

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのよ うなl又
ユ業を実施するのか、具体的に記載する)

私たちが提供する看護技術は、疾患による身体的な苦しみを少しでも軽減し、精神的なス トレスを緩和し、社会的な孤立からすく上げ、安寧や安楽
をモ)た らすヰ)の である。

まずは、バイタルサインは、対象の状態に応 じた看護ケアを行うための判断指標となるため、解剖生理学の知識を活用し、ハイタルサインを正確に
測定できるようになること、そして適切に記録と報告を目指す。

※1看護師として20年 以上の実務経験がある
※2看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

1看護実践における技術の意味を理解し、看護活動の基礎となる共通技術を習得する
2浮腫緩和ケアの技術を習得する
<具体的な日標>
目標①看護技術とは何かついて説明ができる
目標②生命徴俣であるバイタルサインの基礎知識や測定方法を理解する
日標③看護における記録と報告の必要性を理解し、正確な記録と報告ができる
目標④包帯法に関する基礎的な知識を理解 し、包帯法を実践できる

授業計画・内容

1回 目 日標①看護技術とは何かについて説明ができる

2回 日 日標①バイタルサインの定義と活用について理解できる

3回 目
目標②生命徴候であるバイタルサインの涙1定することの意義を理解できる
一意識―

4回 目
日供⑫生命 Tl女 候であるバイタルサインの測足することの意義を理解できる
一口平吸―

5回 日
目慄②生命徴候であるバイタルサインの測定することの意義を理解できる
一体温―

6回 目
目操⑫生命徴候であるハイタルサインの法1定することの意義を理力〒できる
一脈1泊 一

7回 目
目標②生命徴限であるバイタルサインの測定することの意義を理解できる
-lhL圧 ―

8回 目 日標②身体の正確な測定方法を習得する (演習 :身体の計測)

9回 目 目標③看護記録の目的と意義・構成要素と様式を理解できる

10回 目 目標③報告の意義と方法を理解できる

H回 目 目標③看護記録を実際に報告すことができる

12「亘1目

目保④包杵法に関する基礎的な知識を理解し、包帯法を習得する (演習)

13回 目

14回 目 日標④浮腫の発生機序・メカニズムを理解し、緩和する技術を惨得する(演習)

実際に圧迫法を実施し、体験により効果を確認する浮腫緩和ケア(圧迫法)15回 目

準備学習
時間外芋習

十 日町に す ― ン ン ク・ ク フ フ イ ソフ丞 使 石「写子 (υ  ZO香  丞 礎 石 誰 f文 ■l ipad 以 卜の 円 谷 を 貿(P,し 丁 る

目標① l 看護技術とは何か
目標②4 生命の徴候を観察する技術
日標③ 9 看護技術を展開する技術P187～

目標①12 包帯法P341～ 看護技術プラクティス3章 1 包帯法P455～
演習を実施するまえには必ず手順書のp】t題 を完成させる。演習ができる服装 (半 袖、短バン等)指示あり

評価方法

看護技術の手順書の課題
※1 筆記試験 (70%)
※2 竿記試験 (80%)

受話生への
メッセージ

者護 冥習至 に て戻習 を行います ので、以下の内答 を
'11解

し′戻習 に隔んで くだ さい。

l

る

白衣、す―スシューズを着用する。 (授 業が始まる前に更衣をすませる)

頭髪を整える。既定の髪色にする。ゴムは黒・紺を使用し、長髪はネットの中にき
'1い

に整える。サイ ドや長い前髪はヘアピンでとめ

インナー・料ヒ下は白を着用する。つけまつげ、エクステ、カラーコンタクト、ビアス、ネックレス装苦は不可。
上記が守れないと、実習室での演習はできません。

〔使用教Fi書 ・教ll・ 参考書】

十一シング・グラフィカ基礎看註羊0 20巻 基礎看誰技4f l ipad
舌謹技打fブ ラクテ ィス 第1版

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰利



2023年度 授業概要

学 季| 看護季|

科目名
(英 )

看護行為に共通する技術Ⅱ
(安全・感染対策・皮膚・りF泄ケア)

Clinical Nur、 inF Sk‖ Is Ⅱ

必修
選択

必修 年次 1
担当教員

※1野崎 浩子 (5)

※2本城 咲 (5)

※3梶原 理恵 (5)

実務経験 ※10 ※20 ※30
授業

形 態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜 日・時限 火・4

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

~女
全 :看護活動を

~女
全に行い、事故防止に努めることの重要性が理解できる

感染対策 :スタンダードプリコーションの知識。オ支術を習得する
創傷管理技術 :これからの臨地実習にて忠者の皮膚の状態や褥盾を考えることが多くあります。基礎知識を理解し、創傷管理する必要性と方法を説明できる

※ 1

※2

※3

看護師として30年以上の実績がある
看 R奎師として20年以上の実績がある

看護師として25年以上の実績がある

【到達目標】

前提 :安全、感染、創傷に関して、看護師のスキルアップがそのまま患者の生活や症状に直結するものである。看護技術の基礎の修得だけでなく、看護技術習得の意義
を学び、今後の看護技術の成長につなげてほしい

<具体的目標>
目標①事故防上の重要性を理解し、看護の対象となる人の安全・安楽を考慮した看護技術の実践が理解できる
目標②感染管理の必要性を理解し、自己と他者を守る感染予防の看護技術の実践ができる
目標③皮膚の構造と機能や治癒課程を理解t′ 、創傷を管理する知識と技術を述べることができる

授業計画・内容

1回 目
医療安全の意義と確保
(目 標①)ケアの場面における安全を脅かす要因について述べることができる

2回 目

主な医療事故とその予防策 (医療事故と医療過誤、転倒・転落の予防策)

(目 標①)安全を脅かす要因を排除する方法について述べることができる
(目 標①)インシデント・アクシデントの報告ができる(演習)

3回 目
主な医療事故とその予防策 (外傷、チューブ・ライントラブルの予防策)

(目 標①)医療事故・医療過誤の意味を理解し、その方策 (チ ューブ・ライン管理)について実践できる(演習)

4回 目
主な医療事故とその予防策(誤栗の予防策、誤囃・窒′g、 .思者誤認の予防策)

(目 標①)主な医療事故(転倒・転落、誤薬、誤味・空窟、・患者誤認)の定義と要因について述べることができる(演習)

5E]目
主な医療事故とその予防策(放射線・薬剤暴露の予防策)

(目 標①)主な医療事故(転倒・転落、針さし、放射線・薬剤暴露)の対策について述べることができる(演習)

6回 目
感染症の意義、感染症に関する法律、感染症を成立させる要素と成立過程
(目 標②)感染予防の意味を理解する

7回 目
感染症を予防するためのプロセス

(目 標②)さまざまな感染予防行動 (無菌操作、スタングードプリコーション、防護用具、器具の消毒、廃葉物)の原理・原則に沿つて実行できる(演習)

8国 目
感染予防のための看護過程、感染予 】万のためのl麦 助方法

(目 標②)感 染症の状態を判断できる

9回 目
感染予防のための組織と援助技術に対する評価
(目 標②)感染予防のための組織づくりを習得できる

10回 目
感染圧発圧時の対応
(目 標②)感染症発症時の対応の基本知識を習得する

H回 目
皮膚の構造と機能と関するための基礎知識
(目 標③)皮膚の構造と機能について述べることができる

12回 目
創傷とは、創傷(′ l分類
(目 標③)創傷の分類や褥盾の発生と分類について説明ができる。

18回 目
宿Ц十易′)V台 憑 言梁オェと井多式

(目 標③)創傷の治癒過程について述べることができる

14回 目
褥塔の管理
(目 標③)創傷を管理する知識と技術を理解する

15回 目
創傷の管理
(目 標④)創傷の管理 (創洗浄、創保護、褥蒼予防ケア、褥盾処置)を実践できる(演習)

準備学習
時間外キ習

ナーシング・グラフィカ基礎看護学③ 基礎看護技術 から提業の内容について熟読しておくこと
(目 標1)安 全に関する技術
(日 標2)スタングード・プリコーションがスムーズにできるように復習しておく
(目 標3)皮 膚・創傷を管理する技術

評価方法
筆記試験 (100イ ))

※1(40%)※ 2:感染(30%)※ 8:皮 膚 (30%)

受講生への

メンセ~ジ
安全、感染管理、創傷管理は看誰師の技術がそ′)まま患者の生活に直結します(,患者の療養生活を守る看誰師の重要なスキルでああり、専門腱として

求 、')られるスキルでt)あります.目 標をもつて学習を進めていってください。
体調管ヂ1には気を伺けて欠席しないように注意して下さい.

【使用教科書・教1ヨ
・参考書】

<教牟1書 >
ナーシング・グラフィカ基礎看註学(「,基 礎看護技術Π

て参考図書>
看誰技 1〒 ブラiク ティス第1版 : 竹尼 惑子 《■つF》

志自岐 康子編 集)く メディカ出版>

福岡医l′(ll・ スポーツキ門学校 看誰科



2023年度 授業概要
学  科 看護科

利目名
(英 )

l'進'康 的な生活への援助技術 I

(環境、活動・休虐、、睡眠 )

Patient care plan I

必修
選択

必修 年 次 1

担当教員 大宮 和呑沙

○実務経験

授業
形態

講義
演習

総時間
(単位 )

30

1

開講区分 前期

コース 曜 日 ・R寺 限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有す る教員が、 どのよ うな授業を実施す るのか、具体的に記載す る)

看護職者は、看護を必要とする人のニーズを把握し、適 L刀 な援助を実施する必要がある。
この科目では、まず、自分たちが生活する環境を想起させ入院環境を考え、適切な病床環境をもとに環境調整する技afを 習得を目指す。次に、対象で

ある人や援助する側の効果的・効率的な援助方法を理解 し、安全で安楽な援助技術を習得を目指す。そして、体虐、・睡眠の意義とメカニズムを理解 し、
必要に応 じた体′自、 睡眠のとり方について考え、必要な援助方法を習得を目指す。

大宮和香沙 看護師として10年以 Lの実績がある

【到達目標〕

看護実践における技術の意味を理解し、看護活動の基礎となる共通技術を習得する
<具体的な目標>
目標①看護技術とは何かついて説明ができる
目標②生命徴候であるバイタルサインの基礎知識や測定方法を習得する
目標③看護における記録と報告の必要性を理解し、正確な記録と報告ができる

授業計画・内容

1回 目 目保①環境を整える意義を説明できる

2回 目 目標①療養生活の環境を構成する要素を理解し、説明ができる

3回 目 目標①ベッド周囲と病床の環ド兄調整と、ベッドメイキングに必要なヅネン類の取り扱いと方法について説明ができる

4回 目 目標①ベンドメィキングを根拠に基づいて実施することができる (演習 :快適な療養環境の整備 )

5回 目 目標①ベンドメイキングを根拠に基づいて実施することができる (演習 :快適な療養環境の整備 )

6回 日 目標①臥床状態にある忠者のシーツ交換を根拠に基づいて実施することができる (演習 :臥床忠者のリネン交換 )

7回 日 目1票②活l千チJと l木′巳の意義を説明することができる

8巨可日 目標②姿勢の基礎知識を理解し、体位の種類とその目的を説明することができる

9回 目 目標②ポジショニングを理解し、方法を取得する (演習 :安楽な体位の調整・安楽の促進・苦痛のためのケア)

10回 日 目標②ボデ ィメカニクスについて理解し、いろいろな体位変換を習得する (演習 t体位変換・保持)

H回 目 目標②床上運tlJの援助を習得する (演習 !自 動・他動運動の援助)

12回 日 目探②車いす・ストレッチャーについて理解し、移送の方法を習得する (演習 :移乗介助・車椅子での移送・ストレッチャー移送)

13回 目 目標②移動を補助する器具について理解し、歩行補助具の援助を習得する (演習 i歩行・移動介助)

14[]目 目標③l重 Hl馬 のメカニズムや睡眠がもたらす身体の変化を理解し説明ができる

15回 日 目慄③睡眠の具体的な方法について説明ができる

準備学習
時間外学習

半 同lに す ― シ ン ク・ ク フ フ ィカ 基 礎 看 誰 写 ∪  20春  基 健 看 何〔豊疲 ,T ipad 以 卜の 関 谷 を 熟 読 す る

目標①5 快適な環境を作る技術
目標②8 効率的で安楽な働きを作り出す技術と10 活動・運動を支援する技術
目慄③H 休′巳、・‖垂眠を促す技術
演習を実施するまえには必ず手順書の課題を完成させる

評価方法

看護技lTの 手順書の課題
筆記試験100%(60点以上)と し、60点 以下は再試験を実施する
ただし́、技術試験 「麻痺がある患者への車いす移乗と移送」60点以上であることを条 P卜 とする (60点 以下の場合は合格するまで試験を受け
ること)

受話生への

メⅢン
~「′~ジ

看謹実習室にて演習を行います (′)で、以下の内容を理解 し演習に臨んでくだ さい。
]

2
白衣、ナースシューズを若用する。 (援業が始まる前に更衣をすませる)

頭髪を整える。既定の髪色にする。ゴムは黒・紺を値用し、長髪はネットの中にきれいに整える.サ イドや長い前髪はヘアビンでとめ

インナー・靴下は白を若用する。つけまつげ、エクステ、カラーコンタクト、ビアス、ネックレス装若は不可.

上記が守れないと、実習室での演習はできません。

【使用教乍|■・教1剪
・参考 1・ 】

ナーシング・グラフィカ基礎看護辛① 20巻  基礎看誰技術Ⅱ ipad
看〒嵯Jttnfプ ラクテ ィス 第4版

偏岡医健・スポーツ専門学校 希護季|



2023年度 授業概要
学  科 看護科

科目名
(英 )

健康的な生活への援助技術 ロ

(食事・排泄 )

Patient care plan Ⅱ

ン、修

選択
必 修 年 次 1

担当教員 大宮 和香沙

実務経験 ○

授業
形態

討義
演習

総時間
(単位)

30

l

開講区分 後期

コース 曜 日 ,H寺限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有す る教員が、 どのよ うな1受業を実施するのか、具体的に記載す る)

看護職者は、看護を必要とする人のニーズを把握し、適切な援助を実施する区要がある。
この科目では、まず、よりよい食事と何かについて栄養と食事の基礎的知識を理解し、健康のレベルや食事行動の自立度に応じた栄養と食事のニーズ

を充足する方法を選択し効果的な援助方法を習得する。次に、排尿・俳便に関するメカニズムや意義を理解 し、対象である人の排尿・排使のニーズをア
セスメン トすることによつて適し刀な援助方法を選択 し実施する。

大宮和香沙…看護師として10年以上の実績がある

【到達目標】

日常生活における看護を必要とする人のニーズを把握し、その人に合わせた援助技術を習得する
<具体的な目標>
①栄養と食事の基礎的知識と援助方法を理解し、効果的な援助方法について習得ができる
②人間のりF泄 を理解し、患者が健康的な生活を送るために必要な援助方法を習得する

授業計画・内容

1回 目 目標①食事・栄養の意義と食事の関する生理学的メカニズムを理解し説明ができる

2回 目 目標①食事と栄養に関する基礎知識を理解し栄養状態のアセスメントができる

3回 目 目標①食事援助における基礎知識と注意点を理解する

4回 目 目標①食事援助、患者に適した方法日腔ケアが実施できる (演習 :食事介助・口腔ケア)

5回 目 目標①障害がある対象に安全においしく食べるための体位の工夫と食事援助が実施できる(演習 :食事介助 )

6回 目 目標①非経目的栄養摂取の援助が実施できる(演習 :経鼻カテーテルの挿入・管理、経管栄養法による流動食の注入)

7回 目 目標②りF泄の意義とメカニズム、アセスメントの方法を説明できる

8回 目 目標②排便障害の種類を理解し、援助に関する基礎知識を説明できる′

9回 目 目標②排泄行動の制限によって生 じる問題や排尿障害の種類と定義を理解し、援助方法を説明ができる

10回 目 目標②自然排尿と自然排便の援助方法を理解し、実施できる(演習 :排泄援助 (床上、ポータブル))

ll回 目 目標②導尿を正しい方法にて実施できる(演習 :導尿又は鰐月光留置カテーテルの挿入・管理)

12回 目 目標②導尿を正しい方法にて実施できる (演習 :導尿又は膀脱留置カテーテルの挿入・管理)

13国 目 目標②浣腸の種類や方法と摘便の方法を理解し、実施できる (演習 :浣腸)

14回 目 目標②柄便の方法を理解し、実施できる (演習 :1商便)

15回 目 目標②ストマーケアについて理解し、装具の交換とケアについて説明ができる (演習 :ス トーマ管理)

フ イ lグ)

準備学習
時間外学習

目標①13 食事・栄養摂取を促す技術
目標②14排泄を促す技術
演習を実施するまえには必ず手順書の課題を完成させる

評価方法

看護技術の手順書の課題
筆記試験100%(60点以上)と し、60点 以下は再試験を実施する
ただし、技術試験「「滅首操作にて女性の一時的導尿」60点 以上であることを条件とする (60点 以下の場合は合格するまで試験を受けるこ
と)

受講生への

メッセージ

看言隻冥習至 にて戻習 を行 いますの で、以下の内る を
'1上

解 し戻習 に臨んで くだ さい c

1

2

る

3

白衣、ナースシューズを青用する。 (操業が始まる前に更衣をすませる)

頭髪を整える。既定の髪色にする。ゴムは黒・甜|を l`lI用 し、長髪はネットの中にきれいに整える。サイ ドや長い前髪はヘアピンでとプ)

インナー・靴下は白を着用する。つけまつげ、エクステ、カラーコンタク ト、ビアス、ネックレス装者は不可。
上記が守れないと、実習室での演習はできません。

【使用教 1́書・教相・参考書】

ナーシング・グラフィカ基礎看i生学③ 20巻  基礎看誰技術 I ipad
看誰技術ブラクティス 第4版

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科



2023年度 授業概要
学  科 看護科

科 目名
(英 )

健康的な生活への援助技術Ⅲ

(清潔、安楽 )

Patient care plan Ⅱ

必修
選択

之、修 年 次 1

担当教員 大官 和香沙

実務経験 ○

授業

形 態

講義
演習

総時間
(単位)

30

l

開講区分 後期

コース 曜 日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載す る)

看護職者は、看護を必要とする人のニーズを把握し、適切な援助を実施する必要がある。
この科目では、まず、清潔保持に関する生理学的メカニズムを理解し、対象者の清潔に関するニーズを考え適切な援助方法を選択することで身体の清

潔を援助する技術の習得を目指す。次に、、安楽とは何かを考え安全で安楽な援助技術を習得を目指す。

大官和香沙…看護師として10年以上の実績がある

【到達目探〕

日常生活における看護を必要とする人のニーズを把握し、その人に合わせた援助技術を習得する
<具体的な目標>
目標①清潔保持に関する生理的メカニズムとニーズを考え必要な援助方法を理解し、適切な援助方法を習得できる
目標②対象者に安楽かつ供適さを提供する技術の必要性を理解し、適 L刀 なすた助を選択することができる

授業計画 ,内容

1回 目 目標①清潔の意義と皮膚 ,粘膜の生理的メカニズムとケアについて説明ができる

2回 目 日標O清潔へのニーズのアセスメントと清潔の援助方法が説明ができる

3国 目 目標①衣生活のニーズをアセスメントし、寝衣交換の必要性と方法を説明できる

4回 目 目標①患者に適した洗髪の方法を選択し、実施ができる (演習 :洗髪)

5回 目 目標①患者に適した整容の方法を選択し、実施ができる (演習 :整容)

6回 目 目標①忠者に適した方法で爪切りの方法が理解でき、手浴の実施ができる (演習 :手浴)

7回 目 目標①患者に適した方法にて足浴が実施できる (演習 :足浴)

8回 目
日襟∪榎衣交換が冥施できる (涙習 :点両・ ドレーン等を留直 していない思者の属衣交換、点滴・ ドレーン等を留置 している愚者の寝衣交
換 )

9回 目 目標①全身清1式 の援助が実施できる (演習 :清拭)

10回 目 目標①全身清|・ のヽ援助が実施できる (演習 :清拭)

11回 目 目標①陰部洗浄とオムツ交換が実施できる (演習 :陰部の保清、りF泄援助 (オ ムツ))

12回 目 目標①入浴介助とシャワー溶の援助が実施できる (演習 :入浴とシャワー浴の介助)

13回 目 目標②安楽について理解し、安楽の援助方法を説明できる

14回 目 目標②安楽を確保する援助を習得する (演習 :精神的安寧を保つためのケア)

15回 目 目標②器法の援助を習得する (演習 :体温調節の援助)

準備学習
時間外学習

手同Hにア~ン ンク・クフフイフア丞健石口ξttl、 lノ  ZU呑 丞碇石護技何 ユpad 以 卜の関谷を衆ヤ証丁0
目標O12 身体の清潔を援助する技術
目標②17 安楽かつ快適さを確保する技術と16 体温を調整する技術
演習を実施するまえには必ず手順書の課題を完成させる

評価方法

看料電i技術の手順書の諜題
筆記試験100%(60点 以上)と し、60点以下は再試験を実施する
ただ し、技術'式 験 「患者の上半身清拭 と寝衣交換」60点以上であることを条件 とする (60点以下の場合は合格するまで試験を受けること)

受講生への

メンセ~ジ

者 l隻 冥習至 にて煩省 を行い ますので、以下の内容 をチ1世解 し戻習に臨んで くだ さい。
l

2

る

3

白衣、ナースシューズを着用する。 (授業が始まる前に更衣をすませる)

頭髪を整える。 F、え定の髪色にする。 ゴムは黒・紺を使用し、長髪はネットの中にきれいに整える。サイドや長い前髪はヘアピンでとめ

インナー・Чヒ下は白を着用する。つけまつげ、エクステ、カラーコンタクト、ビアス、ネックレス装着は不可。
上記が守れないと、実習室での演習はできませんc

【使用教令1書・教材・参考書】

ナーシング・グラフィカ基礎看護学0 20子ざ 基礎看誰技術Ⅱ ipJd
看護技術プラクティス 第4版

福岡医促・スポーツ専門学校 看誰科



2023年度 授業概要

学 牟| 看誰牟「

科 日名
(英 )

地域と暮らし
必修
選択

必修 年 次 1

伊規須 千春

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

15 開講区分 前期

コース 曜 日・H寺 限

【授業の学習内容】 (※ 実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

対象となる地域のきめ細かい観察や既存の保健衛生統計を通して、地域ごとの問題・特徴を把握し健康を守る支援をするための基盤として、地域で生活する人々とそ
の家族を知ることは重要である。身近な地域を例に、地域診断の手法を用いて生活者を包括的にとらえ、学びを共有し、地域における生活と健康に関する課題を抽出し
わかりやすくプレゼンテーションできるよう1こ なることを目指す。

91規須千春 看護師として28年間の実績がある。

【勢I達 目標】

地域で生活する人々とその家族の健康と暮らしを支援する基盤を養うため生活者の視点で地域をとらえることができる
<具体的目標>
目標①コミュニティを包括的な視点でとらえることができる
目標②地域の暮らしを検索し統計資料と統合することができる
日標③地域の生活の課題を述べることができる。

授業計画・内容

l回 目 (目 標①)地域診断の展開に必要なモデルとその概要について説明できる

2回 目 (日 採②)コミュニティ・アズ・パートナーモデルを用いて福岡市で生活する人々を包括的にとらえることができる

3回 目 (目 標②)コミュニティ・アズ・パートナーモデルを用いて福岡市で生活する人々を包括的にとらえることができる

4回 目 (目 標②)コミュニティ・アズ・バートナーモデルを用いて福岡市で生活する人々を包括的にとらえることができる

5回 目 (日 保②)コ ミュニティ・アズ・パートナーモデルを用いて福岡市で生活する人々を包括的にとらえることができる

6回 目 (目 1票③)調べた内容を基に地域の課題を明確にすることができる

7回 目 (目 1票③)調べた内容を基に地域の課題を明確にすることができる

8回 目 (目 標③)地域で生活する人々とその家族の健康と暮らしについて支援することの展望を述べることができる

準備学習
時間外■習

福岡市内のフォーマル・インフォーマルサービスの内容や手続きなど調べてみましょう

評師方法
筆記試験 (50%)
パフォーマンス評価(50%)

受戸社牛マ＼(′ )

メンセ~ジ 身近な生活に目を向けて行政とのかかわりなどに興味を持って情報収十f_し ましょう(地域の行事や市政だよりなど)

【l「

''用

教ll書・教材・参考書】

照林社 基礎から分かる地域在宅看誰論

福岡医健・スポーツ専門学校 看誰科



2028年度 授業概要

学 浴| 看誰科

科 目名
(英 )

暮らしを支える看護
必修
選択

必修 年 次 l

担当教員 伊規須 千春

実務経験 O

授業

形 態
講義

総時間
(単位 )

15

1

開講区分 前期

コース 曜 日・口寺限

I授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

我が国は、高齢者人口、とくに75歳以上の後期高齢者が増加する中、少子化により総人口が減少に転じ、高齢化率が急速に上昇している。2025年以降は医療や介
護の需要がさらに増加されることがみこまれる一方で高齢者の単身世帯や夫帰のみの世帯が増えるなど、個々の家庭だけで介護を支えるのは困難になっている。年齢
を重ね介護が必要になってもできる限り地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで尊厳をもって続けることができるよう、医療・介護・介護予防・生活支援・住まいが一体
的に提供される「地域包括ケアシステム」の構築が推進されている。本政策は高齢者を対象として創設されたが、現在ではあらゆる世代が対象となっている。本授業では
地域包括ケアシステムの概要を理解しその中での看謹の役割を理解することを目指す。

伊規須千春…看護師として28年間の実績がある命

【到達目標】

地域包括ケアシステムおよびその中における看護の役割について説明できる

<具体的目標>
目標①地域包括ケアシステムの創設の経緯について説明できる
目標②地域包括ケアシステムの構成要素について説明できる
目標⑥地域包括ケアシステムの構築について説明できる
目標④地域包括システムに関わる看護師の役割について説明できる

授業計画・内容

1回 目
(目 1票①)高齢イヒの推移と将来推計について説明できる
(目 標①)地域包括ケアシステムのZ、要性について説明できる

2回 目 (目 標①)地域包括ケアシステムの背景と機能について説明できる

3回 日
(目 標②)地域包括ケアシステムの構成要素の具体的意味について説明できる
(目 標②)費用負担区分からみた地域包括ケアシステムについて説明できる

4回 目 (目 標②)生活の場に応じた看護とサービス提供機関について説明できる

5回 目
(目 標③)地域包括ケアシステムの構築のブロセスについて説明できる
(目 標③)地域ケア会議の機能と役割について述べることができる

6回 目
(目 標④)地 lβ戎包括ケアシステムに関わる多職種の役割について説明できる
(目 標④)地域包括ケアシステムの中での看護師の役割について説明できる

7回 目 (目 標④)地 1或包括ケアシステムの様々な看護師の活躍の場について説明できる

8回 目 (目 標①)地ナl攻 包括ケアシステムの今後の課題と展望について説明できる

,仁r備学習
時間外学習

予習をして難解な言葉は事前に調べておいてください。

評価方法 筆記試験 (100%)

受講生への

メッセージ
地l或と暮らしで学んだことを基とヽに地域包1舌ケアシステムとは何か、看護師との関係について学びます。
予習・復習をすることわからないことは確認することを心がけましょう。

【使用教利書・教材・参考書〕

<教科書>
ナーシング・グラフィカ在宅看護論① 地ナ】文療養を支えるケア : 整 有桂(編集)、 石田 千絵(編集)、 山下 留r二 子(編 4皇 )≪ メディカ出版≫

福岡医健・スポーツ専門学校 看護科
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